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阿倍野Religion-Cafe第１集  刊行にあたって

　大阪市立大学の都市研究プラザは、大阪市内を中心に、現場での出会いと関係づくりの強化と
包摂型まちづくりの社会実験道場として、７つの現場プラザを設置してきた。第6番目に設置され
た、阿倍野プラザは、2009年3月に阿倍野区昭和町の一角にある1933年築の近代長屋の一つを
スペースとしてその活動を始めた。活動の目玉として、本レポートシリーズのタイトルにもなっ
ている、阿倍野Religion-Cafeを、2009年8月から始めることになった。
　阿倍野、Religion、Cafeという3つのタームには、それぞれ企画者の意図が込められている。
編集委員の川浪剛は浄土真宗の僧侶であり。その職能を活かし、経済的弱者への法要や葬送支援
を実践してきた。また、編集員の白波瀬達也は宗教者によるホームレス支援を研究テーマとして
きた。このような実践や研究の積み重ねのなかで「宗教は社会を、人を応援することができてい
るのか」という問いが生まれた。そこで私たちはパイオニア的な実践者＝宗教者を発掘・招聘す
るべく、Religion-Cafeを発足させる構想に至った。
　レクチャーでは堅苦しいので、スィーツとドリンクをアフターレクチャーに味わい食しなが
ら、カフェ気分で、レクチャラーと語り合おうということで、カフェと名付けた次第である。な
お、私たちは、Religion-Cafeで提供するスィーツを、阿倍野プラザの近辺で営業している店々か
ら取り寄せることで、地域社会とのネットワーキングも同時に図っている。
　加えて、Religion-Cafeの会場である近代長屋は、かなり水準の高い建築物であり、昭和初期の
ある種レトロな雰囲気は、企画者の一人で建築学を専門とする黒木宏一が作成するフライヤーに
十分反映されていよう。この昭和町は、近代長屋の宝庫でもあり、昭和戦前期、大大阪郊外のホ
ワイトカラーを中心とする小市民社会が大阪でも最もよく地理的に展開したエリアでもある。そ
の意味で近代長屋はそうした系譜を演出する絶好の空間ともなっている。西成区ではない阿倍野
区で包摂型まちづくりを仕掛けることは、大阪の懐の深さを、そして支援の多層的展開を図る意
味でも、有意義なものになると確信している。西成プラザや大淀プラザとは立地的に少々異なる
阿倍野プラザの意義は、このへんにあろう。
　このレポートは、平成22年度科学研究費（新学術領域課題提案型）「ＩＴＡＣＯによる新しい
地誌学の創生と地域の人縁生成に関する試行研究」を使用し、編集、出版されたものである。地
域の系譜を堀り起こし、そうした系譜の自覚から新たなまちづくりのエネルギーを得よう、とい
うこのプロジェクトの柱に、Religion-Cafeはしっかりと根ざしている。
なお第1集は、「宗教と翻訳言語、および芸術表現」の観点から4つのレクチャーが収録されてい
る。第2集以降、テーマの共通性より、たとえば「まちづくり」とかを柱としながらいくつかのレ
クチャーをまとめ編集するというスタイルで、継続的に発刊する予定である。

2011年3月　

阿倍野プラザ　Religion-Cafe報告書編集委員会
水内　俊雄（都 市 研 究 プ ラ ザ 教 授）

　　川浪  　剛  （都市研究プラザ研究補佐員）
黒木　宏一（都市研究プラザ特別研究員）
白波瀬達也（都市研究プラザ特別研究員）
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１．出会いの場としての阿倍野プラザ

　都市研究プラザの水内と申します。今日は、

初めての試みなのですけども、ちょっとだけ言

いますと、うちの大学、都市研究プラザってい

う新しい組織を３年前に立ち上げまして、大学

ですけども、地域で色んな資源を活用しなが

ら、研究や教育、そして地域の方々と一緒に大

きなくくりで言うとまちづくりになるのですけ

ども、色んな人たちとの出会いをつくって、大

学も地域と一緒に、大学の中にこもらないって

いうかたちでの取り組みを始めております。

　で、船場と、西成プラザっていうのが太子の

交差点、あいりん地域の横に一つあるのですけ

ども、あとは豊崎っていう所にもございます。

これは、民家一軒、このような民家を借り切っ

て、それをちょっと改造して、建築学の方たち

がやっていますし、天六ですけども、今度お風

呂屋さんを、今日はオーナーの方も来ておられ

るのですが、それらを借りて市内に四つ五つ

あって。阿倍野プラザっていうのは、今年の３

月から、大阪の典型的な近代長屋、これはもう

築80年位かと思うのですけども、戦前のわり

と閑静な住宅街ですが、大阪の小市民的な雰囲

気ですね。ここで、川浪さんと一緒に、大阪市

大と阿倍野プラザっていうことを連携しながら

やらせていただいています。

阿倍野の方では、川浪さんの今までのお仕事の

中で、やはり宗教っていうものをもうちょっと

社会に、私たちホームレス支援っていうものを

やっておるのですけども、そういうことに代表

されるような、なかなか行政の手が行き届かな

い人たちに、日本の宗教っていうのが何か貢献

できるっていうような場を設定したいというこ

とで、今月から毎月一回、川浪さんのアレンジ

によって、連続講座を開いていただくっていう

ような企画を始めさせていただくことになりま

した。

　今日は、その最初を飾っていただきます戸次

公正さんにおいでいただき、仏教を現代語化す

るというような、非常に魅力的なタイトルでお

話を聞きながら、また後でスイーツとドリンク

を用意して、楽しんでいただくっていうかたち

で、また色んなお話ができたらいいかな、とい

う風に思っております。

　泉大津の南溟寺のご住職でいらっしゃいまし

て、川浪さんも昔そちらでおつとめされていた

所でございますが、私が紹介するまでもないの

ですけれど、戸次先生は色んなことをやってお

られまして、今日はそれも交えながらご紹介い

ただきたいな、という風に思っております。レ

ジュメがございますけども、しばらく、一時間

ほどということでございますか、その後また下

の方でゆっくりしていただくということでござ

いますので、よろしくお願いいたします。

Ⅰ.宗教と言語表現

「浄土真宗入門 ｰ日本語で読むお経（法事）の実践より ｰ」
2009.8.25（火）　18：30 ｰ21：00

■講師：戸次公正（べっきこうしょう）さん
　1948年大阪生まれ。大谷大学大学院修了後、1970年から真宗大谷派南溟寺住職。
　真宗大谷派全国仏教青年同盟委員長、真宗大谷派宗議会議員などを歴任。
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２．仏教との出遇い

　皆さん、こんばんは。初めまして。多分、初

めましての方が多いと思います。今回、不思議

なご縁をいただきまして、川浪さんを通して、

お話をするということになりました。皆さん方

の知的欲求や、色んな学習意欲に堪えられるよ

うな話になるかどうかは自信がありませんけ

れども、この機会に、一緒に、私たちの人生

にとって非常に大切な宗教という問題、とりわ

け、仏教ということを、現代においてどう表現

するのか、そういうことをずっと考え続けて色

んな試みをしてまいりましたので、そのことの

ご報告も兼ねて、少しお話をさせていただきま

す。

　今、少しご紹介いただきましたが、ちょっと

自己紹介も兼ねて、自分のことを申しますと、

私は泉大津市に住んでいます。今日も南海電車

で泉大津からやってまいりました。南溟寺とい

うお寺の住職をしております。真宗大谷派って

いうのがあるのです。浄土真宗の東本願寺とい

う教団に所属する一人でございます。

私は１９４８年生まれですから、今年、はやア

ラカン（アラウンド還暦）ですね、還暦を過ぎ

まして６１歳になってしまいました。そんな年

になっていますけれども、未だに色んなことに

好奇心や関心がありまして、あっちこっちへ

行って人と出会ったり色んなことをやってみた

りしている者でございます。

　今日は川浪さんの方から、日本語で読むお

経、仏教の聖典、お経の話を、ということが

テーマとして掲げていただきましたので、それ

をもとにレジュメに書きました、仏教の現代化

ということについてのお話をしたいと思いま

す。

　どうぞ皆さん、足をお楽に、気楽にお聞きい

ただけたらと思います。それから、眠たくなっ

ても休んでいただいて結構ですから、私全然、

寝たりしても怒りませんから、生理の赴くまま

に安らかに、いびきだけはちょっと控えていた

だいたら、と思います。

　と言いますのは、宗教的な話、仏教の話とい

うのは決して目と耳からだけ入るのではなし

に、その場に臨んだ、その場の雰囲気から、私

たち一人ひとりに、何かこう伝わるものがお互

いにあるのではないだろうか、そういう響き合

うものがありますので、決して、一日の疲れで

眠たくなって、うつらうつらされても、今日は

来て決して損はなかったなぁと言えるように、

お互いできたらと思いますので、その辺もお楽

な姿勢で、お気楽に聞いていただけたらと思い

ます。

　偉そうなことを言っておりますけれど、私も

お寺の住職をしていますが、もともと坊さんに

なってお寺を構えてという考えは頭の中にな

かったのですね。正直に自分のことを告白し

ますと、子どもの時分、たまたまお寺に生ま

れた、それだけです。お寺に生まれて、あとを

継がなあかんよ、とお寺の檀家さんから言われ

て、周りの人からも期待されたのですが、長男

に生まれましたので、それが嫌で、もうお寺か

ら逃げ出すことばっかり考えていました。

　また、よそのお寺は知りませんけども、うち

のお寺は人間関係も家族関係も、色んなこと



　3　Ⅰ . 宗教と言語表現

浄
土
真
宗
入
門

も、暗かったのです。お寺も暗いけども人間関

係も非常に抑圧的なものがあって、こんな所に

はもうおれないし、さっさと出て行こうと、静

かに心に決めておりまして、私はなりたいもの

があった、したいことがあった。これは恥ずか

しいから内緒にしときますけども、あるものを

志すようになったのです。

　で、途中で中学校か高校くらいになったら、

お寺を飛び出そうと心に決めていたのですけれ

ども、父親や母親も、「ああそうか、お前はも

うお寺が嫌で、他でしたいことがあるのやった

ら、もう出て行ってええよ」と言うてくれてい

たのです。それで安心して、大体自分なりに、

将来こんなことをやってみようと思ってね。

思っていた最中、たまたま16歳の時です。高

校一年生の時です。父が、急に死ぬのです。

お寺の住職をしていた父ですけども、病気に

なって。かなりお酒飲みでしたから、肝臓やい

ろんなところも傷めていた。戦争中には戦争に

行っていた。そして帰ってきて、戦争体験のこ

とはほとんど語りませんけども、いっぱい色ん

なものを抱えていたのじゃないかと思います。

すごい酒浸りになって、体を壊して、検査のた

めに入院をして、たった二週間のうちに忽然と

死んでしまったのです、病院で。

　それで私も、仕方なくお寺を飛び出せなくな

りまして、周りのお寺の檀家さんも、お寺を嫌

がって飛び出すのを知っていますから、出て

行ったらあかんと捕まえられまして、嫌々その

状況に自分を順応させなくてはいけないような

状態になってしまったのです。

　それで私ノイローゼになりましてですね、か

なり悩んで。その時分はまだ仏教にも、親鸞、

法然、日蓮、そんな仏教の教えを説いた人たち

の、先輩たちの教えにも全然出会っていませ

ん。ただ寺に生まれて育って、一応形だけ、お

坊さんの資格を、知らない間に取らされて、お

経を口ずさむことができるようになっていた

だけで、お経の中に何が書いてあるのか、そも

そもお経っていうのは何なのか、全然分からな

かった。ましてや自分の所属する教団の教えな

んか、もう全然知らなかった。ですから、その

悩んだ時にすがるものとてなかったわけです。

仏教に救いを求める、それ以前の問題です。

　で、私はその時に何に救いを求めたか。16

か17になる私が、本当に真剣に求めたのは占

いです。父が急に死んでしまって、その時また

家族の中に不幸なことや色んな厄介なことが

いっぱい続いて起こる。これはよっぽど何か、

具合悪いことがあるのじゃないかと。ああ、こ

れは占いしかないなぁと、すがるものはと思い

ました。

　で、占い、また私凝り性ですから、全部やり

ました、色んな占い。詳しいですよ、だから、

一時そのことにかかりました、3年くらい。手

相、人相、骨相、足の相というのはその時分な

かったのですけど、発見をして。

　最高なのは四柱推命学ですね。今、細木数子

さんがやってはる、あれですね。占いの中では

最高峰ですね。私は、本気でその占い、四柱推

命学に救いを求めて、先生について習いだした

のですけども、どうやら習いだしたらその道で

プロになるためには、色んな裏技があるという

のを教えられるわけです。テクニックの問題だ

と。

　つまり、自分の占いを信じて、人にお金を出

させて、そしてそれで営業していくようになる

ためには、そんな難しいことは学問的に知らな

くても、ある程度知っておったら、口と度胸だ

けでできるのや、というテクニックを教えても

らって私は愕然とするのです。これやったら占

いと言うたって、詐欺師と変われへんのと違う

か、と。まだ若かったものですから、真剣に純

粋に占いに救いを求めていた私は、その先生に
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よって裏切られた思いがしまして、冷めてしま

うのです、占いに。

　その時初めて、死んでいった父がたまたま遺

していった何冊かの本の中で、一冊の本に惹か

れて読んでみた。その本は、お坊さんが書いた

本じゃなかったから私にとって良かった。もう

この方は亡くなった人ですけども、米沢英雄と

いうお医者さんです。お医者さんで、非常に仏

法に得心の方でしてね。全国各地に講演に行っ

たりされている。そして、精神分析などもされ

る、内科のお医者さんですけども、仏教と心理

学や科学との結びつきを非常に詳しく知ってお

られる先生。

　その人が、高校生向けに書いた本を出してお

られたのです。タイトルは、『もう一人のあな

たへ』という題だった。薄い本です。でも、そ

の『もう一人のあなたへ』というタイトル、

私、今、悶々として占いにすがって裏切られ

て、それでも尚、仏教の「ぶ」の字も分からん

ところに立っている私が、とりあえずこの、

「もう一人のあなたへ」と呼びかけてくれてい

るこの著者、お話をもっと聞いてみたいと思っ

て、この本を読んだ感想文をその著者に書いて

送ったのです、手紙を。でも、そんな偉い先生

から手紙の返事なんて来るはずもないだろうと

思っていたら、一週間もしないうちに長い長い

手紙が来まして。それが、また全部手書きの、

筆で書いてあって読めないのですよ。

　仕方ないから、近所のお寺へ行って、嫌いな

お寺の坊さんに読んでもらったら、非常に懇切

丁寧に私の悩みに一生懸命に応えようとして下

さる、そういう米沢英雄というお医者さんの語

りかけがあったのです。

　で、この人に会ってみようと思って会いに

行った。福井市の町のど真ん中で開業医をして

おられた方ですけども。そこから私は、「戸次

さん、あなたは親鸞、浄土真宗にご縁があるの

だから、浄土真宗と言えば念仏、南無阿弥陀仏

ですよ」と。「あなた、南無阿弥陀仏と称えた

ことがありますか？」「いや、そりゃうちは

お寺なので称えていますけども、私はあんな言

葉、意味も分からん南無阿弥陀仏なんて呪文み

たいなもの称えたくありません」「そうです

か。けれどお父さんが死んで、あんたは不安に

なって、占い師にすがって自分もいつ死ぬか分

からん、死の不安におののいているのやろ。

今、南無阿弥陀仏称えへんかったら、もう明日

にも死ぬかも知れへんねんで。一生のうち称え

るチャンスなく死んでしまうか、意味分からん

でもとにかく南無阿弥陀仏という言葉あったん

や。お釈迦さんの仏教の中に、すごく長い伝統

がある。その南無阿弥陀仏、意味は分からんで

もいいから、とにかく心の命の糧、食べものや

と思って食べるように、南無阿弥陀仏と噛み締

めてつぶやいてごらん」と言われたのですね。

それでも抵抗があってね。「恥ずかしいやろう

けど、何でもそうや」と。「習い事でも何で

も、お茶でもお花でも宗教でも、始めは口伝て

に人の真似をして、そしてあなたやったら南無

阿弥陀仏、日蓮宗の人やったら南無妙法蓮華、

そこから始まるのや。それをやらないと、あん

た。知識で、仏教とは何か、親鸞とは何かと

知っても全然意味ない」と。

 「親鸞がなぜ、南無阿弥陀仏という言葉に全

てを懸けようとしたのか、それをあんた、一生

かけて探していったらいいねん。そやけど今か

ら、何も分からん呪文みたいなものを称えるの

やったらおもしろないから、先生になんぼ言わ

れてもよう称えんと言うたら、いつ死ぬか分か

らんあんたは、一生称えるチャンスがないかも

知れんぞ、どないする」と、こう言われたんで

すね。

　それで、この先生は何かすごいなぁ、本物や

なぁと思いまして、生意気だったのですけど

も、よし、この先生についていこうと思って、
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色んなお話を聞かせてもらったり手紙のやり取

りをするようになった。

　それが、私が、ほんのささやかですけども、

仏教の門口に立ったきっかけでした。それが

17，8くらいの時。その出会いがありましたの

で、やはり、今までやりたいものがあったけど

も、お寺へ残って、お寺の仕事もしながら仏教

も勉強しようと、そう思いながら京都にありま

す大谷大学というところへ通いだすようになり

ました。

３．意味不明な漢文経典

　そこで、仏教を学び、仏教の歴史を学んでい

くわけですけれども、そうこうする中で、私

は、今日のテーマであります仏教の聖典である

お経というものですね、現代の日本語で翻訳し

た、そのものを読むというそういう営みを、だ

んだんしようと思うようになります。

　しかし、それは、しようと思っても簡単には

いかないのです。私たちの教団だけでなしに、

日本の仏教界全体が、お経を日本語で読むとい

うことをしていないんです、ほとんど。今でも

ほとんどと言っていいくらい、その取り組みは

遅れています。

　私は、それこそ子どもの頃から、何で意味も

分からん、あの漢文のムニャムニャというお経

を読むのやろうと。まるでほんまに、ちんぷん

カンブンやないかと、漢文のまま読んでも意味

分からへんでしょ。

　ありがたいお経です、確かに内容は。訪ねて

いけば。しかし、言葉の響きだけで皆さん、

聞いていても分からへんでしょ。ニョーゼー

ガーモンイチジーブツザイシャーエーコクギー

ジューギッコードクオンヨーダイビークー

シュー・・・

　中国人が聞いたら分かるのですけどね、漢文

ですから。中国人はすごいですよ。やっぱり

ちゃんとインドの言葉を中国語、漢文に訳して

ですね、一千年の歴史をかけて翻訳を何度も何

度も繰り返してきた。有名な阿弥陀経や法華経

や般若心経、そういうお経でも、何度も何度も

中国人は自分の国の言葉にするために訳してき

た。

　日本へそれが伝わってきて、漢文で読むお経

の響きがありがたい、それが何か先祖の霊を慰

めたり供養する、そういう道具として用いられ

るようになる。さらには、国家安泰、天皇のお

身体を丈夫にしていただくための祈願、そうい

う国への祈願とか。また、国にあまり協力的で

なくて、税金を払わんような奴は呪い殺すぞ、

と言ったような内容のお経もあったわけです。

ですから漢文で読む、今読んだあのムニャム

ニャという読み方が、何となくありがたいの

で、皆それでお布施を出すわけです。あれ、意

味が分かった言葉をそのまま読んでしまった

ら、何やこんなことかって、意外とですね、あ
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りがたみが失せてしまうかもしれないですね。

　今日はちょっとこの中身、実演もいたします

けれども、なぜ私がそういう漢文で読むお経、

それもやりながら、尚且つ日本語で読むお経と

いう取り組みを始めたか。そのきっかけが、自

分のそういう子どもの頃からの悶々とした思い

があったということですね。

　中学生くらいの時、私、牧師さんの息子の友

だちができましてね。キリスト教の教会へ呼ば

れて礼拝に行ったことがあります。バイブル、

キリスト教の聖典を渡されて、あれ一冊に全

部、キリストの教えが収まっている。読んだら

すぐ分かる。英語と日本語を並べてですね、イ

エスはこうおっしゃった。心の貧しい者は幸い

である。天国は彼らのものである。すぐ分かる

のです、一読して。

　同じ宗教なのに、世界三大宗教と呼ばれる仏

教のお経がなぜ、ムニャムニャと意味不明なま

ま、ちんぷんカンブンでずっと、ちゃんと訳し

ていないのか。もちろん、主要なお経は専門家

によって、かなり厳密に、学問的なテキストと

して翻訳はされているんです。学問的なテキス

トとして立派なものとしては文庫本になってお

ります。岩波文庫から、浄土三部経と、妙法蓮

華経、般若心経と、それらは仏教を代表する主

要な経典です。

　それは、ほんの一部ですけども、厳密な現代

語訳がなされています。これはインドの古い言

葉サンスクリット原文。そして中国の漢文訳、

チベット語の訳。全部、相互に対照して、日本

語にちゃんと訳してある。だけど、あまりにも

これは学術的な文献学としてのテキストですか

ら、これ読んでもピンと来んのですわ。意味

は、分かるような分からんような、却って難解

になってしまっていて。何か、キリスト教のあ

のバイブルのように、読んでぐっと胸に響くよ

うな、そんなお経がないものかと、ずっと探し

ていたんですね。探していたと言うよりも、そ

ういう思いをずっと高校生くらいまで抱えてい

て。

　で、大学行った時に、仏教の教え、その歴史

を学び始めて、またその歴史を学べば学ぶほ

ど、仏教のすごいプラスの部分と、仏教のすご

いマイナスの部分、正の遺産と負の遺産に出会

いますので、愕然とするようなこともある。ま

た、仏教ってやっぱり素晴らしい、と出会い直

す部分もいっぱいあるわけですけども、その中

で、私が今思っているような、日本語で読むお

経がなぜないのか、ということをもっと早くに

やっぱり気が付いていた人、気にしてやりだし

ていた人がおられた、という出会いがあるわけ

です。

　これは大学に入った時、桜部建という先生が

おられまして、この人の授業で仏教をこれから

勉強するのだったら、これだけの本を基本図書

として読みなさいと、黒板にいっぱい書いて下

さった。その中に、木津無庵編『新訳仏教聖

典』という本があったのです。

　レジュメ見ていただきましてですね、レジュ

メの左側の二番目の②、日本語訳大蔵経をもた

ない日本仏教。これはその現状のことをちょっ

と言うてるのですけど。国訳一切経。これが漢

文の仏典を読み下し文にした、日本で初めての

聖典です。1935年ですから、かなり早くにで

きているのです。

　それから南伝大蔵経。これは南方系の、ビル

マとかセイロンに伝わってきた、パーリ語で書

かれた仏教の経典があります。これは近代、明

治になるまでずっと日本の仏教徒は知りません

でした。近代になって、それも東南アジアやア

ジアに侵入していったヨーロッパの人たち、そ

の学者によってこんな仏教の経典があると発見

されて、それが日本へ初めて入ってきて知られ

た。だから、これらの研究はまだ新しいので
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す。

　でも、そういうことを踏まえて、日本語のお

経をつくった人がいる。その先駆けとなった

のが今言いました、木津無庵編『新訳仏教聖

典』。これはなんと1925年、大正14年につく

られておるのですね。私、その本、家へ帰って

探しますと、お寺の父親、祖父が遺していた本

の中に、ちゃんとその聖典があったのです。ボ

ロボロのもので、私も大事にしていますから、

今日は現物を持って来ませんでしたけれども、

真っ黒の革表紙の素敵な聖典なのです。

　で、そこから私は、貪るように読みまして。

大正時代の訳ですから、かなり古い。でも大正

浪漫の空気に影響された、まさに日本語なので

す。単なる漢文を読み下した文章ではない。日

本語として、苦労を重ね推敲して、ルビも丁寧

に全部ふって、読みやすくしてある。読んだ

ら、本当にバイブルのように分かる。お釈迦様

の誕生から出家、そして悟りを開き、そしてお

亡くなりになって涅槃に入る、その80年の生

涯の間に、どこそこでどんなお経を説いた、こ

こではこんな説法をされた、ここではこんな出

会いがあった、ここでは殺されそうになってこ

んなことをされた、色んなエピソードを交えて

一冊の聖典になっているのです。

　これには私、感動しました。こんな聖典をつ

くる人ってどんな人やったんやろうと、すごく

興味を持ちましたが、その時はそこまで深く思

わずに、これなら、これを基にして、私もでき

るんじゃないか。と思い始めた矢先、今度はも

う一つの、聖典に出会うわけです。

　

　これは今日持って来ましたけども、こんな仏

教聖典。これ、皆さん見られたことがあると思

うのですよ。ホテルへ泊まったら置いてあるで

しょ。日本の主要なホテル、外国でも大抵、ギ

デオンのバイブルと共にこの仏教聖典というも

のが備え付けられている。これですわ。これを

開いて読みますと、今言った木津無庵という人

が大正時代につくったものが基になってつくら

れたと書いてあった。あ、これもやっぱり木津

無庵が元々はつくったのだ、と。

　でも、その木津無庵という人のことはすっか

り忘れられてしまいましたけれども、私は、ま

さに、今言ったように、お釈迦様の生涯と共

に、主要な経典がほぼ抄出、日本語に意訳され

ている。学問的にも基礎的なことをちゃんと押

さえた上で、読んで分かるようにしてある。後

でこれ読んでちょっと実演してみますけども、

今日はこれ５冊ほど持って来ましたから、欲し

い方にはお土産に差し上げますけども、また開

いて読んでいただいたら。

　それでこんなことをした人もいるのです。こ

れはまた別の人です。木津無庵を受け継いで、

戦後になって、世界中のホテルにバイブルと共

に仏教の聖典を置きたいから、資金をつくるた

めの会社。精密機械の会社でありますミツトヨ

という会社を起こした人がいるのです。沼田惠

範という、やっぱり西本願寺出身の僧侶なので

すけども、その人が、これを作るために起業を

して、会社を始めて、その事業をずっと昭和

40年代からしてきた人がいるわけですね。

　それに出会いましたので、私はこれを基に、

自分たちの宗派の中で使うお経、全部収められ

てますから、抄出して法事で読むようにし始

めた。始めはすごい抵抗がありまして、さっ

き言っていたような、意味も分からない、

「ニョーゼーガーモンイチジーブツザイシャー

エイコク」、はぁありがたいと言うてたのが、

ある時お釈迦様がこうおっしゃいました、云々

ということを朗読するわけです。まったく有り

難くない。何あんた一体それって。でも、法事

の席に座ってくれていた若い人たち、子ども
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たちにはすごく受けたのです。　今までやっ

たら、おじいちゃんおばあちゃんやお父さん、

親戚の法事行ったら、あの一時間のあいだ苦痛

やった。何言うているのか分からんお経を、

黙って聞いておって眠とうなって、嫌やったけ

れども今度のお坊さんは何や、読んで聞いて分

かるお経。しかもこれはみんなに配るのです、

テキスト。こちらの手の内を明かして、何ペー

ジ開いてください、ここ読みますから、と。こ

れが、今までずっと意味分からんかったけれ

ど。漢文でずっと、ムニャムニャと、呪文のよ

うに読んでおったお経はこんなことが書いてあ

るのです。

　これが本当に分かったら、もちろん、深い意

味での先祖供養ということにも繋がりますし、

意味が分からないまま読んで、何となくありが

たいのがいいのか、やっぱり、ああ、こんなこ

とが私たちの、そして自分の心に響くような、

生きることの道しるべになるようなことが書い

てある、そういう言葉に出会うような、そうい

う法事をやってみませんか、とあちこちで説得

して始めたのです。

　でも始めは抵抗がありまして、８割方やめて

ください、と言われました。２割くらい受け入

れてくれて、おもしろそうやからやりましょ

う、と。始めはだから、抵抗がありましたか

ら、法事が済んでからまた散々です。何、今日

のあの法事は。まるで、あんたあんなんやった

ら、本の朗読してるだけやん。あんなんやった

らもうやってほしくないわ、来てくれんでいい

わ、と言われて拒絶されたんですけど。

いや、なかなか面白い、斬新な取り組みで、本

来、やっぱり意味が分かってこそ、何でもそう

や。お経に限らず、日本の古典かてそうや、

と。源氏物語だって、ムニャムニャと原文で読

んでいたら分からんけど、現代日本語に谷崎潤

一郎が訳していたり。読んだら興味が湧いてき

て、原本も読んでみようと思うわけです。お

寺さんがやっていることも、なるほど、日本語

でそのまま読んだらあんまり有り難味がないけ

れども、そういうことが書いてあったら、今度

はほんまに原文をちゃんと漢文で読んでみよう

だとか、インドの言葉で読んでみようかという

気になるから、これでやりましょう。で、やっ

と、受け入れられていってですね、少しずつそ

ういうことが理解されていくようになったわけ

です。

　しかし、お寺同士の中では、やっぱりこれは

反響が鈍くて、そんなことしてもうたら、手の

内を出してもうたら困るやないのと。お経は意

味が分からんから、後ろで聞いておっても、何

となく、お坊さんに対するありがたみもあるの

に。お経をそのまま朗読して、意味も分かるよ

うにしてしもて、手の内明かしたらですね、坊

さんの値打ちが下がると、いうことを言い出す

僧侶の仲間、教壇の人たちもありましたです

ね。

　それでも、やっぱり少なからず、そういうこ

とに関心を持っている仏教者たち、僧侶たちも

いましたので、少しずつ、私もやってみたいけ

ど、どうやったらいいのか、どんなテキストを

使うのか、具体的にどんなん、あんたんとこの

法事にいっぺん参加さして、というような形で

来る人、ちょっとずつ増えてきたりして、今で

は、私以外にも、そういうことを思ってやって

いた各宗派の、禅宗でも、真言宗でも、日蓮宗

でも、浄土真宗でも、気が付いたら、私もこん

なことやっていましたっていうお坊さんが少な

からずおったのですね。で、出会いもありまし

て、今ではちょっとはこういうことも通るよう

になってきたわけですけれども。

　でも、まだまだ少数派ではありますね。で、

今日は皆さんもこういうことを直接聞いていた

だいて、関心をお持ちになっていただいたら、
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ぜひ、こういったテキストも、これは簡単に手

に入ります。それから、さっき言いました、こ

の木津無庵という人が編集した、『新訳仏教聖

典』という本は、これは仏教の大きな書店やっ

たら置いています。復刻版が出ているのです。

大法輪閣という、『大法輪』という宗教雑誌、

月刊雑誌が出ています。一般の書店でも並んで

います、『大法輪』。あの雑誌を出している大

法輪閣という出版社から出ていますし、注文し

たらすぐ届きます。ちょっと高いです、四千円

くらいしますけども、素敵な、仏教のバイブル

としては、一番古典的な、日本では初めての日

本語のお経なんですね。これは、ホテルへ行っ

たら置いてありますけども、勝手に持って帰ら

ないでください。せっかく備え付けであったの

を、欲しかったらそのホテルへ言うてくださっ

たら、分けてくれます。だから遠慮せずに、あ

そこへ置いてあった聖典を、私もいただきたい

んやけど、ちょっと分けてくれますか、言うた

ら、大きなホテルやったら、ちゃんと、じゃあ

持って帰ってくださいと言うてくれることが多

いです。いや、実費でなんぼです。これ一冊、

安い、三百円くらいです。ものすごくたくさん

出ていますからね。で、これは今、これをもと

に世界中の言葉に翻訳されて、世界中のホテル

に置かれております。そういうことをした人が

いた。

　私はずっとその、初めて日本語で読むお経を

つくった人の、木津無庵という人にすごい興味

を持ちまして、２０年くらいずっとかけて、こ

の人の伝記を書こうと思い立ちまして、資料を

集めたり取材をしてきたんですが、やっとです

ね、たまたま、今年、今月、その本を出版する

運びになったんですね。その本を持ってきて、

宣伝もこないさせてもらうんですが、後で何で

したら、宣伝も兼ねて本を出しますけども、

『日本語で読むお経をつくった僧侶の物語—木

津無庵とその時代—』という本をまとめてです

ね、明石書店というところから、この９月８日

出版の予定で、今日はちょっと１０冊くらい

持って来ましたけども、もし興味のある方は、

一冊二千五百円でちょっと高いですけども、お

買い求めいただいたらと思いますので、それも

参考のため。

４．阿弥陀経の現代日本語訳

　そういうことをずっとしてきた中で、例え

ば、日本語で読んでみたらどういう風になるの

か、という例をまずご紹介したいと思います。

で、レジュメをもう一枚配ります。これは、私

が自分で日本語に訳した、阿弥陀経というお

経、これをちょっと朗読してみますので、これ

皆さん、配ってください。

　これ以外にも、私は色んなお経を自分なりに

翻訳してるんです。それは既に翻訳しなくて

も、私がやらなくてもいいほど、素晴らしい訳

のある場合には、その先輩がやってくれた訳を

使っております。

　例えば、般若心経というお経、私たちは、浄

土真宗という宗派では、聖典としては用いませ

んけども、仏教の一番根本的な大切な聖典だと

思ってますので、仏教入門の意味でも、般若心

経はお勧めしております。般若心経の訳、色ん

な訳、これももう、それこそごまんとありま

すけども、般若心経の訳文で、一番最近いい

のは、新井満さん。新井満さんというのは有名

な、『千の風になって』の訳者ですね、あの人

の文、新井満さんの訳した、『イマジン』、

ジョン・レノンの詩の新井満訳、これも素晴ら

しいんです。これはですね、ジョン・レノンの

思いが、実はこういうことやったんか、という

風に、出会い直すような気持ちになれるような

素晴らしい訳で、これも本屋さんにたくさん置
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いてあります。それと、新井満訳の般若心経、

これはねぇ、名訳です。

　外国人の訳した般若心経の訳では、ベトナム

のお坊さんで、ベトナムから亡命をして、フラ

ンスへ行った、ティク・ナット・ハンという人

がいます。この人は、エンゲージド・ブッティ

ズム、社会と繋がる、行動する仏教ということ

で、世界中に、禅宗のお坊さんですけれども、

回りながら、社会の問題と関わりながら、現実

の問題と関わり行動する。ベトナム戦争の時に

は、先輩たちが焼身自殺というかたちで、ベト

ナム戦争に抗議する、そういう行為をとった仲

間の一人です。その人は、自分を焼身すると

いうことは、敢えてしないで、ベトナムにおれ

なくなりましたけれども、亡命して、フランス

で活動しながら、今でも、世界で、非戦平和の

運動と繋がりながらやっている。この人が訳し

た、般若心経の訳も素晴らしいのです。日本語

訳されています。これも、大きな書店へ行った

ら、ティク・ナット・ハンという人の本がたく

さん並んでいます。非常に尊敬する世界の仏教

者の一人で、現存している方です。例えば、そ

ういうものがもう既にいっぱい出ています。妙

法蓮華経、法華経、これも素晴らしい訳が色ん

なところから出版されていますので。岩波文庫

のものだけは、難しくて、読んでも分かりませ

んから、やめといた方がいいと思います。

　これから読みますのは、阿弥陀経、これは実

際にちょっと朗読をしてみたいと思うのです

が、このお経は、日本の宗旨で言いますと、浄

土宗、浄土真宗などで用いる、大切な聖典で

す。一番よく読まれているお経じゃないかと思

いますね。

　中国でこのお経を、阿弥陀経というお経の名

前で翻訳をした人が、有名な鳩摩羅什というお

坊さん、三蔵法師。三蔵法師というのは、イン

ドから日本、中国へお経を伝えて持って帰っ

て、そして中国語に翻訳する、そういう仕事を

した人を三蔵法師。三蔵法師というのはいっぱ

いいたのです。鳩摩羅什とか、玄奘とか、何十

人、何百人という三蔵法師がいて、その中の一

人の、玄奘という人の玄奘録が、『西遊記』と

いう孫悟空の物語になって知られていますけど

も、あの人もその一人です。

　ですけども、鳩摩羅什という人も素晴らしい

翻訳者で、たくさんの有名なお経を訳していま

すが、この人が訳したお経で最も有名なのが、

今言いました般若心経です。それから阿弥陀

経、そして妙法蓮華経、法華経、この人が訳し

ているのですね。だから、仏教の歴史の上で、

この鳩摩羅什という人のおかげで、日本の坊さ

んは皆、おまんまを頂いているわけですね。私

は、この鳩摩羅什に感謝する法要をしたいくら

いのことを思っているのですけどね。その人の

翻訳したものを読んでいますが、先程も言いま

したように、それをそのまんま読みますと、仏

説阿弥陀経・・・・意味分からへんですね、何

のことか。で、それを日本語に訳してみたら、

例えば、お経にはこんなことが書いてある。私

は、これを基に、これに仏教賛歌とか音楽を挟

みながら、また、今日は持って来ませんでした

けども、素敵な、レジュメにも書いていますけ

れども、仏教音楽として素晴らしい、こういう

朗読のバックに流すのにいい、作品がたくさん

あるのです。そういうのも取り入れながら、朗

読をしたりしています。今日は、素のままで読

んでみますけれども、阿弥陀経というものを、

ちょっと、法事を務めるようなつもりで読んで

みますので、聞いていただきながら、もし良

かったら、途中で一緒に口ずさんで、静かに口

ずさんでいただけたらと思います。

阿弥陀経

みほとけの説かれた阿弥陀経
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　わたくしはこのように聞いております。

ある時、釈尊はインドのコーサラ国にある祇園

精舎において、大いなる聖者たちをはじめさま

ざまな人々を前に説法の座を開かれました。

釈尊は智慧第一とされる舎利弗尊者に語りかけ

てゆかれました。

　舎利弗よ、ここから西の彼方に十万億のみほ

とけたちの世界を過ぎた所に極楽という国があ

る。そこには阿弥陀仏というみほとけがいて、

今現に法を説いている。その国では人々が煩悩

の苦しみから解放され、さまざまな喜びを身に

受けているから極楽というのだ。

　また、舎利弗よ、想像してみるがよい、極楽

の風光を。

　その国ではどの建物も環境もみなことごとく

宝石でできている。そこには七つの池があり清

らかで潤いのある功徳の水がたたえられ、大き

な蓮の花が咲いている。その花は、青や黄色、

赤や白などで、おのおのが光を放ち、清らかな

香りをただよわせている。

　天上からはたえず音楽が響きわたり、一日に

六度、曼荼羅華が雨ふる。人々はその花びらを

集めて他の世界のみほとけたちに供える。

　また、極楽にはさまざまな鳥がいる。その歌

声は人々に平安をもたらし、阿弥陀仏のおしえ

が聞こえてくるので、みな仏法僧の三宝を念じ

るようになる。そのおしえは聞く者の身と心を

よく調えてさとりへといざなう。

　この国には、人間の煩悩が作り出す地獄、餓

鬼、畜生という悲惨な状況はまったくないので

ある。

　かすかな風が吹くとき、宝でできたものみな

が動いて、妙なる音色を奏でる。このようなみ

ほとけのすぐれたはたらきがおごそかに満ちて

いるのが極楽なのである。

　阿弥陀仏の光は、どこまでも絶えることな

く、あらゆる世界をあまねく照らし、なにもの

にもさえぎられない。

　阿弥陀仏の命は永遠であり、その世界に生き

るものも無限の命をもつ。このように光と命が

果てしないみほとけを阿弥陀仏と呼ぶのだ。

極楽浄土に生まれた人はみな必ず仏に成ること

が決まっている。

　だれもがこの国に生まれたいと願うがよい。

この国ではあらゆる人々と共に、生きることの

根拠にふれることができるからだ。

　男であれ、女であれ、だれでも阿弥陀仏のみ

名を聞き、一日ないし七日、一心不乱に称えつ

づけると阿弥陀仏はまのあたりに現われ、すぐ

に極楽に往くことができる。

　舎利弗よ、世界中のみほとけたちもまた、阿

弥陀仏をほめたたえている。

　東方にも、南方にも、西方にも、北方にも、

下方にも、上方にもそれぞれ、ガンジス河の砂

の数ほどのみほとけたちがいて、大いに演説し

て、念仏の真実を信じ、ほめたたえることを勧

めている。

　だからこのお経を、すべてのみほとけたちに

守り念じられてきた聖典というのである。
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　みほとけたちは、わたしをほめたたえてい

う。釈迦牟尼仏は、この現実世界の五つの濁り

のただなかで、この理解しがたい教えを説いた

のだ、と。

　五つの濁りとは、時代が乱れて戦争や疫病や

飢饉がひろがる劫濁、ひとつの主義思想を絶対

化する見濁、むさぼりや怒りや迷いに束縛され

てしまう煩悩濁、身も心も弱まり、共に生きる

ことができなくなる衆生濁、人や物、環境もそ

の寿命がどんどん短くなる命濁である。

　舎利弗よ、わたしは世間の人々にはとうてい

信じがたい教えを説いて聞かせた。まことに難

しいことであった。

　釈尊が説法を終えられると、その座にいた

人々はみな、天の神々や、闘いの神である阿修

羅たちでさえも、この教えを聞いて身と心によ

ろこびを抱き、信じて受け入れ、去っていきま

した。

　これが釈尊の説かれた阿弥陀経でございま

す。

　こういう訳でございます。ありがとうござい

ます。

　例えばこういう風に翻訳をして、法事を実際

にやっているわけですけども、お聞きになって

いかがかな、と思うのですけれども、或いは、

こういう試みをしているお坊さん、先程も言い

ましたように、少なからずおられますから、お

聞きになった、出会ったこともあるかもしれま

せんが、今日はまた、こういう機会ですから

ね、こうした試みを通して、現代に生きる私た

ちが、お経に限りません。先輩たちが残してく

れた大きな精神の遺産である、古典、その一つ

がお経ですね。また、様々な古典、もちろんそ

の中には、イスラム教のクルアーンや、キリス

ト教のバイブルも含まれております。そうした

ものを、私たち現代人の、特にこの日本に生ま

れた日本語で、聞いて分かるように、私たちが

読んで受け止め、味わうということは、大切な

ご縁になるのではないだとうかと思って、こう

してお勧めをしておるわけでございます。そう

いうことを、私の取り組みの一つとしまして、

ご紹介に替えさせて頂きます。

　なお、このレジュメの中で、右側の方です

ね、四番目に日本語で読む仏事法要というの

で、私が実際に、お寺の門徒の、檀家さんのご

家庭でやっているものの選択肢を載せており

ます。法事をお寺へ頼み込まれましたら、Ａ 

コース、Ｂコース、Ｃコース、どれでしますか

と聞くのですね。

　ここに書いていますが、Ａコースというの

は、従来通りの、漢文のままで読む。それで読

んでもらわんとありがたくない、法事らしくな

いから、ということで思う人は、それにプラス

一部を訓読にして、つまり読み下した文を付け

加えて、読むと。で、意訳で読んだ、例えば阿

弥陀経やったら阿弥陀経の部分は、こうして意

訳で読んだ部分も含めて、こういう読み方もあ

るのです、と、日本語でやっているのもご理解

くださいというのをご紹介する。

　Ｂコースは、漢文の音読も含めて、一部。半

分くらいを意訳の日本語で読んでいる。

　Ｃコースは、先程紹介しましたこの仏教聖

典、これを皆さんに配りまして、それで、今日

はここを読みますからページを開いてください

と言って一緒に読む。また、間に仏教の賛歌

を、キリスト教の賛美歌のように歌ったり入

れたり、ＢＧＭを入れたりしながら、一緒にや

る、というやり方をとっております。

５．芸術として表現された仏教の教え
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　その他にも、最後に、朗読・視聴覚のため

に、仏教精神が表現された芸術作品・著書の紹

介ということ、例えば、私は自分の好みとか言

いますと、宮沢賢治の作品には、どれも素晴

らしい仏教精神が、お説教臭くなく、さりげ

なく、童話のかたちで、詩のかたちで入ってい

る。その中でも、『よだかの星』はもとより、

『二十六夜』というお説法が好きなのです。こ

れは面白いのです、ふくろうの説法の話なので

すね。この『二十六夜』というのは朗読でやっ

たこともありますけども、それから『銀河鉄道

の夜』『やまなし』『ビジテリアン大祭』な

ど、全作品がそうですけど、私は特にこういっ

た作品の中に、非常に深い仏教精神が、広く宿

されていると思います。

　また、私は、よそへお話に行ったり、お寺で

お話をしたり、子ども相手に子ども会もした

り、お寺でもしているのですけども、絵本も好

きなのです。皆さんも絵本とかに非常に関心も

あると思いますが、絵本もなかなか、すごいで

す、このごろは。いいものがいっぱいありまし

て、うちのお寺では絵本を何百冊と揃えている

のですけども、大人に非常に響きますね、この

頃は特に。その中でも、あっ、これは非常に宗

教的なテーマを宿している、仏教的な精神と深

く繋がる、親鸞の教えに何か響く、というよう

な感じがしたのが、例えばここに紹介している

『スーホの白い馬』、有名な絵本ですね。

　『じごくのそうべえ』これは面白い、古典落

語の有名な『地獄八景亡者戯（じごくばっけい

ぼうじゃのたわむれ）』、桂米朝師匠が再現し

たやつですね。もう今では誰もがするように

なっていますが、これをもとにつくられた、田

島征彦の絵本なのですね。これが面白いのです

わ。大人が読んでも子どもが読んでも、抱腹絶

倒、子ども会で子どもにこの『じごくのそうべ

え』を読んでいると、もう夢中になりまして、

もういっぺん読んで言うてせがまれるくらい面

白い。

　それからもう一つ、『あらしのよるに』とい

う、全五巻のですね、これもアニメ映画にも

なった有名な絵本。これは皆さんもよくご存

知。それから、古いのでは『ごんぎつね』。

先程の阿弥陀経、これも絵本になっています。

今では二種類出ていますね。これも本屋さん

行ったら、児童書、絵本のコーナーに探すこと

ができます。

　もちろんアニメ、宮崎監督の『もののけ姫』

や『千と千尋の神隠し』などは、私もすごく宗

教的な深いものがあるので大好きですし、お寺

で上映して、その会得というか、その心をま

た、一緒に学んでいこうとしたりすることもあ

ります。

　それから、これも日本の戦後の古典と言って

いい名作の一つに、石牟礼道子さんの『苦海浄

土』という作品があります。その石牟礼さんの

著書の中に、『花をたてまつる』という、素晴

らしい、仏教のための詩があるのですね。石牟

礼さん自身は、特定の宗派宗教を代表している

方ではありませんし、お坊さんではありません

けれども、この方の書いたノンフィクション、

ドキュメンタリーか小説なのか、その、生と死

の淡いと、ノンフィクションの淡いを超えて、

何か死者の思いや願いを再現しようとする、そ

ういう試みが、この「苦海浄土」という有名な

小説ではですね、これは文庫本にもなっていま

すけれども、味わうことができます。私はこれ

もまた、現代のお経だというふうに頂いており

ます。

　それから、先程紹介しました、ティク・ナッ

ト・ハンというベトナムの僧侶、禅宗のお坊さ

ん、この人の著書を挙げておきました。これは

大きな書店でしたら、紀伊国屋とかジュンク堂

とかやったらいつでも置いています。『微笑を

生きる』とか、『ラブ・イン・アクション』、

それから『般若心経』。この『般若心経』が素
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晴らしい名訳です。もちろん、ティク・ナッ

ト・ハンの英訳を日本語に訳したものになっ

ていますから。英訳と両方ありますけども。

ちょっとこれを読んだら、えっ、と、やっぱり

般若心経に対する世界観が変わるような、目か

らウロコのような。

　もういっぺん目からウロコが落ちたのが、

さっき言った新井満さんの般若心経。これは素

晴らしかったですね。こんな風に受け止めるこ

とができるのか、っていうのがびっくりしまし

た。

　その他に音楽の作品としては、映画音楽をた

くさんつくられた武満徹さんの作品、『秋庭

歌』これは現代雅楽なんです。雅楽と言えば東

儀秀樹しか皆知らん人もあるかもしれません

が、一番雅楽を戦後の現代音楽に取り入れて、

世界的に絶賛される作品をつくったのは武満徹

なのです。色んな日本の有名な映画の音楽も武

満さんはいっぱい書いていますけれども、その

中にもそういうものがいっぱい出てきますけれ

ども、それから武満さんの音楽をＢＧＭに流し

ますと、そのままこのお経を読んでもぐっとく

るんです。特にこの『秋庭歌』という雅楽は、

オーケストラと雅楽、笙、篳篥、太鼓、全部

入った、この合奏で、えっこれが雅楽って？で

も、単なるオーケストレーションではない、す

ごいと驚嘆するような芸術作品なのですね。そ

れと、武満徹さんのまさに宗教的なテーマを踏

まえた『レクイエム』、これは素晴らしいんで

す。

　それからこれはあまり知られていませんが、

廣瀬量平という、去年くらいに亡くなった人で

すけれども、これは現代音楽の作曲家でして、

この人がたくさんの『カラヴィンカ（迦陵頻

伽）』とか『クリマ』という作品を、ＣＤにし

ています。これも私は阿弥陀経を朗読する時に

使うのですけれども、先程の浄土の、極楽浄土

で風が吹いたら、鳥が鳴いて、カラカラと宝石

の音がしているような、それを音楽にした音楽

なのです。まさに。そういうことをやっている

人がいらっしゃった。

　それと、これは現役で活躍している、尾上和

彦さんという合唱音楽の作曲家。この人は『オ

ラトリオ　鳥の歌』とかですね、オペラ『仏

陀』、『藤戸』これは平家物語を描いたオペ

ラ、そういった楽曲を作曲している素晴らしい

作曲家で、このおっちゃんとは、しょっちゅう

お酒を飲んだりして、議論をしながら、この仏

教の語り合いをしている仲間です。

　それから、東祥高さんという、この人のシン

セサイザーの曲は、私はそれまで喜多郎、今で

も喜多郎のも好きなのですが、喜多郎のシンセ

サイザーばかり聴いておって、他のを知らん

かったのですが、この東祥高の『救いの宇宙』

というＣＤを聴いた時、まさにこれもまた目か

らウロコが落ちるくらいびっくりした。こんな

に重厚な、深い、宗教性を湛えた音が出せるの

かと。喜多郎もいいけども、喜多郎とはまた次

元の違う素晴らしい作品をつくっておられる。

東祥高さんっていうのはまた、昔の人なら知っ

ていると思いますが、フォークグループに五つ

の赤い風船というのが昔ありました。あの一人

なのです、東さん。この人が現代では、現代音

楽を代表する、シンセサイザー作曲奏者になっ

ておられるのです。この人の作品もＣＤで手に

入れることができますので、また機会があった

ら。

　私も、現代のそういう思いを綴った詩を書い

たりしていますので、『しんらんのブルース』

とか、『蓮如挽歌（エレジー）』とかいうのを

つくっていますが、今日は恥ずかしいですから

持って来ませんでしたけれども、機会があった

らまたご紹介をさせていただきます。

と、いうことで、時間もあれでございますか

ら、お話の方はこれくらいで、また色んなご意

見とかご質問とかご批判がありましたら、受け
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たいと思います。どうもご静聴ありがとうござ

いました。
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〜Cafe-Time〜
１．伝統の力

水内：基本的にはＱ＆Ａ でも結構ですので、

お食べいただきながらまた色々お話いただけた

らと思います。

川浪：これからフリートーキングなので、どん

どん、先程のお話の中で質問とか、これまった

くお話と関係ないけど聞きたいということをど

んどん投げかけていただいて…

 A：伝統的なお経のリズムがあるじゃないです

か。あれが今、なかなか作ってできないのと、

もう一つはね、それはまさに同じところがあ

る。意味を、どうしても理屈っぽくなるのです

ね。それをどういう風にこう、韻を踏ませて、

音楽性を持たすのかというのが、ものすごく難

しいなって。

戸次：そうですね。それはまさに仏教、あの読

み方がずっと意味が分からなくても、韻を踏ん

で、いうので、踏んでおるのですよね。

 A：すごいそのお経、儀式に見えないところで

すごい工夫されているっていうかですね、その

部分をどういう風に宗教儀礼としてやっていく

のか。

戸次：これからの課題ですね。やはり、これま

での伝統的なものに匹敵するようなものに、ど

こまでできるか、まだまだ違和感は残るので

す、おっしゃる通りです。

　　

 A：その漢訳について、中文で二千年、それか

らパーリ語でたしか三千年くらいですよね。そ

れに対して日本語が、まだ日本語になって何十

年とすれば、すごくね。でも、その時代に、

二千年前に、確かに中国人はそれをしたわけだ

から、二千年もかけながら、伝統をつくってき

たわけやからね。今から始めるとしたら、すご

い壮大な事業に。

戸次：だと思いますね。それと始めて金光教の

お話も聞きましたけども、それも含めて色々教

えてください。

 A：祝詞がしたいときには、元々はその、神官

が書いていた祝詞を現代語式に替えてやってい

るのだけれども、文語体なのですよ。ですか

ら、それで枕詞とか、やっぱりずっと、ほとん

ど意味はないのだけれども、繋がるような、そ

れこそ今日、先生が言われたように、若い人た

ちに苦痛でしかない。で、それを読む人は、思

いを込めて読んでいるから一生懸命で、気が付

いてないのだけれど、年寄りはそれを許さない

ような雰囲気で、それを改めて文語でやったの

ですよ。採用してやっているのですけれど、韻

を踏まして、言葉の持っている伝統の力という

ものはすごいですね。

戸次：文語はいいですけどね。私も好きなので

すけど。

 A：ただし、それでいいのかと思った時にね。

戸次：たいへんいい、示唆的なことをお聞かせ
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いただいてありがとうございます。

 A：とんでもないです。

戸次：私はまた、仏教だけやなしに、さっきも

言いましたようにキリスト教なんかにも関心が

ありますし、いわゆる教派神道と呼ばれてき

た、私は民衆宗教やと思うのですけど、そうい

うのに興味があるのですけど、それぞれ色んな

とこへ訪ねて行ったりして、ちょっと取材した

りもずっと続けているのですけどね。大本教な

んか大好きなのですけどね。

 A：今日は天理教を研究している人も来ていま

すし、立正佼成会の方も今日は来られています

ので。白波瀬君なんかは、仏教を…、祀り祀ら

れる側として、ああいう現代語訳の葬儀とか、

感覚的にどうなの？

白波瀬：個人的には、お経みたいなのがすごい

いいですね。僕はキリスト教の研究をしている

のですけど、でも家は仏教で、クリスチャンで

もなくて、キリスト教の世界に、比較的こう惹

かれるのは、今日おっしゃられていたように、

意味が分かる。その中で、どの人も多分そうだ

と思うのですけど、これすごいな、というメッ

セージがあって、ここにぐっと惹き付けられ

る。で、残念ながら僕なんかは、ずっと仏教の

檀家で生きてきて、お寺との付き合いもめちゃ

めちゃ古いのですね。古いうちなので。あるの

だけど、その中でそういう、おっ、と思うこと

が一度もなかったという、経験として。で、

おっと思うのは、自分からぐっとやるのじゃ

なくて、たまたま出会いがあったりだとかいう

瞬間で、おっと思ったりとか惹かれたりあるか

ら、仏教も興味ないわけじゃないけれども、今

までの出会いの中でそういうのがなかっただけ

やなぁと。

戸次：キリスト教の研究をされていた？

白波瀬：キリスト教のホームレス支援、その取

り組みを研究していて、教義学とかではなく

て、社会活動を研究しているのですけどね。そ

ういう意味では今日は良かったし、自分の宗派

でもそういうのをやってくれればな、と。

戸次：宗派は何なのですか。

白波瀬：臨済宗です。

戸次：臨済宗だったら面白い人がいますよ。作

家の玄侑宗久さんというのが臨済宗。

白波瀬：だから、こういう取り組みを広げて

いったらね、伝統的な宗派とかも

川浪：９時までなので、短い自己紹介しても

らって、感想とか質問を。すみません、一応９

時までになっていますので、短い皆さんの自己

紹介と、感想か質問を戸次さんにちょっと投げ

かけていただきたいと思いますので、こちらか

ら回します。どうぞ。

２．非言語表現としての宗教

 B：西成の方から参加させてもらいました、B

と言います。どうもありがとうございました。

おいしいかぼちゃスイーツを頂きまして。ご馳

走様です。

 C：都市プラザの研究員をやっているのと、あ

と西成の方で色々Bさんとやっています。最初

にちょっと寝てしまってもとおっしゃっていた

ので、安心して、ついついあれやったんですけ

れども、日本語でね、読むっちゅうのは、なか

なかおもしろいなって思って、色んな本を紹介
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していただいたので、読んでみようかなって思

いましたありがとうございました。

 D：Dと申します。阿倍野区の方で立ち飲み屋

をやっておりまして、川浪さんがお客さんで来

ていただいていまして、川浪さんのお話を聞い

ていて、常々仏教ということに関して、勉強し

たいなってずっと思っていたのです。で、川浪

さんに仏教講座してくださいよってずっとお願

いをしていて、今回こうしてさせていただいて

非常にありがたくて、しかも、今日のお話で、

私もすごい疑問に思っていたのが、法事でお経

をあげていて、経本を読んでいても、何が何だ

かさっぱり分からないということにすごい疑問

を抱いていたんです。そのことを、今日こうし

て日本語でやっていただいたということは、

非常にありがたい話やったなと思います。だか

ら、これを機にまた勉強させていただきたいな

と思いました。ありがとうございました。

 E：Eと申します。阿倍野区のドーナツ屋で働

いておるのですけれども、実家の方は神道なの

です。それで嫁ぎ先が浄土真宗でおまつりして

はるのですけど、お母さんがそういうまつり

ごととか法事ごととかにびっくりするくらい興

味のない方で、それで私、そういうことをお母

さんから習うっていうことがなかったものです

から、ちょっとそういう、浄土真宗、それから

仏教のことを少しちゃんと、ちゃんとではない

のですけど、それを知って、娘がいるものです

から、そういう子どもたちに、自分の家の宗教

というものを伝えていきたいなっていうのがあ

りまして、それで今日参加させていただきまし

た。これからもちゃんと本当に知っていきたい

な、と思っています。ありがとうございます。

 F：浄土真宗本願寺派の僧侶のFと申します。

（お隣の人）Gと申します。ちょっと今日は二

人で、お昼は三角公園の炊き出しの方に参加さ

せていただいて、Aさんの紹介でそれでこの会

にも参加させていただいたのですけれども、お

経が分かりにくいということは私たちも常々

思っておりまして、皆さんに分かりやすいよう

な、ということを考えて、色んな、他の方も、

本願寺派のほうでやってらっしゃる方もいらっ

しゃったので、今回こういう機会を頂いたの

で、また是非、先生の訳でやらせていただきた

いな、と思っております。ありがとうございま

した。

川浪：この会っていうのは毎月一回ずつやるの

ですけれども、一つの宗派で二、三回やってい

ただきたいという風に僕は思っております。次

の9月22日ですかね、その火曜日も戸次さんに

来て頂く。で、今日は一回目、僕は常々思って

いるのですけど、宗教っていうのは言葉で伝わ

るのか体験するものなのかって、言葉っていう

ことに今回着目したのですが、次は言葉でない

ものっていうのは、いっぱいありますよね。絵

で表現するとか、彫刻で表現する、儀式という

もので表現するっていうことで、先程Eさんが

おっしゃったように、仏教の中でやはり、お飾

りって言うのですかね、仏壇を荘厳する、仏さ

んを荘厳するお飾りすることとかも、非言語的

な宗教の伝達手段だと思うので、次はそういっ

たことに、ちょっと焦点を合わせていただい

て。お参り、礼儀作法、なぜ礼をするのか合掌

をするのかとか、そういう作法。

 E：いつもなんちゃってみたいな感じでやって

たもんで、そういうものを、気持ちの方が大事

なんでしょうけど、そういう。

川浪：かたちで迫っていくっていうことを。浄

土真宗はどういうことを考えて、どういうアプ

ローチをとっているのかっていうのを、最近阿



　19　Ⅰ . 宗教と言語表現

浄
土
真
宗
入
門

修羅の像が東京で非常に人気になっている、仏

像ブームということがありますし、そういうこ

とも重ねて、ちょっと戸次さんの方にお話、次

は９月２２日火曜日。また、スイーツは違うと

ころのお店からとり寄せますので、手を替え品

を替え、やらせていただきますので、よろしく

お願いします。

 H：阿倍野区に住んでいるHと言います。今日

はこのデザートを提供していただいたクメール

ロータスさんから紹介してもらって、こんなん

あるよっていう。何をするか全く分からなくて

来たのですけど、聞いてみて、すごく大事なこ

とだなぁと。全然漢文で普段分からないのが、

意味もすごい、ありがたいこと言ってはるの

やろうけど、その意味を知らないままっていう

のはもったいないなと思います。そういうのに

ついて考える、いい機会になったなと思いまし

た。

 I：西成から来ました、Iと申します。今日お話

聞いていまして、やはり日本語訳っていうおも

しろい試みをやってというのは、すごく感じま

した。しかし、やはり言ってはったように、世

代によってまったく違うなっていう意識がすご

く感じました。やっぱり、訳が分からなくて

も、お経っていうのはすごくありがたい。僕

なんか多分そっちの方に思ってしまうところは

あるのですけど、もう一方で日本語訳として意

味が伝わるっていうのはすごく大切なのです

けど、その葛藤みたいなものはこれからも、

ひょっとしたらずっと続いていくのかなってい

うのはすごく感じました。どうもありがとうご

ざいました。

３．宗教間の対話

 J：堺から来ました、Jと言います。私は立正

佼成会という宗教団体に所属しておりまして、

立正佼成会はさっきもちょっとお話に出てきま

した、法華経の教団で、一仏教者です。ちなみ

に仕事の方は、新宗連、正式名称は新日本宗教

連合会というところの事務局で働いていまし

て、宗教間の対話とか、そういったことを仕事

として連絡調整係みたいな。色んな教団と触れ

合う機会が多いのですが、そういった関係で川

浪さんとか、Aさんとかとも、普段からお付き

合いをさせていただいております。今日は戸次

先生のお話を聞かせていただきまして、私もそ

ういう新宗連の仕事に携わりながら、宗教がど

ういう風に理解されているって言うか、価値を

もう一度取り戻していく働きが色々あればいい

なぁというのを、常々仕事柄考えさせられるみ

たいなところもあるのですが、そういう意味で

今日のお話は非常に貴重だったなぁと思わせて

もらいました。私自身も、そういう教学の意味

を知って、初めて親がやっていることを理解で

きたと言うのですか、そういうところもありま

したので、やっぱりそれを理解するのは大事だ

なぁと感じさせてもらいました。ありがとうご

ざいます。

 J：こんばんは。私も立正佼成会から来させて

いただきました、Jという者です。普段からJさ

んと同じ宗教団体に所属しているっていうのも

ありますし、またその新宗連の方で、ちょっと

お世話になっているもので、普段から新宗教と

いう色んな教団の方とお話させてもらっている

のですね。で、その中で、やはりその新宗教

の中では、色々同じような思いであったりと

か、似ている感覚であったりとか、そういう部

分を共有できる楽しさっていうのを、新宗連っ

ていうところで味わわせてもらっているので

すけれども、今回、Jさんの方から、もっと違

う、もっと広い宗教っていうのは、一体、Jが
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考えている新宗教だけじゃなくて、色んな、

僕らがよく言う伝統仏教さん、のそういう部分

もちゃんと知っておくことも大事ですよってい

うことを教えていただいたので、今回、ちょっ

と僕、体でっかいのですけれども、小心者なの

ですが、ちょっと頑張って来させていただきま

した。本当に今日、そういう意味では、私ら

普段、先程ここでお話させてもらっていたので

すけれども、訓読というか、漢字ではないとい

うか、なんですけれども、なかなかやっぱりそ

の、書いてあることであったりだとか、ってい

うところまで意識がいかないっていうか、私な

んか小さい頃から親がやっていたもんで、何

となく聴いている、その何となくっていう部分

も、含めて、漢字だったらもう一つだったんだ

ろうな、とか、そういう風なかたちで、色んな

膨らみというか、色んな想像を掻き立てられる

ような思いでした。先程、二回目は儀式だった

りとか、っていう部分での信仰観っていう部分

を勉強させてもらえるっていうことなので、時

間等合えば、また参加させていただきたいと思

いますので、どうぞまたよろしくお願いいたし

ます。ありがとうございました。

 L：本願寺派の西本願寺の方の仏教音楽儀礼研

究所っていうところに勤めております、Lと言

います。だからその研究所の観点で、儀礼とか

音楽とか、そういう意味というよりもどっち

かって言うとかたちの大事さみたいな、そっち

を見直そうみたいな、立場から研究している。

だから、意味も分からないけれども、とにかく

やってみることで、そのまま、普段の自分では

分からないものと出会うっていうか、そういう

面があるっていうのも、事実だし、そうやって

いるうちに、それについてやっぱり意味を分

かっていくっていうことも大事だし、そのやっ

ている中で分かっていく、色んな試みをやって

いくっていうことはすごく大事で、それを翻訳

みたいなかたちでやったり、もっと分かりやす

くしたり、それの試みをやっておられる、とい

う風に理解しました。それを色々反対もあると

思うのですけれど、やっておられるっていうの

で、すごく参考になりました。ありがとうござ

いました。

M：大阪市立大学の都市研究プラザで研究員

をしております、Mと申します。普段は大学院

生、大阪市立大学でしていまして、宗教とは全

然縁がない、環境問題になっていて、特に工場

跡地とかの土壌汚染をどういう風に改良して

いったらいいかっていう、本当に宗教とは全然

関係がない研究をしていて、今日は、ここの建

物を都市研究プラザで以前研究会をしたことが

あって、何か雰囲気が好きだから、ここでやる

イベントにまた参加したいなと思って、単純に

知的好奇心から参加させていただきました。今

日の感想なのですけど、今まで宗教っていうの

は私にとって、訳の分からない存在でして、家

には仏壇があるけれども、近くの神社は神仏習

合で、お寺と神社が一緒になっていて、ってい

うような感じで、何か地域のお葬式には神主さ

んがいらっしゃるとか、野菜を供えるらしくっ

て、よく分からないなっていうような存在だっ

たのですけども、今日は戸次先生の話を聞い

て、体感するっていうのをちょっと改めて感じ

ました。先程阿弥陀経を朗読された時に、ちょ

うど窓から冷たい風がふわぁっと入ってきて、

空気が変わったなって、その瞬間にちょっと驚

いて、これがその体得するっていうことなのか

なっていう風に、ちょっと宗教が身近になった

かなという感じがします。今日は貴重なお話あ

りがとうございました。

N：北区の天神橋から来ました、Nと申しま

す。今日は阿倍野プラザを体感したいのと、家

が浄土真宗の本願寺なので、お話をお聞きした
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いと思いましたので、伺いました。４年前に父

を亡くしてから、家の宗教の行事に関わるよう

になりまして、お経が最初分からなかったん

で、自分でインターネットで調べて、その時は

意味を理解するんですけど、いつも考えている

わけじゃないんで、忘れてしまって、次行った

らお坊さん来ていただいた時にお経をありがた

く読むというだけで、何かルーティンワークに

なってしまっているんで、たまに意訳とか日本

語訳を読んでいただいたり、自分で読んだりし

て、ちゃんと意味を分かって理解しないといけ

ないなと思いました。ありがとうございます。

白波瀬：大阪市立大学で研究員をしています、

白波瀬と申します。私は宗教社会学といって、

宗教の研究をするものなのですけれど、仏教の

ことは身近すぎてですね、いまいちちゃんと分

かっていないところもありまして、家は臨済宗

というお寺なんですけれども、法事も何回も出

席していましたが、お経の内容についてはです

ね、ほとんど何も知らないという、そういう状

況でしたので、こうやって今回、阿弥陀経の、

訳を聞かせていただいて、もともと身近な仏教

なんですけれど、もっと身近に感じられたなぁ

と、もっと知る機会がどんどん増えていった

ら、またその見方も変わるだろうし、もっと皆

さんの見方も変わって、仏教に対する捉え方、

本当に変わっていくのじゃないかな、と。こう

いう実践は非常に広がっていけばいいなと思い

ます。ありがとうございました。

O：一昨年大阪市立大学を卒業して、社会人

二年目で、今銀行で働いています、Oと申しま

す。本日は貴重なお話ありがとうございまし

た。私は、多くの若い人がそうだと思うのです

けど、お経の内容とかも全く分からないまま、

そのリズムとか雰囲気とかで先生がおっしゃら

れていたように、ありがたいなとか、お経を読

んではる時に、亡くなった人のことを思い出し

たりする程度しか感じてなかったんですけど、

今日初めて日本語訳、普通に聞いても理解でき

るようなお話を聞けて、でもそれでもまだまだ

知識がなかったので、絵本とか紹介していただ

いて、読んだことあるんだけど、そこのどこに

仏教観が宿っているのかっていう、そこまで理

解できなかったので、また本屋さん行ったりと

か、ツタヤに行ってＤＶＤ借りてみようかなと

思います。そういう身近なところから始めてみ

たらいいかなと思う、そういうきっかけになり

ました。本当にありがとうございました。

４．宗教の希薄化

P：Pと申します。都市研究プラザのお手伝

い、色々業務をさせていただいております。今

日は遅れて来てしまったので、内容等ちょっと

お聞きできなかったので、途中からレジュメ見

せていただいて、我々の世代がもう、無宗教と

いうか、宗派あるのですけど、そこをあまり意

識せずに、いるっていうことで、もう少しそう

いったことを聞きながらまた伝えていかないと

いけないかなっていうことで、また次回からは

参加したいなという風に思いました。ありがと

うございました。

Q：都市研究プラザのお手伝いをしています、

隣の大学の大阪府立大学のQです。今日はもの

を取りに、借りに来てしまいました。ただ川浪

さんからは、こういうカフェをやるっていう案

内はもらっていましたので、どんなもんかなっ

て。私は親が田辺、南田辺小学校の前に長い間

住んでいたので、今日、ここ歩きながら、鶴ヶ

丘によく似ている感じの町並みだなぁと、この

辺をちょっとうろうろして、上でお話を伺って

いる間この辺をうろうろして大変申し訳ありま

せんでした。我が家は神道なもんですから、
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父親が死んだ時、神道式の葬式っていうのは、

何か知らんけど唸ってみたり、何か歌ってみた

り、神棚をこの前買ったばかりで、何をどのよ

うにっていうところからやらないといけないの

で。ある意味では同じ、宗教で、子どもは何も

分かっていませんので、改めて色々感じるとこ

ろも。今日はどうもありがとうございました。

水内：今日はどうもありがとうございました。

都市研究プラザの水内です。一応この阿倍野プ

ラザの運営も責任者なのですかね。しておりま

すので、ちょっとまだ普請の方が、ちょっとま

だ手を入れなければならないところがあろうか

と思いますが、川浪寺にいつでもまたお布施を

いただければ、直していきたいなぁとは思って

おりますが。今日のお話しでですが。僕は今日

新宮から、和歌山の人間なんですけど、今日は

新宮から電車でちょっと戻ってきて、極楽浄土

の新宮から参ってきたんですが、家が和歌山な

んで、よう考えたら仏や神様いっぱいあるんで

すね当たり前のように。高野山に当たり前のよ

うに真言宗があって、僕は全然気が付かなかっ

たのですが、嫁さんが貝塚の浄土真宗なので、

お経がちょっと分かりやすいのと、きらきらし

ているものがあんまりないなぁとか、卒塔婆が

ないなぁとかですね、お墓行ったら何か、石

ばっかりごろんごろんとあるなぁとかですね、

何かそんなことが何て言うか、二十歳くらいま

では普通にあったような感じなんですね。です

から法事とかお寺参りとかお墓参りも、何回忌

何回忌の時に当たり前のようにあったのです。

で、当たり前のようにしびれきらして、当たり

前のように何か、音楽として聴く、音楽と言う

か、あれあの音楽、お経の読み方、音調を変え

たらどんななるんかなぁとかアホなこと考え

ながら、あれちょっとでも変えたら全然違うよ

うになるんやろなぁとか考えながら聞いてたり

して、ああいうのって何か音階があるんやろう

な、とか、あのお香の匂いと、何かそんなんが

自然にあったんですよね。今ふと思うのですけ

ど、僕もそのホームレス支援とかいう現場で、

キリスト教の影響がものすごく強い。北九州

でホームレス支援やっている団体っていっぺん

行ったことあるのですけども、こそっと参列す

る人が、やっぱりこれ仏教やないと感じ出えへ

んわなぁというですね、やっぱあのお香の匂い

とかないとなぁ、何かどうも、言うてること分

かるっちゅうのはようないな、ですね、そうい

う話もあって、やっぱりそういうので、人を看

取るという時の、あるいはそれを偲ぶという時

はやっぱり肌身で感じるとやっぱりそんな方が

入ってくるのかな。それは言語表現ができない

ですけども、そういう意味で、逆に最近、法事

は全く知らない。お坊さん見たことないってい

う世代もおられるっていうことが分かってきて

ですね、全く知らないのですね。全く無なので

すね、そういう知識が。そういう家が段々育っ

てきて、その子どもさんが増えてくるっていう

ことは、僕らみたいに自然に解釈しようとはし

てないけども、何かあるような仏教でないよう

な。そういったものが日本にできてきた時に、

一体仏教心って何やろな、って思ったりもして

ます。生活困難の人の看取り、川浪さんも戸次

先生も非常にやっておられて、それはやっぱり

日本の持っている仏教心っていうのになるのか

なと思うのですけどね。それがなくなった時

に、何なのだろうなぁと、ちょっと考えたりも

しています。韓国とか香港とか中国とか台湾と

かよく行ってるのですけども、仏教っていうの

はやはり見方が全然、韓国みたいに儒教がね、

仏教をなくしてしまって、お寺が全部山の中に

ある。韓国人がよう言うのですね、留学生が。

街の中にお寺がある。結構びっくりするらしく

て、どっちか言うたら、時々街にあるのですか

ね、何か色んなことがあって、同じ仏教と言っ

ても、今度かなり色んな意味で違うので、また
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そういう面も勉強していきたいな、と思ってお

ります。今後一ヶ月にいっぺん、こういう形で

開かせていただきたいと思いますし、今日は本

当言ったら都市研究プラザの研究員ですね、実

はあっちこっち出回っていまして、主力部隊が

ちょっと台湾に行っていたりですね、調査に

行ってたりと、来月は韓国に行っているのです

けども、ちょうど戻って来られますので、主力

部隊もまた来ると思います。結構この宗教の問

題は重要やなと思っておりますので、今後とも

よろしくお引き立てのほど、お願い申し上げま

す。伝達手段とはまた、今日もおいでいただい

た方には連絡させていただきますので、また来

月戸次先生お話いただくと思いますけども、今

後ともよろしくお願い申し上げます。どうもあ

りがとうございました。

５．家の宗教、個人の宗教

R：水内の息子です。まさか最後に話すとは

思ってなかったのですけど、僕は１９８７年生

まれにしては、宗教とかちょっと興味あった方

なので。さっき真言宗って簡単に言ったので

すけど、僕の本家は２００年３００年くらい前

はお寺やってまして。高野山直系やったのです

ね。それは曽祖父、ひいおじいちゃんの代は

真言宗なんですけど、簡単にころっと根来の

お寺にかわったりして。ふわっときてるんです

けど。僕は親父よりもちゃんと法事も行くし、

お彼岸もお盆もちゃんと親父の代わりにやって

いるのですけど。さっきホームレスの、ちょっ

と言ったのですけど、日本ってお墓は家じゃな

いですか。ヨーロッパは個人ですよね。で、

だからホームレス支援になるのかな。神様の前

に直接人がいるから、ヨーロッパや教会の方々

はホームレス支援とかをさらっとやるのかな。

やっぱ日本の場合は、ワンクッション家が、儒

教社会は家を挟むのかな、とちょっと思いまし

た。そんな感じです。

川口：大阪市立大学の大学院生で、博士課程の

3年にいます、川口夏希です。色々さっきから

お話で出ているＧＣＯＥでは、水内先生がユ

ニット長をしている社会包摂ユニットのリサー

チアシスタントをしています。去年くらいから

ですね、川浪さんとか水内先生とか黒木先生と

かと、この阿倍野プラザとか、あとこのレリ

ジョンカフェの話をしていて、それでやっと今

日、第一回目が実現したなぁと、すごく嬉しく

思っています。私は普段、消費文化とか都市文

化の研究をしていて、その話を川浪さんとして

いた時に、こういう宗教のお話と、あとちょっ

と街でお茶をするとか、雑貨を見て楽しい思い

をするとか、そういうのを繋げられないかな、

という話をしていたので、今日は皆さんにおい

しいお菓子を食べて、色々お話をしていただい

て、すごく嬉しく思っています。またよろしく

お願いします。

黒木：大阪市立大学の都市研究プラザの特別研

究員をしております、黒木と申します。主任補

佐員というか、お手伝いをメインになっている

のですけれども、こうやって皆さんに来ていた

だいて、本当にありがとうございました。こう

いう場を色々開こうという話を川浪さんと一緒

にやっていった中で、やっぱり全然違うフィー

ルドの人とか専門分野の人とかがこういう場所

に集まって、宗教を一つのテーマにして語り合

う場っていうのは本当におもしろいことだなぁ

と思っていて、そこでまた色んな人の繋がりが

できていって、新しいことが生まれていくと、

すごくおもしろいことだなぁと思っています。

また来月も開きますので、是非お越しくださ

い。ありがとうございました。

S：すみません、遅れてきましたSと申しま

す。今はＯＬをしているのですけれども、学生
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の時に釜ヶ崎で炊き出しをやったことがきっか

けで、色々参加させていただいていまして、家

は日蓮宗で創価学会の女子部員なのですけれど

も、私が19歳の時に発心をしまして、毎朝毎

晩、お経を唱えながらやっているんですけれど

も、こういう場所に来ることで、普段全然聞く

ことのできないお話、今日は残念ながら聞くこ

とができなかったんですけれども、聞いていっ

て、お話をしていければいいなと思っていま

す。マザーテレサさんが、愛することの反対は

憎むじゃなくて無関心であるっていう言葉を言

われていて、だから、私は、例えば創価学会

員だから他の宗教は別にどうでもいい、知らな

いっていうのは違うなってすごく思いまして、

まだまだ、浅いところが多いのですけれども、

これから一つ一つ、深く聞いていければいいと

思いますので、よろしくお願いします。

 A：金光教のAと言います。教会をしておりま

して、羽曳野で教会をしております。川浪さん

とは釜ヶ崎の関係とかで知り合いまして、こう

いう場がいいなと前から話をしていまして、今

日は貴重な話を聞かせていただいて、勉強にな

りました。ありがとうございます。

川浪：川浪と申します。普段は、河内長野にあ

る公園の仕事をやっておりまして、この家はほ

んまにいい家でどうぞ皆さん、もっと有効活用

していただきたいと思っておりますので、また

よろしくお願いします。来月も９月22日火曜

日やっております。皆さんにメールでお知らせ

したりですね、ホームページを見ていただいた

りして情報を発信していきますので。本当に浄

土真宗ばかりではなくて、神道の方、金光教の

方、創価学会の方、色々いらっしゃるので、ど

んどん、違う宗教のお話を聞いてですね、同じ

だなぁと思うところと、違うなぁと思うところ

と。僕自身は戸次さんの、南溟寺というところ

に所属している僧侶ですが、僕の家は別にお寺

ではなくて、おじいさんは生長の家という、新

宗教の道場をこの近所でやってましたんで、こ

ういうのをやっぱり開いて、おじいさんにどん

どん一歩ずつ近づいて行って、浄土真宗から離

れていくような。自分でもちょっとびびって

おります。また皆さんとおいしいお菓子を食べ

て、またEさんがお勤めのあたりきしゃりき堂

のドーナツも、沖縄ドーナツもまた出てくると

思いますので、また皆さんよろしくお願いしま

す。

戸次：思っていた以上におもしろそうな人がた

くさん来ておられましたので、私もすごい刺激

になりましたので、本当にありがとうございま

す。今日のような話で良かったのだろうかと、

ちょっと心許ないのですが、もういっぺん、第

三回のお話ということで来月は、先程もご意見

が出ていました、仏教の仏事作法の基礎知識み

たいなこと。これは宗派によって違うのですけ

ども、でも原点に還ればお釈迦様の教えと行動

の中で、三帰依という基本的なことがあります

から、そういうことから、今の儀式がどうやっ

てきたのか、それから仏像の話とか、仏具とか

飾り物とかですね、建物も含めて、非常に大き

な時間と空間の狭間の中で育まれてきた芸術と

しての仏教。ですから、仏像という話もありま

すので、私も仏像のことをなかなか大好きです

から、今ちょっと仏像ブームでね、阿修羅が

ブームですので、実は私は阿修羅が大好きで、

阿修羅にはかなり詳しいのですけれど、阿修羅

のこと喋りだしたら五時間くらいかかるのです

けれど、それをダイジェストして、阿修羅論を

含めてやってみたいと思っていますので、また

よろしくお願いいたします。今日はどうもあり

がとうございました。
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１．ベストセラーとしての聖書

川浪：それでは、本田神父にお話をしていただ

きます。よろしくお願いします。

本田：よろしくお願いいたします。ご紹介いた

だきました、本田哲郎と言います。

今、住んでいるところは釜ヶ崎の中で、私は個

人的には主に野宿を強いられている人たちの散

髪をやらせてもらっていまして。大体、毎日

30人くらいの散髪をしています。

 今日は聖書の翻訳を通して、カトリックとい

うのはそもそもどんな性格を持っているのか触

れることができればいいのかな、と、そんな思

いでいます。

　カトリックで、教えの源泉というのは、仏教

で言う色んなお経と同じように、旧約聖書と新

約聖書になります。旧約聖書はヘブライ語、一

部、アラマイ語で書かれている。大体このよう

な。ご承知の通り、ヘブライ語は、今はユダヤ

人たち、イスラエルの人たちが、聖書のヘブラ

イ語を復活させて、現代でも使うっていうね。

これが、新約聖書のギリシャ語ですね。こっち

の方が馴染みがありますね。ご承知の通り、ヘ

ブライ語はアラブ語と同じように、右から左に

読むのですね。ギリシャ語は、私たちが慣れて

いる左から右。そういうことを楽しみながら、

謎解きみたいにしながら。

　聖書は、隠れたベストセラーというふうに言

われていて、世界で一番売れている本というこ

とらしいのです。信仰をもって見るか、あるい

は単なる関心で見るか、教養として読むか、そ

れは違いますが、少なくとも一番売れている本

らしいです。

ただ、隠れたベストセラーになるもう一つの要

因があって、ある一つのキリスト教宗教団体

が、とにかく聖書を配布している。再版を重ね

ている。そういう状況になっています。

　普通、カトリック教会では聖書の翻訳という

のは、その国の司教団というか、カトリックの

統治メンバーですね。日本地図を大きく16の

ブロックに分けています。それぞれに教区をつ

くって、その責任者が司教と言うのですけど

ね。その司教たち16人の司教協議会というも

のがあって、そこが認めない翻訳は公認の聖書

とは見なさない、と。そういうことがあったり

します。

「カトリック入門　 ｰ聖書を原語から訳し直す ｰ」　
2009.11.25（水）　18:30 ｰ21:00

■講師：本田哲郎（ほんだてつろう）さん
　1942年生まれ。上智大学、ローマ教皇庁立聖書研究所卒業。フランシスコ会訳および、
　新共同訳聖書の翻訳に従事。カトリック司祭、社会福祉法人「ふるさとの家」運営委員。
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　カトリックとプロテスタントの違いなんか

は、大体お分かりですか？

同じキリスト教でも、大きくは、カトリックと

プロテスタントに分かれています。以前は、旧

教と新教、旧教は古くからあるカトリック。新

教というのは、カルヴァンやルターなどによる

宗教革命以降におこったプロテスタント教会と

いうものが存在するわけですね。

　けれども、宗教団としての悲しい性という

か、せっかく、古い体質を持った、ひきずっ

た、カトリックに対してプロテストする宗教団

体ができたにも関わらず、いつの間にか、宗教

団ですからね。組織としての宗教ですから、似

たり寄ったりになってしまう。権威主義であっ

たり、自分たちが既に築き上げた新訳に引き継

いできた解釈以外は聖書の翻訳と認めない、と

かね。カトリックもプロテスタントも大体同じ

ようなところがあったりします。

２．解放の神学の経験

　皆さん、新聞とかラジオ、報道関係で以前は

聞いたことがあると思いますけど、解放の神

学っていう、ブラジルなどの中南米で起こった

聖書の再解釈の運動があります。本当に貧しい

農民が中心になって、農民の集会みたいなもの

があって、そこで一緒に聖書を読んで、初めて

本当の聖書のメッセージが伝わってくるはず

だ、という神学運動が始まって、フィリピンと

かね、インド、パキスタンなどのかなり貧しい

国々で浸透していたことがあります。

　

　でも当然、解放の神学に対する揺り戻しの動

きはしっかりあります。それは、ある意味で、

日本での解放同盟の働きのおかげで、人権とか

人としての尊厳というものが、一般市民や教育

の場、それから役所関係までかなり浸透しまし

た。そういう意味では、すごい働きだったの

だけれども、今、在特会とかね、ああいう反

人権、反外国人の取り組みが堂々と市民デモを

やるような時代に揺り戻っているフシがある。

それと似たような動きなのかな。右にずーっと

行ったら、左へと、かなり大ぶれな動きがある

わけですね。

　そういう中で、キリスト教というものを眺め

ていくと、従来の新訳で、もうカバーしきれな

い、つじつま合わせが間に合わない、この社会

の出来事がいっぱい出てきているわけですね。

　そういうことと同時に、もう大昔から、宗教

の世界がいつも落ちこぼしてきた、社会の周縁

に追いやられた人たち、底辺に置き去りにされ

た人たち。そこの人たちは、どう政権が変わろ

うと、全然変わりなく落ちこぼされていってい

る。そして、時々まぐれで、変な宗教的な哀れ

みの心とか、施しの精神とかね。一見、まぐれ

当たりで底辺に立たされている人たちとのコ

ミュニケーションがちょっとは始まるのですけ

れども。

　

　だけど、いつまで経ってもそれが本当の意味

で大きな動き、渦にはなっていかないのです。

宗教そのものとして、哀れみとか施しっていう

ものを、宗教サイドはよしとしているのですけ

れども、それを受けねばならない側の立場から

見たら、それは、黙って放っておかれるよりも

もっと傷つけられる。哀れまれること、施しで

何か物を融通してもらうこと。そういうところ

に、なかなか気が付かない。

解放の神学なんかでは、そこが逆転していて、



28　Ⅰ . 宗教と言語表現

カ
ト
リ
ッ
ク
入
門　

そういう痛みを知っている人たちこそ、聖書の

本来のメッセージをちゃんと、感覚で感じ取っ

ている。それに共感する神学者たちが、きっち

り言葉化していく。そういうかたちで、できて

いたのですけれども、それがまた元に戻りつつ

ある。

　私もそんな中で、今から21年前に、釜ヶ崎

に生活の場を移すことができたのです。そして

釜ヶ崎へ来て初めて、従来の聖書解釈というの

が、どれほど中流以上の人たちにとって都合の

良い解釈であり、そして既存の体制を守ってい

く上でとても都合が良い説明になっていたのか

気付かされました。

　それ以前、ローマの神学校を出て、東京に

戻って来てからすぐ、一つの司祭養成所みたい

なところ、神学院と言うのですけれど、その神

学院で聖書学を教えたりして。その時同時に、

新共同訳という、聖書の色々な訳があったので

す。口語訳とかね、文語訳だとか、古いラゲ訳

とかね。色んな訳はあったけども、もう少し

皆で、エキュメニカルな、カトリックもプロテ

スタントも、あるいは日本キリスト教団に属し

ていない教派の人たちも、一緒に使える聖書

を、共通のものを翻訳しよう、ということで、

14、5年がかりでつくりあげました。

　私もローマから帰ってきてからすぐ、その翻

訳委員の編集員というかたちで参加したわけで

すけれども、そういう中で、やっぱり学者たち

の限界というものが、はっきりと見えてきまし

た。どの分野の学問にしても、水内さんたちの

学問にしても、ある程度、先達の築き上げた、

たどり着いた、今のところ一番頼りになりそう

な学説というものを、一応踏まえて、それに反

論するにしても、踏まえて十分咀嚼した上で、

ここはこういう意味でこれでは不十分だ、とい

うようなものをやっていくということが学問

の世界では常識ですよね。その到達点を踏まえ

て、小さな手直し程度しか、大体、学会という

のは認めないのですよね。全部ひっくり返して

しまうようなことは、学会の性格上、ほとんど

無理みたいですよね。

　だから、よっぽどカリスマ性のある人でない

と、そういうところまで踏み込めないのです

ね。聖書学も同じです。だから、私たちが尊重

すべき先達の、まだ生きている聖書学者たち

は、彼らがまだ若い頃、自分たちの先達とし

て、その人たちを指導してくれた聖書学者た

ちを十分踏まえなくてはいけないのですね。

そういう仕組みがあって、基本的に学問という

のは、代々そう簡単には変わらない。同じ路線

でずーっと。ちょっと手直し程度はありだけれ

ども、基本的には繋がっていくしかないのです

ね。それだと、やはり、相変わらず昔からの、

社会的弱者の視点が置き去りにされたまんまな

んですね。そんな限界が見えてきました。

３．私訳の試み

　そして、私なりに破門を覚悟したのです。カ

トリック教会には、旧教と道徳に関する書物を

公にする場合には、司教の所属している、司教

の、何も問題はありません、という承認がいる

わけですね。それがないものは、教会の中で販

売はできないし、強いてそれを強行すれば、教

職停止とか、そういう断罪が下る。大学で教え

ることは認められなくなる、とかね。そんなよ

うな歯止めがいっぱいあるわけです。

　だけど、釜ヶ崎の視座から、従来、自分が属
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してきた教会、キリスト教の教えっていうもの

を見れば、どれほど屈辱的と言うか、どれほど

独りよがりか。新約聖書にもともと書かれてい

る、あのイエスの生涯とは全く矛盾した教え

が、教会の教えとして開かれてしまっている。

それは、やはり放置できない。最悪、破門され

てもいいや、と。そういうことで、自分勝手に

やっていました。そして、マタイ、マルコ、ル

カ、ヨハネの福音書の翻訳を始めて、その後、

パウロの書簡、ローマの人々への手紙とか、ガ

ラテヤの人々、コリントの人々とか、そういう

ものの翻訳を続けて、分冊という形で本を出し

ているんですけれども。

　その途中、ある司教団からクレームが、やは

り来ましてね。その司教団のクレームを取り次

いでくれたのが、大阪教区の司教さんなのです

けれども。若い時からずっと付き合いのあった

人で、私のこともよく分かっている人なのです

けれどもね、その彼が、こちらの立場を考え

てくれてね。「司教団から色々取り沙汰され

ているけれども、本田さん、こういうふうにし

たらどうですか」と言って提案してくれたのが

あったのですね。それは、私の方から条件を出

して、今の作業を続ける、という。その条件と

して提案してくれたのが、一つは、私が出すこ

の本には必ず、どこかに司教団公認の朗読聖書

ではない、と一筆を入れるというのと、もう

一つは、日本のカトリックの世界で唯一の広報

誌と言われているカトリック新聞というのがあ

るのですけれども、そこに宣伝はしないってい

うのと、それから、本の体裁を教科書っぽくす

る、というもの。聖書っぽくしないっていうこ

とでした。大阪教区の司教さんは「本田の方か

ら司教団に、その三つの条件を出すことによっ

て、今の作業を続けることができると自分は思

う」って、そう言ってくれたのですね。

　私は、「司教さん、従来使っている聖書が全

く不十分で、弱い立場に立たされている人たち

を、ますます弱い立場へ追い込むようなこと

が、キリストの言葉であるかのように、あるい

は教会のメッセージであるかのように、これま

でずっと、そういうかたちの聖書しか出されて

ない。それでは、本来の聖書の原文の持ってい

るメッセージとは、ものすごくずれてしまって

いるから、従来の聖書は、私にとってあんまり

聖書とは思えない。これこそ、私にとっては、

原文の忠実な翻訳だと思うから。司教団の方か

ら、その三つの条件は、あんた守りなさい、と

言って押し付けてくるのだったら、それは仕方

なしに受けますよ。だけど、私の方から、この

三つの条件で何とか勘弁してくださいっていう

のは、立場上、それはできませんわ」って断っ

たのですよ。

　そしたら、「じゃあ、司教団の方からのお願

いとして、その三つを守ってください」って言

われて。例えば、最初に出した聖書のはしがき

のところにね、こんなふうに書いてある。「本

書はこのような視点に立って、聖書の翻訳をし

ています。従来の聖書とはおもむきが異なる

ことは確かです。けれども、翻訳に用いた定

本は、同じものです」ユナイテッド・バイブ

ル・ソサイエティーズによる、ザ・グリーク・

ニュー・テスタメントの、サード・エディショ

ンという赤い本、あれがそうなのですね新共同

訳の原文もそれだし、これまで、従来、色んな

聖書が訳されて、新改訳もそうだし、皆、同じ

原文なのですね。それを使って訳したのです。

　こういうふうに、向こうが条件として出し

た、司教団公認の聖書ではない、という一文を

ちゃんと入れて。ただ入れるだけじゃ癪だか

ら、「なお、本書は日本カトリック司教団公認
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の朗読聖書ではなく、貧しく小さくされた仲

間たちこそ、地の塩よ、世の光であり、彼らこ

そ、主が輝きを現すために植えられた正義の樫

の木であるという、福音を意識した、新しい聖

書翻訳の試みです」と、こちらのポジティブな

スタンスもはっきりそこに併せて書きました。

　それから二番目の、カトリック新聞に宣伝は

しない、というのは、それはちゃんと守ってい

ます。だけど、カトリック新聞に宣伝しなくて

も、けっこう、口コミか何かでね。とりわけプ

ロテスタント教会の方たち。特に牧師さんた

ち、教師の人たちがたくさん買ってくれている

のですね。

　私の翻訳した聖書は新世社というところから

出ています。新世社が出す本は非常に、人権の

問題とか、人が人として、というような視点と

いうか、解放の視点で出版を集中的にやってい

る会社で名古屋にあります。そこで出している

本の中で、一番の売れっ子なのですって、これ

がね。

　

　だから、カトリック新聞にコマーシャルを出

さなくてもいい。そこの社長さんが、「自分に

とっても、これこそ、本当の意味での聖書だと

思うから」と言って、「本田さんは司教団の指

示通り、教科書っぽくするつもりであるなら、

自分の方から司教団に言ってあげます」と。

「その代わり、自分の責任において、いかにも

聖書っぽくやります」って、金文字でね、黒い

表紙でね、聖書らしくわざと装丁して、その点

だけはちょっと違反しているのですけどね。そ

んなことも、あるということなのですね。

　ただ、何十年も聖書の研究をずっとやってい

て、今思えばね、「ああ、聖書ってそんなに読

まなくてもいい本なんだ」というのが、今たど

り着いた結論なんです。聖書勉強会とか、聖書

研究会とか。大体、聖書勉強会、聖書研究会に

集まってくる人たちっていうのは、やっぱり時

間にゆとりがある人が多いし、生活にそんなに

困ってない人が大部分。だから、「そういう人

たち相手に聖書をいくら読んでも、たいしたこ

とないな」ってね。まして、従来の翻訳聖書

は。ますます、体制をいかに守るか。そしてそ

こに、信仰とか神とか、霊的な働きとかってい

うのを浸透させていくと、もっと強く、カルト

的な強さを持ってしまうわけでしょ。

　だから、釜ヶ崎に来てから特にそう思うよう

になった。文字に馴染みがない先輩たちがけっ

こういる。そして若い人たちでも、文章をぱ

ぱーっと読んで大体の意味をぱっとつかむって

いうのが苦手な人ってけっこういるんですよ。

　そして、私たちより先輩の年齢の人たちの中

には、実際に小学校を途中までしか行けなく

て、後は家の仕事を手伝うしかなかった。その

後、分からないまんま中学まで行ったけども、

中学でついていけなくて、学校もちゃんと行け

なかった、行く気がなかった、とかね。そんな

のでずっとくると、やっぱり文字通り、字が読

めない、という先輩たちがけっこういたわけで

すよね。だけど、読めないって、自分の方から

言えないし、つい、読めるふりをせざるを得な

いと言うか。そうすると、そういうところがま

すますしんどくなって、そういう所には行きた

くない、とかね。そんなふうになる。それが一

つありますよね。

　それと、中学、高校まで普通に行けた今の若

者。30代、40代くらいの人たち。文字が読め

ないわけじゃないのだけども、文字を読むこと
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によって、何か大事なことを把握していこうと

いう、そういう習慣と言うか、そういう環境に

なかった人たちがけっこう大勢いて。特に貧し

い家庭で育ったりとか、アルバイトをしなけれ

ばとてもやっていけなかった。家族をアルバイ

トで養っていた、そういう人たちもいるわけで

すよね。

　そういう人たちを目の当たりにして一緒に礼

拝なんかに参加していると、そう言えば聖書が

執筆された頃、紀元50年くらいから100年く

らいまでの間、新約聖書が成立したのはそれく

らいなのですけれども。その頃、実際には聖書

がまるまる、誰か個人が持っていたっていうこ

とはまずあり得なかった。当時、紙というのは

高かった。パピルスとかね、あるいは羊皮紙っ

て言って、羊の皮をなめして、字を書くように

していたでしょ。だから決して文字文化ではな

かった。そういう中でもちゃんと伝わるもので

あるはずなのです。

　だけど、今は聖書がないと、キリストの教

えっていうのは伝わらないかのような錯覚を持

たされてしまっている。だから、歴史的に見て

も、釜ヶ崎の現実と、ずっと原始キリスト教

団、あの頃の世相と比較してみて、たいして変

わらんかな。そんなに聖書、聖書と言うはずが

なかったっていうね。

　

　だから、例えば、こんな細かい字で、日本語

の訳ですけど新約聖書、旧約聖書、全部これ一

冊に。これは新共同訳の聖書ですけれど。これ

だけを、もしずっと読むとしたら、すぐ眠って

しまうような退屈な本なのですけどね。

４．隣人になるということ

　さすがにパウロはもっと現実的な宗教活動家

だったみたいで、「聖書なんて全部を丸暗記し

なくていいのだよ」って、こんなふうに言って

いるのですね。「あなたたちは、互いに大切に

し合うこと以外、誰に対しても何の借りもあっ

てはなりません。人を大切にしているなら、そ

の人は、律法を全て守ったことになるのです」

と。律法って言うと、また、パウロの時代、イ

エスさんが生きていた時代も含めて、完全にあ

の人たちはユダヤ教徒なのですよ。

　もちろん、教会サイドではね、教会の出発点

はイエスが十字架の上で磔にされて殺されて、

そして弟子たちがおろおろと、戸という戸に鍵

をかけて、中にひっそりと集まる、小さな犯罪

者集団というか、そんな感じで集まっていた。

そこに聖霊が働いて、勇気を持つようになっ

て、全世界に宣教を始めたのだっていう解釈か

らキリスト教っていうものが始まったと考えま

す。だから当然、パウロもキリスト教徒という

位置付けなのですけれども、聖書を原文で、い

くらきっちり読んでも、そうは読み取れない。

パウロにしてもイエスさん自身にしても、あく

までも自分は、宗教としての所属はユダヤ教な

のです。そして実際に、イエスが磔にされて、

ユダヤ教徒として死んでいったわけですけれど

も、その後、その聖霊降臨というか、ペンテコ

ステというか、聖霊が働いて、みんなが勇気を

持って全世界に宣教活動に出向いたその時、ど

ういう出向き方をしたかっていうのが、使徒行

伝っていうものに記録されているわけですけれ

ども、それを見れば見るほど、彼らはユダヤ教

の会堂に行ってずっと話をしていたことがわか

ります。つまり、ユダヤ教徒の自覚を捨ててな

い。
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　だから、ここで言っているのは、モーセの律

法っていうのは、旧約聖書全体を指す言葉。だ

からそれは、「人を大切にしているなら、その

人は律法を全て守ったことになるのです」。そ

して、モーセの十戒の一部を引用してね、「不

倫をするな、人を殺すな、略奪するな、人のも

のを欲しがるな」とかって、モーセの十戒の四

つを挙げているわけですけれども、その他、ど

んな掟があっても、この一つに集約されます。

すなわち、「隣人を、自分自身のように大切に

しなさい」。これだけだって言うのですよ。

　

　「人を大切にする」とは、隣人に不当な仕打

ちをしないということです。それで、人を大切

にすることが、律法の完全遵守と見なされるの

です。それをもっと絞ったかたちであらわした

のがレビ記19章です。レビ記19章では、隣人

を自分自身のように大切にする時に、その隣人

が誰を指しているのかって言うと、自分に一番

近い人ではないのですよね。隣人っていう言葉

を翻訳では使うけれども。文字通りのヘブライ

語では、「仲間」っていうような言葉で使って

いますよね。

　イエス自身が、隣人とは誰かっていうこと

を、はっきり具体的に示した箇所があります。

　エルサレムからエリコに下っていく途中、追

いはぎに遭いました。ぼこぼこに殴られて、服

を剥ぎ取られて、半死半生の状態で放置されて

いました。その側を色んな人が通っていきまし

た。だけど、見て、「あ、やばい」と思って道

の反対側に避けて通っていきました。レビ人が

通った、祭司が通った、と物語を説明するんで

す。だけど、一人のサマリア人が通りかかっ

て、ふっと気が付いて、わざわざその人のとこ

ろに寄って行って、ロバを降りて、そしてぶど

う酒で傷を洗って、オリーブオイルを塗って、

包帯を巻いて、そして自分の乗ってきたロバに

乗せてやって、エリコまで下って行って、自分

が泊まる予定の宿屋に彼を頼んで、用事が済ん

だらまた帰りに寄りますから、それまでの間、

この人の面倒をお願いします、と言って去って

行った。

　

　そして、イエスが質問した人に向かってね、

「その追いはぎに遭った人の隣人になった人は

誰か」と問うたら、その質問した人がね、「そ

の看病に関わった人です」って答えたわけで

す。「隣人を必要としている人の隣人に、あな

たがなる」。これは「隣人愛」という言葉で教

会が盛んに言っていることなのです。

　だけど、なかなか教会の説教とかメッセージ

とか勉強会では、聖書にはっきりそういうふう

に書いてあるにも関わらず、あなたの隣人を大

事にしなさいね。まず、隣人とは誰でしょう。

家族でしょう、とかね。あなたが属しているこ

の教会の仲間たちでしょう、とかね。職場の

同僚でしょう、とか、いつも自己中な発想で

しか、隣人を説明しない。だから、そういうキ

リスト教理解をしている限り、自分の側にいな

い、社会的に落ちこぼされて、自分たち一人ひ

とりが何らかの形で加担して、後回しにしてき

た、その人たちのところには、何かで本当に行

かない限り、隣人になり得ない。だから、知ら

んぷりして、自分たちの周りを固めて仲良し

ごっこをして、それで「私たちはキリストの教

えを守っています」、「信者です」って。そん

なところに収まってしまうわけですよね。それ

は違うだろう。イエスは、そんなこと言ってな

いよ。隣人を必要としている人の隣人に、あな

たがなって初めて、隣人として、自分が大切な

ようにその人も大切にするっていうことが生き
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てくるっていうね。

　カトリック信者の曽野綾子さんの発想の仕方

も、三浦朱門さんの発想の仕方も、そのレベル

なのですよ。曽根綾子さんの連れ合いの三浦朱

門さんは、かつての教育審議会の会長をやって

いて、その時に、とんでもないことを言ってい

るわけですよね。「できない者は、できないま

まで結構。戦後50年、落ちこぼれの底辺上げ

ることにばかり注いできた努力を、できる者を

限りなく伸ばすことに振り向ける。100人に１

人でいい。やがて、彼らが国を引っ張っていき

ます。限りなくできない、非才・無才には、せ

めて実直な精神だけを養っておいてもらえばい

いんです」と。でもカトリック教会の信者は、

「あの有名人の三浦朱門さんがうちのカトリッ

クのクリスチャンなんだよ」と、自慢げに思っ

ているわけですよ。「あの有名な小説を書く、

曽野綾子さんが、私たち、同じカトリックの信

者なんだよ」と。そんな発想でいるっていう

ことは、全く同じ価値観。聖書をいくら読ん

でも、逆に読めば読むほど、そういうすり込み

がなされてしまう。「優秀な人たちを、それな

りにエリートとして育て上げることが、ひいて

は、いつかは底上げにも繋がるでしょ」という

発想ですよね。

　だけど、例えば釜ヶ崎もそうだけども、一つ

の社会の底ですよね。釜ヶ崎とか山谷とか、そ

ういう寄せ場だけが底だとは思っていませんけ

どもね、そこも底の一つ。そこから見ている

と、どんなに日本の景気が良くなって、色んな

文化人が日本にやって来て、なんだかんだ、先

進諸国に恥じない日本国であるっていうとこ

ろまで持ち上がっていたとしても、底は全然変

わっていません。上が上がれば下もずっと上

がっていくかって言うと、とんでもない発想で

すね。イエスの価値観っていうのは、いつも底

から見る。そういうことなんですね。

５．底辺を生きたイエス

　ですから、私が自分なりの翻訳を始めた時の

最初の思いを、ここにちょこっと書きました。

「なぜ、聖書の新しい訳を試みるか。止むに止

まれず、福音書の私訳を試みました。やってみ

て良かったと思います。皆さんが持っている聖

書と、ぜひ読み比べてみてください。できる限

り、原典ギリシャ語に忠実に、できるだけ分か

りやすく訳したつもりです。福音って何か、少

し見えてくると思います。釜ヶ崎で毎週日曜日

に大勢の労働者と一緒にミサを捧げ続ける中

で、一つの思いが膨れ上がってきました。こ

の、苦労を舐め尽してきた先輩・仲間の労働者

に、福音のすごさがピンとくる聖書があれば、

という思いでした。しかしそれは、よくよく思

いをこらしてみれば、私自身にピンとくる、腸

に響く日本語の聖書が欲しいという願いに他な

りませんでした。私たちキリスト者の多くは、

聖書を読んで、福音が少しは分かったつもりで

います。分かったつもりの部分を、聖書勉強会

などで、参考書から得たことで膨らませて、値

打ちをつけます。それで、ますます分かったつ

もりになるわけです。私たちの誰よりも、ナザ

レのイエスの境遇に近く、身を置く、世の小さ

くされている人たち。例えば、寄せ場の日雇い

労働者にピンとこない解釈や言い回しがイエス

の境遇とは程遠い生活に浸っている私たちに分

かるはずはないのです。もし、分かったと思う

とすれば、それは怖い話です。自分の価値観に

引き寄せて聖書を読み、イエスの福音とは似て

非なるものを頭に描いて、これまでの自分の生

き方を多少の手直しをするだけでよしとする、
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他の福音を聖書に読み込んでいる可能性が高い

からです」と。

　聖書をギリシャ語の原文で読めば読むほどで

すね、福音書の主人公、ナザレのイエスは、穢

れに満ちた罪の子として家畜小屋で産まれるこ

とを余儀なくされ、幼くしてヘロデ王の殺戮の

手を逃れて、両親とともにエジプト難民の憂き

目を見るという、悲惨な生い立ちでした。

　当時はユダヤ教の世界ですけどね。モーセの

律法「汝、姦淫するなかれ」という、十戒のう

ちの一つですよね。それに反するようなことで

あれば、明らかに罪人。姦淫そのものをした男

女は、石殺しと言って、ユダヤ社会では、死刑

の執行というと、大体が協議制で、手ごろの大

きさの石を一人ひとり投げて、皆が死刑執行に

参加する。そういうことがあったみたいで、石

殺しって決まっていたくらいですね。そして実

際、マリアが許婚のヨゼフの与り知らないとこ

ろで妊娠してしまう。聖書はそれを、聖霊によ

る懐胎だ、聖霊によって妊娠したのだ、ってい

うことで、上手に説明はしているけれども、だ

けど、その部分で上手に隠しても、イエスが大

人になってからナザレに戻った時、村人から何

て言われるかって言うと、「石切りのせがれ」

「あのマリアの子」という言われ方をする。そ

れは、マルコ福音書にはっきりとそのまま書か

れているのですよね。

　つまり、「マリアの子」と、イエスを指して

言うっていうことは、ユダヤのヘブライの文化

に全くそぐわない。あそこは、完璧な男性社会

なのですね。そして、「だれそれの子」と言う

時には必ず、父親の名前以外使わない。そこに

父親の名前を当てはめられないで、「マリアの

子」っていう言い方をする。「マリアの子」っ

ていうことは、父親が分からない子っていうの

は、村人たち皆知っていたっていう、そういう

ことがはっきり書かれている。しかも、それを

差別的に村人たちが言っていたっていうのは、

よく分かる。その時のイエスのリアクション

が、「預言者は、家族とか故郷では軽蔑される

ものだ」という、軽蔑の言葉としてしっかり受

け止めているわけだから、「マリアの子」って

言われたってことは、罪の結果、生まれている

という認識が、ばればれだったということです

よね。

　だから、イエスは、よく聖書では、幼稚園な

んかではね、ヨゼフ、大工さんの子どもとして

生まれて、イエスも大工さんでした、っていう

ふうに、上手に説明しているけれども、大工さ

んだったら、ギリシャ語で、オイコドモスって

いう言葉が、他でも聖書の中に出てくるんです

ね。オイコス。オイコスっていうのは、家。ド

モスというのが、つくる人。家をつくる人、大

工さんですよね。

　だけど、イエスについて言う時、ヨゼフにつ

いて言う時は、テクトンっていう言葉、全く違

う言葉を使う。テクトンっていうのは、切る

人、掘る人、削る人。大工さんが、建築の素材

として使う石のブロックをつくる。山から掘り

起こしてきて、岩を縦横何センチ、高さ何セン

チ。そういうブロックに、朝から晩までノミと

金槌で刻む、そういう日雇いの仕事、テクトン

なんですよね。

　だから、イエス自身、本当に底辺を這いずり

回って生きる人だった。それは聖書そのものに

ちゃんと書いてあるのに、そういうところを

きっちり踏まえない。踏まえにくい翻訳になっ

ている。気付きにくい翻訳にされている。イエ

スは大工でした、と言われたら、例えば、どこ
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の国でもカナダでもアメリカでもヨーロッパ

のフランスでもイタリアでも、大工って言った

ら、別に貧しさとは関係ないのですよ。むし

ろ、田舎に行けば行くほど、有力者の部類に属

する。

　だから、イエスさんっていうのは、決して貧

乏ったれじゃなかったよ、っていうところで印

象付けてしまう。その彼が、謙遜にもへりく

だって、貧しい人たちのところに降り立ったの

です、っていう、ここにもう一つライトアップ

するわけですよね。「そうだ、キリストに倣

うっていうことは、私たちも弱い立場の人たち

のところに降り立つことなのだ」「へりくだっ

て、何かしてあげることなのだ」みたいな、そ

んなふうな印象をしっかり持たされるわけで

す。これがキリスト教の教えなんです。

　だから、キリスト教徒が普通に、悪気なく、

善意でやっていることが、たいていのそういう

行為っていうのは、例えば、釜ヶ崎のしんどい

思いをしている労働者の目から見たら、「お

い、偽善者」って、こんなリアクションを呼び

起こすわけですね。私も以前、偽善者って言わ

れましたよ。最初は何を言っているのだろう、

と思ってね。私はこんなに善意でやっているの

に、と思って。だけど、労働者が言っていたの

は、もっと深いところで見ていた。偽善者と言

われて当たり前だった。

　だから、そんなことを含めてね、聖書は、従

来の聖書だったら、むしろ読まない方がいいの

じゃないのかな、と私は思うくらいですね。そ

ういう聖書を読むくらいだったら、聖書を読ま

ないで、隣人を本当に必要としている人の隣人

に一人ひとりが勇気を持って成っていく。そし

て、自分を大切にしてもらえたように大切にす

る、だから、こっちの押し付けでいいはずがな

い。基本的に、その人を中心に据えて、何が本

当に必要なのか、という必要なことに連帯し

て、「私はこれができるから、じゃあこっちの

分野で手伝わしてもらいます」「私はこれだっ

たらできる。こっちの方で、彼、彼女が一番望

んでいる環境づくりをお手伝いできます」そう

いう形になるはずですよね。

　

　だけど、教会がそんなふうに「キリストに

倣って、低みに降り立つ」それがいいことだと

思って、もちろん、「低みに降り立つ、私がい

いものをいっぱい持っていくのですよ。あなた

たち、遠慮しなくていいですよ、はい、あげま

すから」って、こんな発想ですよね。だから、

その発想っていうのは、本当に人の人としての

尊厳、ディグニティをぐじゃぐじゃにしてしま

うわけでしょ。

　だから、キリスト教の教会の感性っていうの

は、自然に天皇制に結び付くのです。皇室が、

例えば福祉施設を訪問されましたっていうの

は、大々的に、日の丸と一緒に写真と飾ってい

ることが多いでしょ。だから、福祉活動がキリ

スト教で生き生きと続けられるのは、「してあ

げてます」「こんな人たちのところに、自分は

降りてやるのです」。例えば、北原怜子さんっ

ていって、蟻の町のマリアって言われた、あそ

こであの人は、「世が世なればすごい人だった

のに、こんなところに身を沈めて」とかって、

そういう褒め方をするじゃないですか。それは

キリスト教の愛という言葉が、そういうふう

に、全てを色づけてしまっている。それがいい

ことであるかのようにね。

　だけど、聖書そのものは、一番弱い立場に立

たされている、その人を介して、全ての人を解
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放する。それが新約聖書も旧約聖書も一貫して

語られているメインメッセージなのですけれ

ど。いっぱい持っている人が、少なくしか持っ

ていない人に、分かち合いで融通しましょうっ

ていうのは、これはキリスト教の根本的な教え

ではないのですよね。土地を造成する時の価値

観。高いところを削って、低いところへぽんっ

と、平らにしましょうって、普通の発想なので

すよ。それがキリスト教の大事な教えの一環だ

と思い込んでしまう。だから、持っている人は

持っていない人に、っていうね。そこにはいつ

も、上から目線っていうのが拭い去れない。上

から目線でいいのだ、っていう、そんな発想。

　だから、マザー・テレサのやっていること

は、私は最初、全く無批判に、すごい人だな、

脱帽っていう感じで見ていたのですけど。釜の

労働者でね、結核を患っていて、病院を出た

り入ったりしていて、でも、労働組合の周辺

でいつもビラ出しを手伝っていた、そういう

労働者だったんですけれど、もう亡くなりま

したけどね。その彼がね、「マザー・テレサは

たいしたものやだけど、もう少し他にすること

あったやろ」ってね。私はそれ聞いた時にね、

「ええっ、マザー・テレサを批判するあんたは

何者？」って、そんなくらいにしか思ってな

かった。「何でそんなこと言うの？」って聞い

たらね、「あの人はノーベル平和賞をもらうく

らい影響力ある人やったのやろ。だったら、亡

くなっていく時に手にぎって、相手の宗教を聞

いて、同じお経を読んでくれるっていうね、そ

れはありがたいけども、そんな亡くなり方しな

くてもいいようにしてほしいわ」と言ったんで

す。

　キリスト教のシンボリックな行きつく先って

いうのは、マザー・テレサかな。だけど、それ

にきっちり、ちょっと待てよ、と言ってくれた

のが、釜の一人の労働者で、しかも本当に体が

弱っていた。「死んでいく時に手にぎってもら

えるのは嬉しいと思う。自分も嬉しいと思う。

だけど、死ななくてもいいようにしてくれたら

もっとわしは嬉しい」と。やっぱり、社会正義

の問題、社会構造の問題ですよね。それを、そ

んな言葉でぽーんと言って、気付かせてくれ

る。

６．愛とお大切という翻訳

　隣人を自分と同じように愛しなさい。隣人

愛っていう言葉で言うでしょ。「互いに愛し合

いなさい」とかね。「敵をも愛しなさい」とか

ね。「神は愛である」とか。従来、キリスト

教、カトリックもプロテスタントも異口同音に

同じことを言っていますよ。だけど、例えば、

「愛したくない」とかね、なかなか愛せないや

つを「愛さなくちゃ」と思って努力する時、自

分をちょっと吟味してみたら、どれほどジコ

チューな思いで関わっているかっていうのが、

よーく分かった。「愛せないのだけど、愛さな

くちゃ」。「私のこの関わりは、偽善的でない

だろうか」とか。「本当にこの人を好きになっ

ているだろうか、いや、なってない」とかね。

そんなふうに、ごちゃごちゃやるわけですよ。

だけど、それがたまたま例外的にそういうこと

ができてしまう人がいると、「やっぱりこれを

目標にしなくちゃ」というようになってしま

う。

　だけど、アガペーっていうね、ギリシャ語

の、全部「愛」って訳されてしまっているわけ

なのですけれども。実際、明治時代の最初に訳

された、その訳文では、愛っていう言葉を使っ
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てないのですよね。「お大切」という言葉を

使っているのです。実際、愛そうとしても、愛

せないのは仕方ない。親友と同じように、好き

になれるわけでもない。好きか嫌いかっていう

のは、これは努力してなれるものじゃないから

ね。まして、愛するか愛さないかっていうの

は、これは努力でできるものじゃない。

　

　だとしたら、たとえ愛せなくても、たとえ自

分の親友のように好きになれなくても、聖書が

言っているのはアガペー。それは、大切にす

る。その人はその人として、大切にされる。そ

れが大事なんだ。こちらの気持ちが、好きな方

に傾いているか、愛情を感じているか、そんな

ことを問題にしていたのじゃないんです。

　それなのに、「キリスト教は愛の宗教」と、

いつからかそういうものを抱え込んでしまって

いて、カトリックもプロテスタントも聖公会も

みんなそう。愛。だけど、愛せるはずのない人

を愛そうとするっていうのは、そこは最初から

偽善以外の何物でもないはずなのに、でも、め

げずにそれを繰り返し繰り返し、やろうやろう

としている。クリスチャンのほとんどはそうな

のです。釜ヶ崎のボランティアを望んでやって

来るクリスチャンたちも、たいていはその発想

です。だから、関わってもらう側としては、本

当に、鬱陶しく感じるはずですよ。

　だけど、「大切にしろ」っていうのが、イエ

スがずっと求めていたこと。大切にしようと

思ったら、こちらから何をするかじゃなくて、

その人にとって何が必要なのか、何が大事なの

か、何が優先されるべきなのか、聞くスタンス

しかなくなっちゃうわけですよね。そして、自

分が持っているもので、自分が大学の先生だっ

たら大学の教壇があるし、研究会があるし、色

んな発言の場があるし。あるいは宗教者だった

ら、宗教者として、その視点で何を成すべき

か。自分のとこの教会に人集めするだけが全て

じゃないわけですよね。本当に一番、しんどい

状況に置かれている人が、大切にされているの

かされていないのか。そこにこだわるように。

だから、原文を丁寧にきちんと訳せば、それ

が、すーっと読めるはず。読み取れるはず。

　だけど、残念ながら、今まで普通の聖書学者

たちしか、聖書の翻訳はしていない。学者って

いうのは、学者もいっぱいここにいらっしゃる

のでしょうけど。ギリシャ語で学者をスコー

レーって言うのですけれどもね、スコーレーの

元々の意味は、私が使っているこの辞書で見る

と、暇人。暇を持て余している人。大体、学

者っていうのは、そうなのかな。水内さんには

悪いけどね。そういう部分もなけりゃあ、学問

もできないだろうなぁっていう。それは確かに

あると思います。

　

　だけど、特に人の命、生き方に直接関わりを

持つ聖書学とか、神学とか、宗教学とか、そう

いう学問に関わる人が、自分の視座、視点で、

これはこうだ、あれはああだ、っていう判断を

してもらいたくないわけですよね。だから間

違ってしまう。聖書の文脈からいけば、一番し

んどい思いをしている人の視座を借りると言う

か、共有させてもらう。そこから判断して、行

動を起こしていく。

　

　だからもう、聖書は読まなくてもいいんじゃ

ないでしょうか。隣人を必要としている人の本

物の隣人になれるように一生懸命動いていけ

ば、聖書に書いてあることは全部実行したこと

になっちゃいますよ。平たく言えばね。字が読

めないからだとか、日本語が苦手だからとか、
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自分の母国語の聖書をまだ日本に持って来てな

いし、っていう人であっても、全然そんなこと

気にしなくていい。ということで、長話をして

しまいました。大変申し訳ありません。終わり

ます。

川浪：それでは、ありがとうございました。本

田神父のお話でした。

カトリックという言葉はですね、普

遍、という難しい言葉なのですけれど

も、いつでもどこでも誰にでも当ては

まるっていう意味で、英語で言えばユ

ニバーサルと言いまして、今でもユニ

バーサル・デザインってありますよ

ね。ノン・ステップバスっていう、平

たいバス。これは障害者やお年寄りに

も優しい。障害者やお年寄りにも優し

いっていうことは、健常者、あるいは

若者でも乗りやすい、ということです

よね。

ユニバーサル・デザインの他で言う

と、シャンプーとリンスが同じような

形にしていたら、どっちかがぎざぎざ

があると思うのですが、目の見えない

人でも、そのぎざぎざによって、どっ

ちがシャンプーかリンスか分かる。僕

らだって、目にシャンプーが入った

ら、どっちがリンスかどっちがシャン

プーだったかっていうのが一目で分か

る。

だから、やはり、一番低いと言うか

ね。障害を持っている人とか、高齢者

であるとか、しんどい思いをしている

人が暮らしやすい社会というのは、そ

うじゃない人にとっても暮らしやす

い、というふうに、私はユニバーサ

ルっていうものを解釈していまして、

カトリックというのも、そういうふう

に解釈していました。本田神父の言わ

れることも、何となく、ええっ？ とい

うふうに思うのですが、社会自身がそ

ういうふうに、実はなっていると思う

のですけれども。そういう視点を聖書

から学んでいくべき、ということを、

宗教者ももう一回、自分の襟を正して

いかなければならない、というふうに

私は思っております。本日はどうもあ

りがとうございました。

　　　そしたら一階で、シュトーレンというお

菓子を食べながら、もう少し本田神父

に色々とお話を伺いたいと思います。

ありがとうございました。
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〜Cafe-Time〜

１．原典語文化圏での聖書理解はどのような
　　ものか

川浪：すみません、それでは、大分時間が超過

してしまったので、お一人お一人、長い自

己紹介は無理かな、というように思います

ので、毎回来られている方は、他の方もご

存知なんやけども、一言、二言で。どっち

かと言うと、また神父さんに質問を投げか

けていただいた方がありがたいかな、とい

うふうに思っております。

　　　では、こっちからいきましょうか。

白波瀬：皆さん、こんばんは。白波瀬と申しま

す。

　　　本田先生とはですね、割と古くから面識

がありまして、６年くらいになるかな。僕

も、大学を卒業してから釜ヶ崎に出入りす

るようになって。今はそこで仕事もしてい

たりするのですけれども。社会の抱える問

題とかですね、痛みとか。そういったもの

を本田さんを通じて色々と教えていただい

ております。

　　　　　

　　　今回、改めてお話を聞かせていただい

て、おっしゃられていることが一貫されて

いて、同じ話なのですけれど、やっぱり聞

けば聞くほど、自分の中に響いてくるなぁ

という感じですね。

　　　その中で、一度聞きたいなと思うのは、

今日のお話を聞いて思ったのは、ギリシャ

語とかですね、ヘブライ語の聖書の原典に

あたると、実際に今、書かれている翻訳と

は大分内容が違う、ということですよね。

それは、日本のキリスト教の翻訳過程にお

ける一つの特徴なのか、日本だけじゃなく

て、世界のどこの国でも同じような誤訳と

言うか、ミステイクを犯しているのかなぁ

と思うのですね。

　　　さらに言えば、例えばギリシャの方に行

けば、ギリシャ語に通じた人もいると思う

ので、原典を理解可能な人がたくさんいる

わけですけれども、そういったところだ

と、どういうふうなキリスト教の解釈がな

されているのかなぁということですね。そ

のあたりも含めてお聞きしたいなと思いま

すので、今じゃなくても結構なので、教え

ていただきたいな、と思います。

川浪：どうぞ。

A：Aと申します。この近所にあるのですけど

も、長居公園の方でサボりながら夜回りと
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か色々としている者です。長居公園には野

宿者のテント村があったのですけれども、

そちらが強制排除になった後に、その人た

ちの有志とまた夜回りを続けております。

　　　それと、南田辺っていう、もうちょっと

ここから離れて、南の方なのですけれど

も、そちらの方で、やっぱりこういうふう

な民家を借りてですね、そこを拠点にし

て、色々と相談活動とかをやっています。

よろしくお願いします。

B：こんばんは。Bと申します。

　　　私は今、川崎に住んでいて、たまたまこ

ちらに遊びに来ていて、Aさんに連れてき

てもらったのですけれども。

　　　私は修士論文で野宿者のことを勉強しま

して、それで本田さんのところに来るよう

になったのですけれども。

　　　何回か労働者のミサにも参加させていた

だいて、また今日も改めてじっくりお話を

伺うことができて本当に良かったです。あ

りがとうございました。

C：Cと申します。どうも、こんばんは。

　　　家の方は京都なのですけれども、神戸に

勤めておりまして。

　　　今日はどうしても、３年前にある方を通

じて本田さんのことを知りまして、一度ぜ

ひ、個人的にお伺いしたいお話があったの

で、ずっとお会いしたい、お会いしたいと

思っていたのですが、著書を読ませていた

だいた時に、自分なりに答えを見つけるこ

とができたのです。それで、もうお会いし

なくてもいいかなぁと思っていたのです。

でも、やっぱり、もう一度きちっとお会い

して、お話を伺えたらなぁと思って、今日

来ました。

　　　やはり、お話を伺っていた時に、自分が

知りたいと思っていたことを今日は伺うこ

とができましたので。ただ、もっと教えて

いただきたいこともたくさんありますの

で、ちょっと勇気を出して、労働者のミサ

にも私も参加させていただけたらな、と思

います。どうもありがとうございました。

よろしくお願いいたします。

２．宗教を宗教的に否定する

川口：このカフェのスタッフをしております、

川口です。

　　　私はもう自己紹介が４回目になって、し

かも毎回お話が聞けないので、そろそろ

困ってきました。今日は来てくださってあ

りがとうございます。４回目にして、エプ

ロンを支給されました。よろしくお願いし

ます。

黒木：同じく、このレリジョン・カフェのス

タッフをしております、黒木と言います。

若干、エプロンが大きめなのですけれど

も。

　　　毎回、準備に追われてしまって、内容は
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聞けないのですけれども、一応ブログの方

でビデオを見ながら内容をまとめている時

に、毎回すごく勉強になるなぁと思ってお

りまして、今回もキリスト教ということ

で、楽しみにブログをまとめさせていただ

きたいと思っております。今日は皆さんい

らっしゃってくださいまして、ありがとう

ございました。

D：Dです。今回で４回目の参加になります。

浄土真宗はちょっと知りたかったのですけ

ど、今日はやっぱり違う宗教の話も聞いて

みようと思って寄せてもらいました。来て

良かったです。また次回も寄せてもらいた

いと思います。

川浪：Eさん。

E：始めまして。Eと申します。

　　　今、本田神父がおられる釜ヶ崎の、いわ

ゆるメインの場所からはちょっと離れた、

同じ西成の外れにいます。くらし応援室と

いう、おっちゃんたちの仕事づくりとか、

生活の応援をしています。

　　　昨年７月から、そのおっちゃんたち、あ

るいは精神障がいの人たちの学校をつくろ

うと思いまして、楽塾という学校をやって

おります。毎週土曜日に、レリジョン・カ

フェと同じようなかたちですけれども、週

に１回の授業をやっております。来年早々

に本田神父にもまた来ていただくというこ

とになっていますけれども。皆さん、興味

があったら、来ていただけたらいいと思っ

ております。どうもありがとうございま

す。

F：私は２回目ですけれども、本田神父さんと

は、えらい隔たりのあるインチキ宗教家も

やっていまして。ほとんど、インチキとい

う。これは僕にぴったしなんですけども。

川浪さんと一緒の、同じ真宗の坊主なので

すけれども。

　　　本田先生のお話を聞いていたのですけれ

ど、僕も、キリスト教というのはあんま

り。ホテルに泊まったら必ず聖書がありま

すよね。暇な時に読んでいるのですけれ

ど、どうも嫌悪を感じると言うか、偽善的

と言うか、何かこう、ええことばっかり言

うて、という。

　　　今日は本田先生のお話を聞いていて、親

鸞に近い発想で、非常に感銘を受けまし

て、僕もキリスト教の話っていうのは、若

い頃に吉本隆明の『マチウ書試論』とか、

田川建三さんの本とかをちらっと読んだく

らいで。キリスト教のことに関しては収ま

りの悪さが先行して、あまり見なかったの

です、読まなかったのです。そういう視点

で読んだらおもしろいな、と改めて一回読

んでみたいな。先生の本の方をですね。非

常に親鸞的な発想と言いますか。親鸞とい

うのは、宗教を宗教的に否定する方向に

持っていくのですけども。絶対他者という

発想は非常に近いな、と改めて思いまし

た。

　　　先生、僕は釜で色々と遠くから見させて

いただいているのですけども、いつもお世

話になっております。ありがとうございま

す。よろしくお願いします。

３．伝書鳩としての学問、実践としての学問

水内：本田神父のお話の中で３回ほど名前が登
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場しました、大阪市立大学の水内です。

　　　これにひきつけて一言、スカラー、学

者、暇人ということですが、ほんまに、今

まで学者っていうのは、あいつらにそんな

暇与えんでもいいような人まで学者になっ

て、暇な時間を持て余した方も多かったの

ですが、昨今、そういうわけにはいかなく

なったのですが。今、僕の仕事っていうの

は、暇が持てる学者は守りたいな、と。そ

ういう学者が２割くらいいないとですね、

ゆっくりした長いスパンの、世の中の見方

とか、切り口っていうのは出せないのじゃ

ないか、っていうのは思っていますので。

僕は残念ながら暇人じゃないのですけど

も、そういう大学人っていうのは守ってい

きたいな、ということを思っているのです

が。

　　　

　　　今日のお話を聞いていて、神学っていう

のは、すごく厳格な学問だなっていうのは

思っていまして。私は地理学をやっていま

すけども、まともに大学で地理学がかちっ

と出たのが1870年くらい。ドイツで、プ

ロイセンで初めて、ベルリン大学の中でで

きたのですよね。ですから、ものすごく新

参の学問でして、まだ聖書がないのです

よ、うちの学問には。そういう解釈学って

いうのは、ほとんど成立しないということ

で、珍しい学問です。社会学とか、他の学

問は結構バイブル的な巨大な学者っていう

のがおるのですが、地理学はいない、とい

うことで。逆にこれが良かったのかなぁ、

何でもありで。

　　　ひょっとしたら、これから一番ナウい、

暇でない大学人をつくっていってですね、

新しい、拠って立つ大きなことば、大きな

学問があんまりないので、小さなことば、

要するにどれだけ現実に接しながら、伝書

鳩のようになりつつ分かりやすいことばで

広めていく、と。大学って若い資産。学

生さん、院生さん、共々にやっていきたい

なぁと思っておりますので、そういう意味

では、逆の意味で暇のある、立派な学者も

育てていきたい、育ってほしいな、と思っ

ておりますので、日夜あくせく働こうか

な、と思っております。

　　　今日はどうもありがとうございました。

G：皆さん、こんにちは。Gと申します。

　　　韓国籍なのですけども、日本に来て、今

年で11年目になりまして、ほぼ在日化し

ている状況です。それに関して色々と研究

したりしているのですけれど。

　　　今は水内先生のもとで、大阪市大で研究

しているのですけども、韓国にいた時に、

元々研究をやっていた人間じゃなくてです

ね。

　　　貧困、いわゆる釜ヶ崎のような、そうい

う地域が韓国にいた時にはたくさんありま

して、そういうところに自分も住み込んで

色々と活動、生活をしていた時がありまし

て。その時に、自分もカトリック市民会と

いうところで、会員として活動をしていた

んですけれども、当時、そういうような

一番貧しい、低いところと共に暮らす。そ

して、貧困というものを、ただ不便なこと

であって、それと一緒に近づけるような、

そういう生活をしようという人たちがたく

さんいまして、本当に素晴らしい人たちだ

な、というふうに思ったりもしてたんです

けども。今でも清貧、と言うんですね。そ

れは聖人としている先輩たちがたくさん韓

国にもいまして。
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　　　元々、僕はカトリックではないのですけ

ども。どちらかというと仏教に近いよう

な、子どもの頃からお寺に通っていまし

て、それで色々と活動もしたりしたのです

けども。

　　　私は貧困人として活動しながら、一つの

宗教にこだわらず、さっき本田先生もエ

キュメニカルの話をされていたのですけど

も、今は割りと宗教的にフォーカスされて

いるような感じですけれども、非常にエ

キュメニカル的な活動について、たくさん

色んなことがありまして、私も勉強してい

たのですけれど。

　　　日本に来ることになってからですね、最

初は東京にいたのですけれど、その時、

ホームレスの支援活動に関わりながら研究

もしていたのですけれど、そこで出会った

のが、昔の野宿者の政策を調べている時

に、さっきおっしゃった隅田川の蟻の町つ

いても、色々調査をしたりしていたのです

けれど。

　　　あの時も、いわゆるカトリックの活動を

されている方たち、聖書を持つだけじゃな

くて、実際に行動に移す方たちが結構いま

して、私が文献で調べていた中にはです

ね、隅田川の蟻の町を組織していた人たち

の一部が、またそういう活動を神戸に来て

紹介したりしていた、という話がありまし

て。

　　　これは本当、おっしゃったような、単に

聖書を読むだけじゃなくて、実際に何か行

動に移すような。本当の隣人と共にするよ

うなことはですね、日本にも昔からそうい

う活動がずっとあったのじゃないのかな、

ということで。

　　　そうこうするうちに、本田先生のお名前

も色々と伺っていたので、ぜひお会いした

いな、と思っていたんですけれども、なか

なかそういう機会に恵まれずに、今日に

至って、こうやってお会いすることができ

たんですけれども。

　　　ぜひ、これからも、できれば色んな機会

でお話を伺えれば、と思っていますので。

本田：私、ネットワークのメールではよく、G

さんのお名前も、文章も読ませてもらいま

した。

G：ありがとうございます。また、よろしくお

願いいたします。

水内：Gさんは宗教兵だったんです。徴兵の時

に、宗教兵。

本田：宗教兵？

G：はい。軍隊で、そういう宗教給仕を担当す

るような役割をする兵隊さん。

本田：そんなのあるんですか。

G：はい。たまたま。

本田：初めて聞いた。宗教兵。

川浪：従軍僧とか、昔ありました。

F：従軍僧とは、意味は違うみたいですね。

G：本当にたまたまなのですけれども。

４．人が大切にされること
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 H：始めまして、Hと申します。

　　　この前、ありむらさんの「歩く会」で、

最終地点がここでして。だから、このおう

ちに上がらしてもらうのは2回目というこ

とで。

　　　本田神父さんのお話を聞けたことを、良

かったと思っています。

　　　「善人なおもて往生をとぐ、いわんや悪

人をや」あれがすごく自分の心にあって、

神父さんのお話を聞いていても、同じよう

な視点でっていうことで。うち、おじい

ちゃんとおばあちゃんが熱心な浄土で、そ

の言葉を知った時に、真宗の方がいいん

ちゃうかな、と思って、今日、本田神父さ

んのお話を聞いて、ああ、キリスト教も

やっぱりいいな、とか。親鸞が最後、宗教

捨てよって、どなたか言ったんやって言っ

てはったんで、宗教を捨てるのもいいな、

とかね。色々思ったりしながら。

　　　釜ヶ崎に関わるようになって1年にも満

たない。大阪生まれなのですけど、南の

端っこの方の田舎なので、なかなか足を運

んだりとか、自分も興味とか、全くそうい

うことなしに、噂で聞いていて、たまたま

1年くらい前に。

　　　きっかけは子どもの出産とか、夜回りと

か、ちょっと行っているみたいな感じで。

釜学の方の、たまたま知って、最近はまる

と言うか、参加せずにおれないような感じ

になって、多い時は、週に3回くらいあの

辺をうろちょろしているような感じなので

すけども。

　　　今週末、たまたま、市民社会貢献人養成

講座っていうのを見つけたんで、それに申

し込んで受けてみようと思って、段々、自

分の中で軸足が釜ヶ崎の方に移っていけ

て、何かできることがあったら、どんどん

その比重というか、バランスを移していき

たいなって、そんなふうに思っていますの

で、また、今後色んなところにちょこっ

と、浅く広く顔出すかも分かりませんけど

も、よろしくお願いいたします。

I  ：Ｉと申します。釜ヶ崎の西成市民館で、少

しだけ、携わっておりますけれども。

　　　元々は看護の方が専門で、私の看護の学

生時代の大恩師が、私自身は全然、キリス

ト教も仏教もよく分からないのですけれど

も。ずっと看護の世界でのキリスト教なん

かを用いて、アガペーっていうのを教えて

くれていたのですね。当時は若かったの

で、よく分からなかったのですけれども。

　　　今日は仕事の都合で遅くなって、最後の

方、少しだけしかお聞きできなくて残念

だったのですが、最後の方におっしゃって

いました、アガペーっていう意味が、愛っ

ていうことじゃなくて、愛っていうことよ

りも、その人にとって本当に必要なもの、

その人にとって大切なものっていうもの

を、大切にしていくっていうことでいいの

だなって、すごく安心できまして、そこだ

けでも聞かせていただいて良かったと思っ

ております。ありがとうございました。

　　　最後に、川浪さんがバリアフリー、ユニ

バーサル・デザインで締めておられました

けども、全然ユニバーサルじゃない階段

を、上って下りて。

　　　それで、ただ、ユニバーサル・デザイ

ンってすごいいいな、大事だなって普段は

思っているんですけども、でもここに伺う
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と、ユニバーサルでない階段、ひと時も気

を許すことのできない階段ですよね。それ

でも、すごく趣きがあるなっていうのは感

じていまして。そこで、ユニバーサルと、

日本の文化と、色々と考えながら、おいし

いお菓子をいただいていました。

　　　以上です。また、今後ともよろしくお願

いします。

平川：記録を担当させていただいています、平

川です。一応、大阪市立大学の所属なので

すけれど、普段はココルームとか、カマ

ン！メディアセンターの方の手伝いとかで

釜ヶ崎にいることが多く、本田神父とは、

今は丁度、釜ヶ崎越冬っていう運動があり

まして、そこでもお会いして、共に頑張っ

ていきたいなっていうふうに思っているの

ですけども。

　　　

　　　今回が３回目で、毎回おいしいお菓子を

食べながら色々と皆と意見交換ができると

いうのはすごく楽しいな、と思っていま

す。また次回も楽しみにしているので、ど

うぞよろしくお願いします。

川浪：ありがとうございました。

川浪と申します。

　　　

　　　お知らせなのですけども、12月は皆さ

んお忙しいので、12月はレリジョン・カ

フェを休会して、1月からもう一度始めま

すので、また、ご連絡差し上げますので、

よろしくお願いします。

　　　

　　　長屋に住んでましてですね、これはずっ

と私、色んなところで喋っているのです

が。長屋というのはやはり、木造ですか

ら、火事にも弱い、地震にも弱い、また建

て付けも悪くて、そこを閉めたらガラスが

外れてくるので、冬は寒くて。

　　　また、こういうふうに、良い面でもある

んですけども、悪い面ですよね。これ、建

具を外したら、これだけ広くなるのです

が。非常にプライバシーを守るということ

はなかなかできないお部屋で、こういう部

屋で昔は暮らしていたのですけども、今は

本当に個室で、子どもも部屋の中からカギ

締める、という家に住んではる人が多いの

で、こんな家は、もはや博物館に入ってし

まうのかなぁと思います。

　　　

　　　たまたま、ここのおうちはですね、お隣

りとの間に通路があるんで、壁一枚隔てて

るっていうことはないんですが、これもや

はり、ここはちょっといい長屋なんでそん

なに隣の声は響かないんですが、昔の家っ

ていうのは本当にプライバシーもあまり守

れなくてですね。

　　　お年寄りにはですね、ノン・バリアフ

リーで。急な階段を上がり、この建て付け

の悪い戸を開け、お手洗いはちょっとはき

れいになりましたけども。そういうふう

に、ちょっと不便なのですよね。でも、不

便だからこそ、昔はですね、互いに融通し

合ってですね、お隣さんと一緒に、お醤油

がなくなったと言えばお醤油の貸し借りを

するような長屋付き合いをしていた。狭い

ながらも楽しい我が家なんてことがありま

すけれども。

　　　やはり、不便さがあるからこそ、人は助

け合うっていうところもあるんじゃないか

な、というふうに、このバリアフリーの話

をうまいこと持っていって、まとめている

ような次第でございます。
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　　　それではちょっと最後に、白波瀬さんの

質問とか、そういうかたちで、総括してく

ださい。

５．伝統という権威

本田：白波瀬さんの質問は、翻訳ミスっていう

か、違うメッセージに変わってしまったの

は日本だけか、他の国の言葉はどうか。そ

して例えば、同じ新約聖書の言葉という意

味で、今現在、ギリシャの世界でギリシャ

語使っているわけだけども、そこでの解釈

はどうなのか、ということだったと思いま

す。

　　　大体、基本的に、聖書の翻訳っていうの

が、どこでコントロールされるか、って言

うと、これまで続いてきている体制として

の教会と、それを守る神学と、聖書学の学

閥。そういうものが、どうしても災いし

て、ヨーロッパもアメリカもフィリピンも

どこも、大体同じような。だから、外国語

の翻訳書を読んだら違うことが書いてある

かな、と思っても、それはちょっと甘い。

同じ穴のムジナ的なメッセージしかない。

　　　だから、同じようにキリスト教が広まっ

ているところは、同じような価値観がどん

どんどんどん浸透してしまっていて、たま

にはいい面もあるかもしれないけど、マイ

ナス面もかなり、悪影響を及ぼしていま

すっていう、そういうことですね。

　　　それと、今現在ギリシャ語を使っている

ギリシャの、コリントとか、アテネとか、

ちょっとだけ行ったことあるのですけれ

ど、全然通じませんよね。

　　　イ音変化って言いまして、みんな、エと

かアがイという発音に変わってしまってい

て、聞いているだけではピンとこない。い

くら新約聖書のギリシャ語をある程度読み

慣れていても、なかなか合わない。

　　　普通、「パラカロー」っていうギリシャ

語は、「励ます」とか、「なぐさめる」っ

ていう言葉で、「パラ　カレオ」、「側に

呼ぶ」っていう、文字通りのね。だけど、

今現在の「パラカロー」は、同じ言葉を

使っているけれども、「ありがとう」とか

ね、「よくいらっしゃいました」とかね、

そんなようなかたちに変わっちゃっていま

すし。

　　　だから、生きているギリシャ語がずっと

続いているので、ずいぶん中身は変わって

います。

　　　ただ、聖書のヘブライ語と、今イスラエ

ルの使っているヘブライ語は、かなり同じ

なのですね。今から1000年、2000年前の

パレスチナ地方で使われていたヘブライ語

を、ある意味で復刻版のように、シオニス

トが、聖書の言葉を我々は喋るのだ、と

言ってね。神が約束した、あの聖なる約束

の地、あのカナンの地、と言ってね、イス

ラエルのあの領土。

　　　だから、聖書が憑いたような感覚で、あ

の人たちは生きていますから。今、彼らが

使っているヘブライ語と聖書に書き残され

ているヘブライ語は、そんなには変わって

いないみたいですね。ただ、新しい言葉、

その頃なかった言葉をどんどん作ってやっ

ているので、その点では違っています。

　　　ただ、正直に言って、旧約聖書をそのま
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ま読んだら、ブッシュのイラク攻撃。あの

人、立派なクリスチャンと言われている

のですけれど。あれだって、聖書の中に

はOKというかね。聖書の価値観からいっ

て、あれだってありだよ、っていう話に

なってしまうしね。それから、十字軍の遠

征にしても、火あぶりをやったりとかね。

オウム真理教以上のひどいことを聖書に基

づいてやってきたっていう、その怖さは、

未だにあるわけですよね。あれを同じよう

に、聖書として承認している限りね。

　　　だけど、アウグスティヌスっていう人

が、紀元４世紀くらいの人なのですけれど

も、その人が聖書解釈についてのすごいヒ

ントを残しているのですね。「新約は、旧

約の中に隠されており、旧約は新約によっ

て明らかにされる」っていう。だから、旧

約だけを旧約のコンテクストで読んだっ

て、聖書としてのメッセージは読み取れま

せんよって。新約で語られていることも、

旧約の中に隠されてはいるけれども、それ

をはっきり掴むためには、新約のメッセー

ジと照らし合わせながら読まない限り、民

族抹殺も、旧約聖書では当たり前のことの

ように書かれていますしね。

　　　だから、聖書なんてものは、文字通り、

神のディクテーションであるかのように、

そういう読み方をするネオコンの人たち

の、ああいう聖書理解っていうのは、福音

派の聖書理解っていうのは、非常に危うい

と言うか、怖い。

　　　当時の文化とか価値観に、逆戻りして平

気で、これは神の御言葉だ、みたいな感じ

でやってしまう危険性はある。だから絶え

ず、新約のメッセージと照らして、どこを

ちゃんと受け止めるべきか、っていうこと

をやらないといけない。

　　　だから、先程「親鸞聖人は、宗教を捨て

なければならないとおっしゃっていた」と

おっしゃっていましたが、私も釜ヶ崎に

20何年いて、「宗教によって人は救われ

るのではない」というのが実感なんです

ね。だから、どの宗教が本物か、ってい

う、宗教間の競争も、あまり意味がない。

「たかだか、宗教じゃない」って。ただ、

自分が所属するところで、それがフィット

すれば、それはそれで良しとすればいい

じゃない。だけど、それを人に押し付け

たり、広めようとしたりっていうのが、

ちょっとまずいのじゃないって。人は宗教

によっては救われない。逆に言うと、宗教

に熱心になればなるほど、権威主義的にな

らざるを得ないし、権威主義になれば、そ

の裏は、差別と偏見が必ずくっついてくる

し。

　　　だから、宗教を持っている人も、人を人

として関わる。キリスト教の我田引水じゃ

ないけど、そっちサイドから言えば、隣人

を必要としている人の隣人に私たちがきち

んとなる。それだけで十分。それによって

解放が生まれていく。お互いに解放されて

いく。そんなふうに思っています。同じだ

な、と思いました。

F　：もう、何十年前にもなります。『マチウ

書試論』で、一番頭に残っているのが、宗

教的な特徴っていうのは、観念の絶対性、

という。その辺がどうしても突き崩せな

い。数十年前に読んだ本が未だに頭に残っ

ている。そういうイメージで捉えるしかな

いかな、宗教というのをですね。キリスト

教に限らず。そういうところは、親鸞を読
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んで解体していくところが意外とおもしろ

い。今は、全く親鸞の心を知らず、そうい

う言葉を述べたと思うのですけども。そう

いうのが全部、権威主義的な。親鸞という

のは、別に寺もいらない、と。自分が死ん

だら、その辺へ放っておけ、と。そういう

ふうな考え方が全然違って、逆に人を縛っ

ていくようなかたちになっているので。

色々あるのですけど。そういう流れで、先

生に非常に近いかたちかな、と僕も思った

のですけども。

６．共感からの支援と宗教的支援

EE：ちょっといいですか。

　　　数年前に、野宿者の全国調査をやりまし

たね。あの頃に、初めてそういう、全国に

散らばっている支援団体の人たちといくつ

か会ったりしたのですけど、多くはやっぱ

りキリスト者が多いのですよね。圧倒的に

多いですよね。しかも、結構大きな規模の

プロジェクトを組んで、色んなかたちで

やってはる人がいてはりまして。

　　　その中で色んな代表の人たちと話してい

た中で、僕は常に、動機って一体何なのだ

ろうって。要するに、野宿者を支援する動

機っていうのは、一体何なのだろうってい

うのが、僕、常にありましてね。たまた

ま、お話聞いている中で、支援活動をして

はる動機って何なのですかって聞いたので

すけど、「私はキリスト者だから」って言

わはるんですね。キリスト者っていう、あ

る種宗教者としての立場でしか、野宿者問

題をできないのか、と。逆にね。そういう

疑問が常にあって。

　　　僕自身は、キリスト者でもないし、仏

教っていう、深いところもあまり見掛けら

れないし。でも、一体、自分の動機は何か

なって思ったら、やっぱり、自分は同じよ

うな目に近いことが経験としてあって、そ

こから一つの共感みたいなところでね、出

発しているっていうところがあるわけです

ね。それが聞かれなかったのですね。

　　　　

　　　宗教っていうのが、人を助けるものかど

うかっていうのは、まだ僕はよく分からな

いのですけど、その野宿者の問題に関して

言えば、そういう支援団体の方たちは非常

にたくさん参加されていて、しかも、結構

精力的にやってはって。でも、その動機っ

ていうのが、言うたら、宗教を一つの手

段にして、言わば社会的な支援をやっては

るっていうのが、どうも自分としてはもう

一つ、フィットしないのですよね。

本田：本当、そうですね。夜回りする場合も、

おにぎり部隊って言ってね、婦人会なんか

が、せっせせっせとおにぎりを何百個って

作って、そんな体制は割かし、すっと組

む。

　　　だけど、そういう人たちも、その教会全

体からいったらごく一部のはねっかえりな

んですよ。貧しい状態に置かれている人た

ちと関わるっていうこと自体が、体制を危

うくするっていうかね。平和な、そこそこ

中流で楽しめるサークル活動なんかが、そ

れに水差されるみたいな。

　　　だから、基本的に言えば、ああいう関わ

りをしている人たちも、変な目で見られて

いる。だけど、変な目で見られていながら

も、何でやるのっていうのはね、やっぱ
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り、どこか、愛の実践とかね、そういう、

間違った意味での、強迫観念みたいなもの

がなきにしもあらず。

E：釜の中では、結構、炊き出しの活動とか、

たくさんありますね。僕は、あれに対して

も、すごく疑問に思っているのです。一つ

は、本田神父の言葉で言えば、小さくされ

た人たちだとは思うのですが、ただ、彼ら

の自立っていうのは本当はどこにあるの

かって考えた時に、場合によって、炊き出

しがあちこち行くところを大体チェックし

ておけば、大体一日、飯は何とか食えるや

ろ。仕事もしたくないんだ、せんでもええ

んや、みたいな人たちが結構いてたんです

よね。

　　　むしろ、炊き出しをすることで、彼らの

足を引っ張っているんちゃうか、と言う

か。それは愛でも何でもなくて、逆に施し

じゃないかっていうのが常にあるのです

ね。

　　　皆さんに大変悪いのですけど、僕は、西

成の釜ヶ崎から、住宅、生活保護を受ける

時は違うとこに行こうよ、っていうこと

で、皆を違う方向にね、釜からは外させる

ように、今、しているのですよね。逆に彼

らを非常に釜ヶ崎的スタイルにしちゃう。

それが僕はすごく気になっているのですけ

どね。一番、おおもとでやってはる神父さ

んたちには申し訳ないのですけれど、その

辺が。

本田：同じキリスト教という名前は付いていて

もね、全く、やること、人の尊厳を崩して

いっているだけじゃないってね。まして、

相手がひもじい思いをしているところで炊

き出しをして、それにセットで礼拝に参加

させる、みたいなね。そういうセコいこ

とをやっていること自体が、何考えてる

の、って。だから、釜ヶ崎キリスト教協友

会っていってね、一応9団体入ってますで

しょ。キリスト教協友会の最初に作った規

約ははっきりしているのです。釜ヶ崎で、

我々は伝道活動をしないっていうね。信者

をつくるのじゃないんだ。それは健全な選

択だったな、と思っているし、それが今、

周辺の中にも出てきている色んなキリスト

教の教会。炊き出しで釣って、集会に何人

参加したか、それを本部に報告して、また

本部からの援助金をもらう、みたいなね。

そんな仕組みみたいですからね。それは

ちょっと違うな。

川浪：すみません、そろそろ、お時間になって

しまって残念なのですけれども、先程も申

し上げましたように、12月はお休みいた

しますので、また1月に。まだ講師の方は

決めていません。また、お菓子も決めてい

ません。

　　　今日は、せっかく黄緑の紙にメッセージ

を書いてくださった、製作者、Jくんとい

う、ココルームという釜ヶ崎のところのカ

フェで、木曜日にお菓子とかお料理とかを

出してますんで、また行ってあげてくださ

い。彼は、切々と、11月25日ということ

で、いわゆるクリスマスに向けて、ドイツ

ではこういうシュトーレンを食べてクリス

マスを迎えていくっていう、そういう時期

でですね。

　　　今日は私も演出しまして、鹿のローソ

ク、トナカイか。奈良の大仏とごちゃまぜ

になってる。そういうもので、ローソクで

雰囲気を盛り上げてしたが、果たして盛り
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上がったのかな。また、よろしかったら、

お菓子を食べに来るだけでも結構ですの

で、また来て下さい。ありがとうございま

した。
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１．ブームとしての阿修羅像

川浪：どうも、こんばんは。６時半の定刻を回

りましたけれども、阿倍野religion-cafe、チラ

シにreligionって英語で書いたら、なんのこっ

ちゃ分からんと言われて、何って言うのも読め

ないので、宗教と言う意味なのですけれども、

新しいチラシからは下に「宗教カフェ」と、漢

字で書くようにしました。

　本日の講師の先生は、前回に引き続き、泉大

津から来ていただいております、浄土真宗の東

本願寺の方なのですけれども、ご住職で戸次公

正さんです。「戸次」（とつぎ）」と書いて

「べっき」と読む、なかなか珍しいお名前でご

ざいますけれども。

　前回はですね、第一回目ということで、戸次

さんが、ご自坊で試みられている、現代日本語

訳で読む法事、というようなことでお話してい

ただきまして、今回は、３月から東京の方の博

物館で本当に大評判になって、160万人くらい

の方が見ておられるという、今は九州の方に

回っているんですけれども、阿修羅像というも

のがありますね。仏教の中でもですね、阿修羅

というインドの神様をですね、守り神というか

守り仏として、ヒンドゥー教から、インドの神

様なんですけど本当は、仏教の守護神になった

阿修羅という像を中心にしてですね、お話をし

ていただこうと思っております。

 大体一時間程お話をしていただきまして、一

階の方で、お茶とお菓子ということで、皆様に

受付でお伺いしている飲み物と食べ物をサービ

スいたしますので、またよろしくお願いいたし

ます。

　それでは早速、戸次先生にお話いただきま

す。

戸次：こんばんは。今日で二回目ですけれど

も、初めましての方もいらっしゃいます。前

回、日本語で読むお経、法事で読むお経の話を

させていただきまして、色んなご質問とかご意

見もあったんですけれども、一緒に楽しく過ご

して、後のお茶とお菓子がおいしくって、私、

今日もまたそれを楽しみで。私は、今日はシ

フォンケーキが出るっていうので、私は資本主

義者でしてね、ケーキはシフォン主義が、私シ

フォン大好きなのです。だから、今日は後を楽

しみにしながら、お話をしたいと思います。

　たまたま、この間、前回話した後ですね、朝

日新聞の文化欄の記者から電話がかかりまし

て、どこで聞いたのか知りませんが、東京の人

Ⅱ.宗教と非言語表現

「浄土真宗入門Ⅱ　 ｰ阿修羅像のバックグラウンドを知る ｰ」
2009.9.22（火）　18:30 ｰ21:00

■講師：戸次公正（べっきこうしょう）さん
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ですけれども、「あなたは日本語で読むお経っ

ていうのをずっと20年来やっているそうやけ

ども、そのことを書いてください」と。「記事

にしますから」と言うてくれはってですね、

それで原稿を書いたんですけれども、多分です

ね、今月の24日、お彼岸の時期に２４日の朝

日の朝刊に、そんなに長い文章じゃないですけ

ど、前回お話したようなことをまとめたような

ものが載ることになっております。良かったら

またご覧になってください。オピニオンという

欄ですね、朝日新聞の。

　さて今日は、阿修羅のお話なのですが、実は

私は阿修羅というものに魅せられていまして、

ずっと、長年、阿修羅のことを調べたり考えた

りしてきましたんで、阿修羅のことを語るぶん

には、５時間くらい要るんです。ですけども、

今日は凝縮してお話していきたいと思います

し、今、ブームになっている阿修羅ということ

の背景と言いますか、土台にどんなことがあっ

たのか、ということを皆さんにお話をして、ま

た、皆さんからも色々質問やご意見やご批評を

いただきたいと思いますので、よろしくお願い

いたします。

　これもたまたま、私毎月、『月刊同朋』とい

う雑誌に連載を持っていまして、そこでたま

たま来月号、10月号で「阿修羅の琴」という

エッセイをそれで書いています。それが短い文

章ですから、今日の話の背景になりますから、

レジュメ代わりにこれを皆さんにお配りします

ので、ちょっと回していただけたらと思いま

す。それを見ていただきながら話しますと、字

や言葉なんかもちょっと補足できると思いま

す。

　折々、その、今配っております紙のエッセイ

を見ながらお話しますが、前置きといたしまし

て、今、大変な仏像、菩薩像などのブームです

ね。あのブームっていうのは、私は、一体どう

いうことなのかと考えさせられているのです。

もちろん私も、仏像とか菩薩像、ああいうもの

を見に行くのが好きですし、関心は深いのです

けれども、ただですね、今のブームのずっとも

とになっているのは、昔を辿れば和辻哲郎とい

う哲学者が、戦前から戦後にかけて、『古寺巡

礼』という本を書かれて、これは大変ブーム

になってですね、あの場合の『古寺巡礼』は主

に大和の、奈良の方のお寺巡りから始まるので

すけども、そういう歴史的なお寺の佇まいにお

いて、という、それを一つの哲学的、風土と哲

学の時代空間で論じるというなかなかすごい本

だったのですけども、それがやっぱり、今の仏

像ブームの根元にあると思いますね。それ以前

は、お寺で仏像を見るというのは、拝ませてい

ただくというのはあっても、美術品、文化財と

して見るっていうことはなかったのです。

　外へ出すのは初めて、明治の始め頃にフェノ

ロサという人が、岡倉天心なんかと出会って、

その人たちが日本全国の仏像や菩薩像を調査し

て、秘仏として、普段はお見せできない、そう

いうものを、例えば百済観音とか、あんなの

も、お寺の側では、そんなものは見たり写真を

撮るものではないんだ言うて、と拒否してい

たものを説得して、見てもらうようになった。

そういうところから徐々に、仏像とかお寺の佇

まいへの関心が、明治から大正にかけて開いて

いくのですけども、今言った、昭和になって、

和辻哲郎の『古寺巡礼』がブームに火をつける

わけですね。だから、そんなに昔からあった話

じゃないのです。

　今のブームの火付け役と言うたら、みうら

じゅんですね。みうらじゅんの『見仏記』とい

う、これもおもしろい本なのですけれども、こ
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れも大変ベストセラーになりましてですね、今

は文庫本にもなって、３冊か４冊出ていますけ

れども、これが火付け役ですね。みうらじゅん

という人は漫画家でもありエッセイストなの

ですけれども、何でもやる人で、特に子どもの

頃から仏像が好きという変わった人だったので

すね。それで、いとうせいこうとみうらじゅん

が一緒に、仏様を見る自分の大好きな、自分に

合った仏様に出会う旅をする。それを本にして

いった。これがまた割りと、裾野の狭かった仏

像やお寺巡りフェチに、燻りを入れて、お寺へ

行ったり、仏像見たりするのんって意外とおも

しろいんやないの、みたいなところから、じわ

じわーっとこう、ブームになっていったんです

ね

　その他にも、最近では、はなさんとかです

ね、ああいう人たちがエッセイを書いたり仏像

巡りをしたり。仏像ナビゲーター、仏像ガール

廣瀬郁美っていう人も出てきていますね。上智

大学を出て、そこで文化人類学か何かやったの

ですか、仏像に関してメチャメチャ詳しい仏像

ナビゲーターとしてあっちこっちで講演もし、

ひっぱりだこの、２６歳か２７歳の若い女性で

すけど、そんな人まで現れて。

　でも、私はなんかちょっと解せないところが

ありまして、仏像とか菩薩像っていうのは見に

行くっていうよりも、本来それを私たちは拝み

に行くっていうものだったのが、見に行くって

いうことになると、美術品、鑑賞の対象になっ

てしまう。礼拝の対象から鑑賞の対象になって

いくのには、だいぶ違いがあるのじゃないかと

思うんです。

　仏教の歴史っていうものをずっと辿っていき

ますと、遡れば、お釈迦様が２５００年現れて

亡くなった。それからしばらくはずっと、お釈

迦様はお経の中で予言しているんです。５００

年ごとに仏教は衰退していくだろう、と。昔の

時点で500年ですから、だいぶ衰退しきってい

るのですね。衰退しきった頃には、世の中に、

私こそ仏だ、私こそ最終解脱者だとか、私こそ

現代のブッダだ、という、仏様を名乗る者が

いっぱい現れるだろう。だけど、全部それは偽

者だから気を付けなさいと、ちゃんとお経に書

いてあるんですけどね。

　そういうことを予言していく中で、お釈迦様

の弟子たちは始め、お釈迦様の姿を仏像に刻ん

だりはしなかったのです。あまりにもすごい、

人間を超えた畏れ多い存在だったので、法輪の

マークだけ描いていた。法輪っていうのは、お

釈迦様が法を説いて展開していくのを、車輪が

グルグルっと回っていくかのように、教えが広

がっていくっていうので、法の輪、法輪とい

う、それを仏教のシンボルにして、作ったり描

いたりしていた。

　お釈迦様の姿そのものが描かれるようになっ

たのは500年くらい経ってから徐々にです。そ

れもずっとインドから向こう側の、アフガニス

タンとか、シルクロードの道すがら、ギリシャ

の神話に出てくる神々、それと仏教との出会い

の中で、仏教でも、ああいう神々のようなアポ

ロン像のような、ああいうお像を作ろうという

のがまたブームになるのですね。

　ブームになるのは、それだけ私たちがブッ

ダ、お釈迦様から遠ざかってしまった。そして

500年ごとにその精神が見失われ、だんだん形

骸化していく。形だけのものになっていく。で

も、その形を通してしか、今われわれは、仏様

の教えに会えなくなっている。とても悲しいこ

とだけど、せめて形で、お釈迦様や菩薩の姿を

刻んで、それで仏教に出会う一つの手がかりに

しよう、そういう風に悲しみの中から、深い喪
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失感と悲しみと、そしてだんだんだんだん、お

釈迦様から遠ざかっていってしまって、何が真

実か分からない、そういう絶望感、未来への危

機意識の中から仏像っていうのはつくられてく

るわけです。

　だから、仏像っていうのはそういうことか

ら、誕生してきましたので、そういう意味から

言いますと、今なぜ、これが、仏像がブームに

なって、一つの心の癒し、みたいな風にされる

のだろう。その中には何か、世の中の大きな歪

みがそのまま、歪んだおかしな不正義な世の中

を、そのまま、そのことと闘うのじゃなしに、

何か、ちょっと、安らぎとか憩いを求めて仏像

に心を慰める。それも大事なのですけども、そ

のことで何か、本当の怒りを見失った、牙を抜

かれたりしている、そういうものに、仏像が

ブームという形で、仏像までもが、宗教までも

が利用されているような感じも私はして、淋し

くてならないわけです。それは、私の感じ方と

か、受け止め方ですから、また皆さん方の思い

も、仏像とかお好きでしたら、聞かせていただ

きたいと思います。

　さて、今日は阿修羅です。ブルータスで「阿

修羅会えた？」という特集号が出まして、これ

がね、すぐ売り切れて、これ滅多に手に入らな

いのですよ、なかなか。私持っているのですけ

ども。「欲しいー！」と言われるのです。「何

万円でも買う」言うてね。そのくらい、やっぱ

り今ブームになっているのですが、阿修羅、何

でやろうかな、と思って。ミニチュアまで出て

いますよ、阿修羅像のこんな小さいの。６万円

するのですけど、もう即完売して、私も欲しい

のですけど、簡単に手に入らないそうですね。

　阿修羅のどこがいいのだろう、それにして

も、阿修羅って一体何なのだろう、ということ

を今日はお話をしてみたいな、と思っていま

す。

２．阿修羅との出遇い

　さて、このレジュメをもとにちょっと話をさ

せてもらいますと、私が阿修羅というのと出

会ったのはね、いつかと言いますと、生意気な

ことに小学生の頃なのです。私小学校三年生く

らいまで、ものすごく引っ込み思案で臆病で、

内弁慶の子どもだったのです。学校へ行くのも

怖い、嫌だった。行っても、早く帰りたくて仕

方がなかった。弱虫だったのですね。

　ところが、三年生の時の小学校の担任の先

生、青山良次先生と言いましたけれども、この

先生と出会ったのがきっかけで、私は自分が変

わるのです。この先生は勉強を教えるのも熱心

でしたけれども、あんまり勉強、成績を上げる

ことだけが、私のやり方でない、というので、

毎週一回、童話を読み聞かせてくれたのです

ね。童話の朗読。その、色んな童話です。イ

ソップ物語から始まって、グリムの童話、そし

て小川未明とかですね、聞いたことあると思い

ますけども、日本の童話作家も外国のアンデル

セン、アンデルセンというものに出会いまし

て、すごく感動しましたねぇ。『人魚姫』の話

とか、『マッチ売りの少女』とか。

　その中でも宮沢賢治の童話を聞いたのが非常

に大きかったですね。『風の又三郎』とか、

『銀河鉄道の夜』とか、ああいうのを聞きなが

ら、宮沢賢治っていうのにすごく惹かれていく

のです。そして宮沢賢治の書いたものをまた読

んでみたいと、小学校五年生くらいになった

ら、生意気なガキですので、本屋へ行って、探

して。その時に手に入るのは、岩波文庫から出

ていた、宮沢賢治詩集とか、宮沢賢治童話集。

それを、細かい字で難しいのに、なんとなく
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買ってですね、読む。

　特に宮沢賢治の詩集が、『春と修羅』でし

た。その時まだ、その修羅、『春と修羅』の修

羅が阿修羅のこととは知らなかったのです。

「俺は一人の修羅なのだ」という有名なくだり

があります。けれども、その詩を通して、私

は、修羅というのが一体何者なのかよく分から

ないままですね、宮沢賢治という素晴らしい童

話作家が、詩集では自分のことを、涙流した

り、歯軋りしたり、怒ったり、悲しんだりしな

がら生きている、私は一人の修羅なのだ、と名

乗って、この修羅って何やろうと思いながら、

ずっときたわけですね。

　で、高校生くらいになった時に、ああ、この

修羅っていうのは阿修羅のことなのだ、という

ことがだんだん分かってくるのですけども、そ

の時分から、阿修羅というものに大変私は興味

を抱くようになって、あちこち、それこそ興福

寺の阿修羅像を見に行ったのも、初めて見に

行ったのも大学生になったくらいの時ですね。

それ以来何度、あの興福寺の阿修羅を見に通っ

たか分かりませんけども。

　それとその、書いたものの中にも、真ん中下

の段に出てくるのですけども、親鸞、浄土真宗

を開いた親鸞という人が、自分の書物の中で、

「阿修羅の琴」という喩え話を出しているので

す。そのことを下にちょっと書いているのです

けどね。これでますます阿修羅のことが気にな

り出しまして、この下の段を見ていただきます

と、下の段の、右側の下の段の真ん中らへん、

「さて、親鸞聖人は「阿修羅の琴」という喩え

によって「他力」とは何かを説いた「他力」と

いうのは、自力と他力という、あの、宗教の

世界ですね。「他力とは、如来の起こされた本

願力のことである。それは阿修羅の琴が、誰も

弾く者がいないのに自然に演奏されて聞こえて

くるようなことをいう」と『教行信証（きょう

ぎょうしんしょう）』、そういう書物を親鸞さ

んは書いています。

私なりに解釈しますと、「他力とは、法蔵菩薩

の本願のはたらきをいう。それは現実離れした

内面世界のことではない。この我らが抱えもつ

現実の問題を、身をもって受けとめ、そこに広

く深い宗教的課題を洞察し見出していこうとす

る姿勢である。その願いが念仏となり、私にま

でひしひしと伝わり、今を生きる私を衝き動か

すのだ。それはあたかも阿修羅の琴のような力

で思いかけずせまってくる」こういうような解

釈をしてみたわけですね。

　後で言いますが、その阿修羅の琴っていうの

はどんな楽器なのか、これも興味があってです

ね、あちこち探すのですけども、実は、阿修羅

の像を描いたものや、阿修羅の像を彫刻したも

ので、琴を一緒に描いたり置いたりしているも

のはひとつもないのです。阿修羅はそんな琴な

んか持ってない。なのに、なぜこの仏教の古典

の中に阿修羅の琴っていう、これは親鸞さんが

引用しているのは、孫引きくらいでして、ずっ

と古く、『大智度論（だいちどろん）』という

インドから中国にかけての仏教の専門書にこの

話が、もとは出てくるのです。それを親鸞さん

は孫引きしてはるのですけども。

　それにしても「阿修羅の琴」っていうことに

ついて解説した本も、阿修羅のことはいっぱい

書いてあります。阿修羅の持っている琴ってい

うのはどんな琴なのか、私興味持ちました。ビ

ルマの竪琴のような、あのたて琴なのか、アポ

ロンの弾いている竪琴のようなものなのか、

ハープみたいなものなのか、それとも中国の琴

なのか、韓国の伽揶琴（カヤグム）っていう琴

なのか、色んな琴も調べたのですが、琴の歴史

を調べたり、美術、音楽としての琴、工芸品と
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しての琴のことを調べても、阿修羅と結びつけ

る資料は何もないんです。

　それでいよいよ気になったのですけれど、誰

に聞いてもこれは教えてくれないし分からな

かった。それで自分で探して、ああこういうこ

とやったんか、というのを、その中に結論で最

後に書いているので、今日の話の締めくくり

は、一体、阿修羅の琴とは何だったのか、とい

う話で終わりたいと思います。

３．阿修羅とは誰か

　その前に阿修羅というのは一体どういう人

か。

　皆さんは六道ということを聞いたことがあり

ますかね。六つの道。六道の辻とか、六地蔵。

仏教の教えでは、広く、六道輪廻ということを

言います。六道というのは、六つの道を私たち

は日々、へめぐっている。これはちょっと書い

ていませんのでね。でも、聞いたら、ああ、聞

いたことあるわ、と。六道、六つの道は何なの

か。地獄、餓鬼、畜生、人、修羅、天。地獄、

餓鬼、畜生、修羅、人、天と言ってもいいので

す。言い方は色々あるのです。地獄、餓鬼、畜

生、修羅、人、天。覚えてください。口ずさ

んでみてください。地獄、餓鬼、畜生、修羅、

人、天。

　地獄というのは、地獄です。最も、非人間的

な引き裂かれた状態。戦争や殺し合いによっ

て、人間が人間であることを見失ってしまっ

た、一番悲惨な状態が地獄のような世界です。

だから、何か色んな、厄介なことで困難な時や

苦しい、例えに全部、阿鼻叫喚の地獄とかです

ね、言葉を使います、受験地獄と言ったり、交

通地獄と言ったり。そういう、どうしようもな

いくらい、人間性が奪われていく状態のことが

地獄。地獄のことも、これは『地獄の思想』と

いう、梅原猛さんが一冊の本にするくらい、豊

富な内容がありますので、また興味のある方は

ですね、『地獄の思想』というのは中公新書か

ら出ています。そんなので調べてもらったらお

もしろいのですけども。

　餓鬼っていうのは、餓鬼道と言いまして、子

どものことをガキと言いますね。このガキ！っ

ていう、あのガキです。餓鬼というのは、人間

の形をしているのですけども、口が小さくっ

て、ガリガリに痩せて、おなかだけぼこっと膨

れた姿として、『餓鬼草子』というものに描か

れたりしているものですね。つまり、食べたい

のに食べられない、飢えている状態、飢えて食

べたいのに食べ物を与えられて食べようと思っ

たら、それがぱぁっと火になってしまって、身

を焼いて苦しむ。現代では過食とか拒食とかに

もつながるのですけども、餓鬼。子どものこと

をガキと言うのは、いつでも何か食べ物欲し

がって、お父ちゃんやお母ちゃんに、このガ

キ、と怒られているからガキと言うそうです

ね。だから、餓鬼という一つの状態です。餓鬼

のような状態に陥るのを餓鬼道におちた、と言

う。

　畜生と言うのは、地獄、餓鬼、畜生。これ

は、犬や猫や獣、家畜。ちく、しょう、ですか

ら、畜は家畜の畜。蓄えられ、養われて生き

る。つまり、奴隷状態です。人間に飼われてい

る。いつでも紐や鎖がついている。一定の場

所から動かせてもらえない。でも、その境遇に

満足させられて、いつの間にか自分が奴隷であ

ることを忘れてしまっている状態が畜生なので

す。私たちもひょっとしたら、会社とか、あら

ゆる人間関係とか学校とか、色んなものに縛ら

れて、縛られていることにすら気が付かない。

国家とかですね、大きな絆の中で知らず知らず
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のうちに畜生になってしまっているのかもし

れない。そういう状態のことを、私たちの日

常の中で、朝から晩まで、地獄、餓鬼、畜生が

しょっちゅう起こっているわけです。

　そして、修羅が出てきます。修羅は、阿修羅

の略ですね。修羅は、いつでも怒り、戦ってい

る状態です。なぜ、修羅が戦って怒るのか。そ

のことは後でもうちょっと、阿修羅のことだけ

詳しく言いますけれども、私たちも日常生活の

中で、「修羅場を踏む」と言ってですね、仕事

であっても、人間関係であっても、お互い命が

けで戦う時は、顔が変わって修羅の相になるの

ですよ。怖い顔になる。でも本当は、人間同士

もっと結び合って、睦み合いたいのに、お互い

背き合ったり、不安になってかえって傷つけ

合ったりする。で、悲しくもなる。怒りも湧い

てくる。そういう状態が阿修羅なのですね。そ

れを修羅と言います。修羅道に私たちも堕ちる

ことがある。

　人、天と言うのは、人は人間の、人間らし

く、やっとほっと一息ついて、自分自身の人生

を考えたり、他者と自己との関わりを考えた

り、この社会の中で一体どういう生き方をすれ

ばいいのか、ということを、人心地ついた、

人間としての生き方を、落ち着いてもってです

ね。だから、人間という状態に心がいかない

と、宗教というもの、仏教というものには関心

は持てないのです。地獄、餓鬼、畜生に堕ちて

いたら、そんなもん、宗教やそんなどころじゃ

ないのですよ。こっちの方がカンカンになって

おって、修羅でもそうです。人間という状態を

私たちが、ふっと我に返って保つ時に初めて、

真実なるものを求める心が起こってくる。いつ

でもそこに呼び覚まされる。でも、それをまた

忘れていってしまう。

　天というのは、神様のこと。神々の世界のよ

うに、天上。天上というのは、あらゆる快楽、

欲望が満たされた状態。天上人のような。天国

にも昇る、天にも昇るような。天という世界に

も、色んな段階があるのです。仏教では、ずっ

と、天の段階を下から上まで言うてまして、一

番てっぺんを、有頂天と言うて、間に兜率天

（とそつてん）という天があるのですね。有頂

天というのは、我々でも、鼻高々になって、有

頂天になる状態に使われる、あの天は仏教の世

界ではちゃんと天上界であるのですね。もう有

頂天にならざるを得ないような、最高のいい気

持ちの時です。私も、その天が好きですから、

時々、わざわざお金を出して天を味わいに、有

頂天になりに、行きます。綺麗な女性がおる所

でカラオケを歌って、わぁ素晴らしいと褒めて

もらって、あるいはお酒飲んで有頂天。でも、

その天はあっと言う間に冷めるのですね。で、

冷めたら地獄へ堕ちる。

　そういう、地獄、餓鬼、畜生、修羅、人、天

という六つの、人間の心の状態、身の状態をぐ

るぐるぐるぐる、いつでも回っている。それ

は、迷いの世界だ、と。皆迷いの世界だ、と。

天の神々の姿も、迷いの世界なのだと。その迷

いの世界から、絆を断ち切って、その六道を輪

廻している、ハリネズミのように、ハツカネ

ズミのように、ぐるぐるぐるぐる、同じところ

を、地獄、餓鬼、畜生、修羅、人、天という世

界だけを回っている絆から断ち切れて、一歩

出るのを、六道輪廻の世界から、悟りの世界

へ。悟りの世界に出た人のことを、声聞、縁覚

（しょうもん、えんがく）とか、菩薩と言うの

です。そして、最高に悟ってしまった人を、

仏。仏さんだと言うのですね。

　だから、私たちも皆、自分がいつまでも人間

という世界でやっと、そういう悟りを求める心
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にちらっと出会えるのですけども、そこから六

道を一歩出るチャンスを皆、私たちは待ってい

るわけです。その姿を、私たちに忘れないよう

にするために、昔の人たちは知恵を働かせまし

て、六道の辻というのを決めました。

　京都に鳥辺野山って、斎場へ行く途中に六道

珍皇寺というお寺があるのですけれども、あそ

こに六道の辻というのを作ります。それが盛ん

になって、江戸時代になってからは全国各地ど

こでも、この町でもどっかあると思います、六

道の辻、ほんまに六道の辻っていうのはどこ

行ってもあるのですよ。建築とか、都市計画

やってはる先生方の前でこんなん言うたら失礼

ですけれども、不思議なことにちゃんと配置さ

れて。京都なんか特に、そういう霊界みたいな

のありますから、いっぱいあるのですけども、

どこの土地にも、六道の辻と言うのは、道が

ちゃんと六つになっているのです。交差点だけ

やなしに、そこにも六つくらい道がちゃんと

なっているとこ、必ずどんな町にもあるはずで

す。

　その辻に、たいてい、昔はお地蔵さんが六体

置かれておりました。これが六地蔵。六地蔵と

いうのは、地獄、餓鬼、畜生、修羅、人、天な

のです。その、迷いの姿をへめぐっている私た

ちを悲しんでお地蔵さんが、子どもを慈しんで

助けるように、お地蔵さんの姿になって、あな

たは今、地獄に堕ちているのと違いますか、あ

なたは今、餓鬼道に堕ちているのと違います

か、と、私たちの心に呼びかけながら、そっと

励ましてくれる。で、人間の心を取り戻しなさ

いっていうことを教える、そういう役割を果た

していたのです。

　この頃、六道に六地蔵っていうのは少なくな

りましたけれども、やっぱりどこの地方へ行っ

ても、あります。日本だけやない、これは、も

とは中国から来ますから、朝鮮、中国、アジア

にも、そういう六道の辻や六地蔵っていう信仰

は、民間信仰としていっぱいあるのですね。

　それで、これは余談ですけれども、あのお地

蔵さんっていうのは、だからと言って、あんま

り、子どもを救ってくれる救い神みたいに思っ

ていますけども、実は、あれはなかなか、怪し

い存在なのです。気をつけないといけないので

す。お地蔵さんっていうのは実はね、何でも仏

教では仮の姿、この世に現れた時の仮の姿と、

本体はこれや、と言うのがあるのです。だから

神社の神さまでも、和歌山の熊野神社にましま

す、熊野権現という神様は、日本に仏法を興隆

させるために生まれた阿弥陀如来の化身である

という信仰がずっと昔からあるのですね。そう

いう本体がある。本体は仏。菩薩。それが人間

の前に、親しいお地蔵さんとか色んな神さんの

姿で現れていると言うのですね。

　じゃあお地蔵さんの本体は何なのか。聞いた

ら、びっくり。閻魔大王なのです。閻魔さん。

閻魔さんと言うと、裁判官みたいな人です、怖

い顔したですね。地獄へ堕ちた人を、死後の世

界、三途の川を越えて、閻魔大王の閻魔帳に記

された者が、生前、どんないいことをして、ど

んな悪いことをしたか、閻魔さんが全部調べ上

げてですね、お前は地獄行きだ、お前は餓鬼道

へ堕ちるとか、また言うのですね。お前は人間

に生まれる。お前は極楽浄土へ生まれるだろ

う、とか。

　考えてみたら、閻魔大王は何でそんなによく

知っているんや、と。ビデオテープで撮ったか

のように、色んな人の過去の行いを全部知って

はってですね、嘘を言うたら、「ああ、嘘を言

うてもあかん、分かってるお前のことは全部。

ほら、見てみぃ」って大画面に映し出すので

すよ。だからそれが、浄波璃の鏡と言ってで

すね、大きなテレビの大画面みたいなのがあっ

て、地獄に置いてあるのです。そこへ全部映し
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出されて、「恐れ入りました」って言うて。た

いていの人は悪いことしかしてないのですね。

あんまり、ええことした人は滅多にいない。

　何で、でも、知っているのだと言うたら、今

言ったように、お地蔵さんを閻魔大王は自分の

化身として六道の辻に置いて見てはるのです。

だから、人間の世界に置いて、閻魔大王のスパ

イですわ、地蔵菩薩。だから気をつけないかん

です。昔から、村の外れのお地蔵さんは、いつ

もにこにこ、見てござるって言うでしょ。見て

ござるっていう歌は、そういうことを分かった

上で、閻魔大王として、こっそりと私たちがい

いことしてるか悪いことしてるかを見てござ

る。という、そういうのが、閻魔大王のスパイ

が、お地蔵さんなのですね。

　ちょっと脱線しましたけれども、そういう六

道の辻というのがあって、地獄、餓鬼、畜生、

修羅、人、天。その巷を生きている私たちを導

こうとしているわけです。

４．三つの顔の表情

　さて、阿修羅といったら、その中でも戦いの

神様なのですが、阿修羅のことを調べるのに、

色んなことをやっていましたけれども、たまた

まですね、河内長野と和歌山の間に金剛山とい

う山がありまして、その山の中腹に、観心寺と

いうお寺があります。真言宗の素晴らしいお寺

です。行ったことがある人もいらっしゃると思

いますが、観心寺も素敵なお寺ですから、私は

何度か行ったのですけれども。

　行った時に、観心寺の門前に一軒の茶店があ

るんです。その茶店に看板がかかっておって、

「阿修羅窟」って書いてあるんですね。えっ、

阿修羅窟。阿修羅の洞窟。えらい名前をつけて

あるな、と。あんまり、日本全国どこ行って

も、阿修羅の喫茶店ってないやろう。ひょっと

したら阿修羅がやっているのと違うかと思っ

て入っていったら、阿修羅みたいな顔した怖い

おっさんが出てきましてね。で、まぁ、そこの

わらび餅がおいしいのですわ。日曜しかやって

ないのです、今でもね。日曜日だけやっている

のですけども、ここのわらび餅最高ですよ。お

茶でわらび餅を食べたら。で、食べながらその

店の主人に、「ここ、なんで阿修羅窟と言う

んですか、何か阿修羅と関係あるんですか」と

言うたら、「実はわしが阿修羅やねん」。「え

え、ほんまかいな」と思いましたけれども、

「わしは阿修羅が好きでなぁ、あんたも阿修羅

好きなんか」「ええ、そうなんです」「そう

か、そんならお前、話聞かせたるから、部屋へ

来るか」言うて、奥の座敷へ通してもうたら、

広い座敷が書斎になっておって、ものすごく膨

大な本があってですね。じつは在野の仏教研究

者（佐藤任氏）なんですね。高野山大学を出

て、仏教、特に阿修羅の研究で一冊本を書いて

いるくらいの人なのです。『悲しき阿修羅』と

いう本まで書いている、すごい人でして、もっ

と、この人の専門はアーユル・ヴェーダとい

う、インド医学なんですね。それでいっぱい本

やら論文も書いている。いやぁすごい人がこん

な所におるものやなぁと思って、ただもんやな

いなぁと思ったのですが、「いやいや、わしは

ただの茶店のおやじや」言うて、やってはるの

ですね。

　それで、阿修羅のことを色々教えてもらった

のですけども、そういうのを色々総合して言い

ますと、阿修羅っていうのは、ここにも書いて

いますように、

「阿修羅は、もともと善神・太陽神だった。そ

れがいつしか悪の代表とされ、テロリストのよ

うに呼ばれるようになる。そのいわれを尋ねる

と、アーリアンに侵入され故郷を追われた先住
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民アスラの姿が浮かび上がる」とこう、まとめ

て言えばですね。

　アーリアンと言うのは、ヨーロッパ系の人々

のことをアーリアンと言います。「アーリア

ン」という言葉、意味は、「高貴な人たち」と

いう意味だそうです。インド、イラン、ヨー

ロッパ族の人々が、インドへ、インド亜大陸へ

侵入してくるわけです。そしたら、インダス文

明をコツコツと築いてきた人民はですね、アー

リア人によって追放されるのです。その先住民

がアスラと呼ばれた人たちなのです。これは歴

史的なことで本当のことですね。

　それから、歴史的には先住民であった、イン

ドのアスラ人は、激しい抵抗をするのですが、

その後にインドラの率いるアーリアンによって

滅ぼされてしまった。インドラと言うのは帝釈

天のこと。帝釈天っていうのは、柴又帝釈天、

寅さんの世界でご存知の、あの帝釈天です。

神々の中でも、インドの神々の中では最高の

権力と力を持った神様です。正義の神様なので

す。そういう、インドラという神の名前として

も語られるアーリア人によって滅ぼされ、追放

され、故郷を追われた人たちが先住民アスラ

だった、と。

　やがて、少数民族になって追い出されていっ

た人たちには、非常に悲しいことに、抵抗した

人たちに対して、「あいつらは抵抗ばっかりし

て、テロリストや」と、「悪いやつや」と。今

でも、アメリカとアフガンとかの関係を見ます

と、アメリカの方が一方的にアフガンの人々を

テロリストみたいな呼ばわりをしていますけれ

ども、何かそういうのと、歴史はずっと繋がっ

ているように思いますね。強大な力を持った者

が、そこにもともといた人たちの故郷を追っ

て、抵抗したり戦ったり、激しく争おうとし

て、自分の権利を守ろうとした人を「あいつら

はテロリストだ」とか「殺人者だ」と言ってで

すね、やっつけてしまう。そういう歴史がアス

ラの歴史にもあるわけですね。

　ところで、その阿修羅は、仏像になった阿修

羅はですね、なぜ、あの三つの顔を持っている

のだろうか。興福寺の仏像、阿修羅はご存知の

ように、三面六臂と言いましてですね、顔が三

つ、手が天を支えているような手と、挑みかか

るような手と、それから合掌している姿と、三

つあるのですね。これも、そういう歴史に関わ

る物語。これは色んな物語が仏典とかの中に出

てきますけれども、例えば、こんな話がありま

す。

　インドラ、帝釈天という壮大な力を持った神

様が、何でも自分の思い通りにしなくては気が

済まない。で、アスラ、阿修羅も、今言ったよ

うに、戦う神様ですけども、もともとは、太陽

神、善神ですから、善い神様なのです。インド

ラ、帝釈天と仲良しやったのです。一緒に組ん

で、帝釈天の大きな力を、自分はもっと発揮で

きるように、あちこちでボランティアのように

働いていたのがアスラなのですね。

　ところがですね、そのインドラ、帝釈天と言

うのが、大変好色な神様でして。すぐ他人の女

性に手を出す。全部自分の思い通りにしないと

気が済まない神様。だから、柴又帝釈天という

のは、本当はそんなにいい神様ではないのです

けどね。力持った者は何でも思い通りにしたく

なるのです。食べ物も、権力も、素敵な女性も

全部。

　で、とうとう、一番仲良しのアスラの娘に手

を出すのです。アスラの娘を誘拐します。アス

ラは、娘を誘拐されて、始めは帝釈天、インド

ラが連れて行ったと思わなかったのですね。

あっちこっち探し回る、自分のかわいい大事な

娘ですから。で、どこへ誰がさらったのだろ
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う、どこへ行ってしまったのだろう。帝釈天に

聞いても、「知らん」って言うのですね。知ら

んどころか、自分が連れて行って誘拐して。

　でも、力のあるすごい、また魅力的な神様で

すから、それだけ好色ですけども、女性にも好

かれるのです。アスラの娘は、誘拐されて手籠

めにされるのですけれども、インドラ、帝釈天

に惚れてしまうのですね、悲しいことに。そし

て、子どもまでもうける。で、お父さんに報告

するのです。なぜこんなことになったのか。

　ほんだら、アスラはもう怒り狂ってですね、

なんちゅうやつや、と。「お前が、うちの娘を

勝手に誘拐して、妻にして、子どもまでこしら

えて、許せん！」って言うて、帝釈天に戦いを

挑みにいくのです。阿修羅も、カーッとなった

ら、何をするか分かりません。しかも、正義、

不正義、ちゃんと分けて、不正義は大嫌いな神

様ですから、帝釈天のそんなところは一番嫌い

やった。でも、自分の娘がこんなことになった

とあったら、許せませんから、戦いを挑みます

が、悲しいことに、全然力では及ばないんで

す。アメリカとアフガニスタンみたいなもので

す。まったく強大な帝釈天、インドラの前で

は、アスラはいつでも子どものように扱われ

て、傷つく。悔しいけれども、また抵抗する。

そのうちに、だんだんだんだん、恨み、辛み、

執念、悪の化身になっていくのです。

　だから、三つの顔の一つはですね、自分の娘

を帝釈天に奪われ、取り返そうとしても全然力

が及ばずに、やっつけてやりこめられてばかり

おる、でも戦わずにはおれない、怒りの顔なの

ですね。

　それと同時に、先程言いましたように、もと

いた、ふるさとを追われた先住民、アスラたち

のように、いつになったら、自分たちの国を取

り戻せるのだろうか、国へ帰れるのだろうか。

故郷を追われ、奪われた者たちの、憂い悲し

む、抑圧に憂い悲しむ顔がもう一つの顔です。

　そして、もう一つの顔は、何かちょっと悲し

いような、ぐっと耐えているような、顔です

ね。誰かがあれを、おしっこを我慢しているよ

うな顔やと言ったのですけども、うん、何か

耐えている顔ですね。藤本義一が言うたんか

なぁ。なかなか上手いこと言うねぇ、作家は。

おしっこを我慢している阿修羅。そうかもしれ

ない。でも、悲しい顔なのですね、あれはね。

あれは、最後のその悲しい顔というのは、で

も、彼は仏法に出会ってしまうのです。仏様の

教えに出会って、仏法のある神様に、今度は生

まれ変わっていくのです。だけど、もともと

あった自分の心の中にある、怒りや憂いや、そ

ういうものはなくなるわけではありません。私

たちの中にも、人に辱められたり、屈辱的な目

を受けたり、苦しめられたり、無関心、無視さ

れたりしたら、ふつふつと感情が沸いてきて、

阿修羅と同じ三つの顔を持っているのじゃない

かと思うんです。

　なぜか笑い顔というのがあの三つの中にはな

いです。しかし、笑い顔はあの悲しい顔に通じ

るのかもしれません。

５．どこで仏教に出遇うのか

　その阿修羅がどこで仏教に出会ったか。実は

この阿弥陀経というお経の中ではですね、阿修

羅が、お釈迦様の説法を聞いて、喜んで、あり

がとうございましたと言って去っていく場面が

書かれているんです。私は阿弥陀経というお経

を読んだ時に、一番最初に気が付いたんです

が、あれ、何でこんなところに阿修羅がおる

の？阿修羅言うたら、神様で悪いやつや。戦っ

てばかりおって、まぁ言うたら、仏教を邪魔す

る神様なのです。仏教を邪魔するのが自分の正

義だと思っていた神様なのです。
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　なぜかと言うと、阿修羅でも帝釈天でも、

神々が支配している世界。それは、神々にご祈

祷して祈って、そして捧げものをしたら、神々

が私たちの欲望を満たしてくれる。今の日本の

神様、神社へ参ったりするのも、あれもそうで

すね。私たち日本人も、正月になったらなぜ

か、色んな神社や仏閣へお参りして、手をたた

いて、わずか百円くらいでいっぱい願い事して

いますけど。ああいう願い事をしたら叶えてや

る、というのが神様の仕事なのです。それは

やっぱり、願い事をせずにおれない人間の弱さ

とか煩悩、そういうものがあるから、神頼みを

したり、時には仏も頼んだりするのですけど

も。

　仏教の教えと言うのは、そういう神頼みをし

たり、他に依存したりして、救いを求めたりご

利益を求める、そういう心が必要でなくなって

しまうのです。仏様の教えに出会って、そうい

う、仏様の教えに出会って、人間としての在り

方に目覚めた時に、六道の絆から断ち切れて、

悟りを求め、道を求める求道心が芽生えて、そ

して真実に生きようとする。そういうきっかけ

が与えられると言います。ですから、今の言葉

で言いますと、自立していくのです。何者にも

依存せず、神や仏にも依存せず、自分で、自分

の問題を本当に解決できる知恵を仏教の世界か

ら頂くのですね。

　そうしていったら、神頼みする必要がなくな

りますから、ものすごく楽になるのです。そう

いう人が、お釈迦様の教え、仏陀になる。それ

を広めておりますと、どんどんどんどん、仏陀

が増えてきます。そうすると神様、商売あがっ

たりになるじゃないですか。うちへあんま来ん

ようになった、この頃仏教っていうのが流行っ

て。段々、人間が何か自立しやがって、我々に

神頼みせんようになってしまった、と。これは

困ったことや、と。

　と言うことで、アスラが送り出されるので

す。「お前、ちょっと、邪魔してこい」。お釈

迦様が説法している座へ紛れ込んでですね、そ

して「潰して来い」。「はい。任かせてくださ

い、そういうのは私は得意」。そしてアスラは

行きます。

　そしたら、こういう席で、例えばお釈迦様が

説法をしていたと言います。そうすると、ア

スラはだいだいあの後ろ、あの辺に座って、

あのくらいの位置で座っているのですわ。そ

れで邪魔するのですよ。大きな声出したり、

「わぁー！」って言うたり。変なとこで「わっ

はっは」と笑ったりね。立ち上がって、「お前

の言うてることはおかしい！」とかね。完　全

な妨害ですけども、そういうことばっかりしに

来る。

　皆も、初めはびっくりしていたのですけど

も、「あ、あれ阿修羅や。阿修羅って言うたら

悪い奴で、邪魔しに来ているのや、ほっておこ

う」。お釈迦様はにこにこ笑って、「あ、今日

も来ているか」みたいな顔して、知らん顔し

て、何を言われても、話は途切れなくやってい

るのです。さすがお釈迦様ですからね。そんな

ことでいちいち怒ったり、びびったりはしない

んです。

　それを毎日毎日毎日毎日、三ヶ月ほど続きま

すと、邪魔しにきていた阿修羅も、毎日のよう

に仏教を聞いていますから。お釈迦様の説法に

あっていますから、だんだんだんだん、もう

三ヶ月くらい目の時は、かなり通になるのです

わ。「今度はこんな説教や」って、楽しみに

なってくるのです。「いかんいかん」と思いな

がら、自分で。「いかんいかん」と思いなが

ら、「今日はどんな話やろう」って、身を乗り
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出して聞くようになるのです。

　あろうことか、「今日は極楽浄土という世界

があるのやで」という話だった、その日は。阿

弥陀経というお経は、お釈迦様が、いつもだっ

たらお弟子の誰かが、「お釈迦様、質問があり

ます」って質問したのに対して、お釈迦様が

「それはね、こういうことなんだ」って答え

て、対話しながらやっていくのに関わらず、そ

の日に限ってお釈迦様は、一番前の、ちょうど

この辺に座っていた、あなたのような位置に

おった舎利弗（しゃりほつ）というお弟子。知

慧第一と言われる舎利弗というお弟子に向かっ

て、舎利弗という人に向かってだけ語りかける

のです。

　「なぁ、舎利弗。わし今日は舎利弗にだけ、

聞かせるような気持ちで話をするから、皆もあ

わせて聞いてほしい」その席には色んな人がい

ました仏様の十大弟子はもとより、天から神々

も降りてきて、聞いていた。で、そこで、開か

れた場所は祇園精舎というお寺です。祇園精舎

というのは、祇樹給孤独園（ぎじゅぎっこどく

おん）と、原語では言いまして、身寄りのない

人や、老人、病気の人、その人たちを集めて食

事をサービスする、そういう場所だったので

す。そこでお釈迦様は何度も何度も説法をして

いる。

　だからあの平家物語のような、「祇園精舎の

鐘の声、諸行無常の響きあり」のあの祇園精舎

は、そういう場所が実際にあったのです。今で

も、インド行きますと、祇園精舎の跡が残され

ているそうですけれども。そこで、だから、一

般の人たちも、大人も子どももワイワイワイワ

イ言いながら、お釈迦様の説法に耳を傾けに来

ていた。阿修羅もその片隅で、「今日もどんな

邪魔をしようか」と思いながらおったら、その

日に限ってお釈迦様は、非常に精神性の深い話

をした。心の中を、私たちは覗いてみたらどう

なのか。

　「実は、舎利弗よ、極楽浄土、極楽という世

界があるのだよ。阿弥陀仏という仏様がおられ

るのだ。それは遠い所でね、西方、西の彼方

十万億の世界なのだ。そこには苦しみはなくっ

て、ただ楽しみだけがあるから、楽の極み、極

楽と言うのだ。どんな世界なのか、これからお

話をしよう」と説法が始まるのです。

　いつの間にか阿修羅はそれにはまってしまっ

ていて、「こんな話は滅多に聞けんわ、聞こ

う、極楽ってどんなところや」と身を乗り出し

て聞いていたら、後ろの方でもっと来ていた人

の中に、阿修羅の仲間の神様がいて、阿修羅が

えらい大人しくなってしまっているから、後ろ

から「わーい！」と言うて邪魔し出すんです。

「お釈迦様、何を言っているのか分からへん

ぞ」とか言うてた。ほな、その時阿修羅がさっ

と立ち上がってね、「こらっ誰や、言うた奴

は！」叱り付けて、「黙って聞かんかい！」っ

て。

　阿修羅に叱られたものですから皆も、しーん

となってしまって。阿修羅も自分でハッと気が

付く。「あっ！わし、何したんやろう、今。ミ

イラ取りがミイラになってしもうた。お釈迦様

の説法を邪魔する奴を怒ってしまった。ああ、

これがでも、私の本当の安らぐ世界だったの

だ」と、手を合わせる。その顔が、あの悲し

い。そやから、今まで仏法を妨げ、お釈迦様の

邪魔をしていたことを、深くお詫びする、懺悔

する、仏教では懺悔と書いてさんげ、と読みま

す。懺悔した気持ちを表すのが、あの悲しい顔

だと言われておるのですね。

　天を支えようとしている姿は、これはやっぱ

り、私は正義の味方で、天の支配者なのだ、

と。帝釈天なんかに負けてたまるか！と言う。
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そして、もう一つの、これは戦う姿です。自

分の権利を脅かそうとする奴とは徹底的に戦

うぞ、っていう、テロリストにも時にはなる

ぞー、とか、やっぱりそういう負けない、戦

う、闘魂の姿ですね。だから、アントニオ猪木

にも、闘魂、阿修羅が乗り移るからあんなこと

するんですね、きっとね。で、私たちの中に

も、そういうものが宿っているはずです。で

も、もう一つの姿は、手を合わせて、悲しい顔

の、懺悔する、そういう姿が、三つの顔として

あるわけですね。

６．阿修羅の琴

　まぁ阿修羅を巡る物語は色々あるのですけれ

ど、そういうのが、阿修羅のバックグラウンド

と言いますか。だから阿修羅は、興福寺の阿修

羅だけではありません。全国各地に阿修羅像は

あります。特に中国、朝鮮に行ったら、阿修羅

は絵にいっぱい描かれていて、チベットの仏教

でも。だから、色んな阿修羅があるのにびっく

りするのですけれども。

　最後に、もう時間がありませんので、阿修羅

の物語、もっともっと話したらいいのですけど

も、時間の関係でカットしまして、最後に阿修

羅の琴という話をしてみたいと思います。

　で、その阿修羅の琴があってですね、その阿

修羅の琴は、演奏する者がいない、弾く者がい

ないのに、勝手に鳴り出す、と言われている。

これは『大智度論』という仏教書に出てくる。

それを親鸞さんが孫引きをして、それを、まる

で阿弥陀仏の他力のはたらきのように、自然

に、自ら鳴り出す、ということなのだという、

例え話としてもってきているのですね。で、私

は、例え話の深い意味はいくらでも、深く掘り

下げて、味わうことは可能なのですけれども、

私は、どっちか言うとそのことよりも、あの

琴っていうのは一体どんな琴やったんやろか、

というのが気になりだして、先程言ったように

調べましたら、どの絵にも、どの仏像にも、琴

と一緒になってるのはないんですよ。阿修羅は

単身で、琴も何も持ってない。

　宇治の平等院というところに行きましたら、

平等院の中の本堂、雲に乗った供養菩薩という

二十五菩薩、出てきますね、たくさん。レリー

フ。その中にね、阿修羅はいない、やっぱり菩

薩ばかりです。色んな楽器持っているのです

よ。バンジョーみたいな楽器やら、お琴みたい

な、小さい手琴とかですね、それからカランカ

ランと鳴らす打楽器とか、いっぱい出てくるの

です。で、多分、阿修羅の琴というのは、これ

のことやろうというふうに目をつけたのがあり

ましてですね、こんな琴を弾いている阿修羅の

像があるはずやと思って、探しまくるのですけ

れども、とうとう未だ、私はわかりません。も

し、わたしは知っていると言うかたがいたら教

えてほしいのです。そのくらい、持っている姿

がないのですね。

　だけど、じゃあなぜ阿修羅の琴ということだ

けが残っているのか。それのもとを尋ねていき

ますと、『宇津保物語』というのに出会いま

す。このことをちょっとね、見ていきますと、

『宇津保物語』って言うのは、『源氏物語』よ

りもっと古い、日本最古の長編小説なのです。

今、『源氏』がちょっとブームになっていま

すが、私は、『宇津保物語』っていうのは、ま

た『源氏物語』にすごい影響を及ぼしています

ので、『宇津保』を読んだら『源氏』はまた面

白さが倍増するだろうというふうに思っていま

す。古いのは、一番古いのは『竹取物語』。そ

れと『源氏物語』の間に入っている、大長編小

説です。全二十巻。日本古典文学大系の第十
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巻、十一巻、十二巻、十三巻に亘って全部入っ

ています。膨大な量なのです。『源氏』より

ちょっと短いくらい。すごいものがある。作者

は不詳なのですけども、たぶん男性が書いただ

ろう、と。で、『源氏物語』の作者、紫式部も

これ読んでいるから、『宇津保物語』のことを

想定しながら、音楽、琴の話は出てくるので

す。これは、琴の物語なのです。琴を巡る壮大

なロマンが『宇津保物語』なんです。

　始まりは、ここにも書いていますように、俊

蔭という少年、たいへん賢い、生まれながらに

して、賢明で、わずか六歳くらいで、日本語と

中国語、朝鮮語ができた、会話ができたってい

うくらいのですね、そういうふうに書いてある

のですね、『宇津保物語』。

　そして、あまりにも聡明な少年だったので、

帝から嘱望されまして、たった十六歳の時に、

遣唐使に推挙されるのですね。遣唐使、中国へ

行くあれですね。お父さんやお母さんは大変悲

しみます。でも、お上、帝の命令ですから、仕

方ない。送り出して、しっかり向こうで学ん

で、日本へ帰ってきては、私たち教えてくださ

い、この国を素晴らしい国にしてください、み

たいなことを託して、送り出すのです。送り出

すのですけれども、俊蔭はですね、中国へ向か

う途上、嵐に遭って、漂流するのですね。

　で、見知らぬ国へ辿り着きます。『宇津保物

語』では、波斯国と書いてあるのです。でも、

波斯国がどこに当たるか、学者の間でも定説は

ないそうですが、一説にはペルシャとか、イン

ドとか、南方のフィリピンあたりとか、色んな

説があるそうなのですけども、定説はないので

すが。全然見知らぬ土地。中国ではとてもな

い。

　そういう国へ流れ着きまして、そこで、命は

助かって、浜辺を歩いていますと、美しい琴の

音色がするので、その音を辿っていきますと、

琴を弾いている六人の男たち。木の下で琴を弾

いているのに巡り会うのですね。なんと素晴ら

しい琴の音色だろう、と。琴と言っても、その

琴は、中国、日本のいわゆる琴の形の楽器なの

ですね、弾いているのに出会った。

　「お前はどっから来た」「実は私は日本から

やって来ました。中国へ行く遣唐使になって、

船に乗ったのですが、こういうことで流され

て、こんなところへ来てしまいました。ここは

一体どこですか？」「こんな国、お前は知らん

やろなぁ。帰るにも手立てがないし、しばら

く、おれ。いずれお前の国へ帰るチャンスも

巡ってくるだろう」と。「せっかく来たのだか

ら、私たちと一緒に暮らさないか」で、世話を

みてくれるのです。

　それだけやなしに、「僕もその琴を習ってみ

たい。その楽器を使いたい」「そう、やってみ

る？」っていう形で、琴を教えてもらう。琴は

なかなか難しい楽器で、色んな秘曲があるので

すけども、それも全部、賢いですから、あっと

言う間に上手になって、他の六人の演奏者たち

が、わぁーって、感動するくらい素敵な弾き手

になっていくのです。

　そして何年か経ちます。何年か経つうちに、

国へ帰ろう、帰りたいと思う心が湧くのですけ

れど、なかなか容易に、日本へ帰る船とか、手

立てがない。

　ある時、遠いところから、カコーン、キコー

ンという、木こりが木を切っている音が聞こえ

てくるのです。その音がいかにも美しい、琴の

響きのように美しい。木を切っている音が、カ

コーン、キコーンと聞こえてくるのです。

　「一体、あの音はどこからするのだろう。あ

んな綺麗な音がする木は、どんな木だ、誰が

切っているのだ」音を尋ねて、旅に出ます。ど

うもそんな近くにはいそうにもない。山の中を

さまよい、湖をまた渡り、川を越え、谷を越

え、何ヶ月も何ヶ月も、その音のもとを突き止
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めて、ようやくたどり着いたのが、山深い里、

人里はるかに離れた山の深いところに、音が本

当に近づいてきた。これや、近づいてきた、こ

こやここや、と言って、俊蔭はそこへ分け入っ

ていくんですね。

　そうしますと、そこで、恐ろしいものに出会

うのです。目が爛々と、車の輪のように大きな

目で、ぐるぐると回って、頭から火を噴くよう

に、怒髪天をつく、髪の毛はわぁーっと逆立っ

て、口は上肢のように裂けて、巨大な体の下に

は恐ろしいものたちが、わやわやーっと出てき

て、「お前はどっから来た、この里へ入っては

ならぬ、殺すぞー！」と脅すんです。「あなた

方は何ですか？」「知らんかったんか。ここは

我々阿修羅の里なのだ」

なんとそこはですね、阿修羅の里だったので

す。阿修羅というのは、そんな恐ろしい姿で描

かれているのです。実際に、『宇津保物語』の

中では、もっとすごい表現で描いているので、

実際に読んだら怖くなるのですけどね、「えら

いものに出会ったなぁ」と。

　「それにしても、こんなところまでお前はな

んでたどり着いたのや。すぐに食ってしまうと

ころだけれども、話だけは聞こう」と言うて、

首根っこを押さえながら、「話を聞くから言

え！」言わされるのですね。

　「分かりました、言います。実はこれこれこ

うで、私は、この国の浜辺に流れ着いて、お琴

を習っていたものです。それが素晴らしい、木

の音、木こりの音がするから、どんな木が生え

ているのか、誰が木を切っているのか、あんな

木で琴を作ったら、さぞかしいい音だろうな、

と思って、捜し求めて何ヶ月もやって来たら、

ここだったのです。どうか、私にその木を分け

てください。この木で私は琴を作って、これを

土産に、国に帰りたいのです、日本へ」「何と

いう、勝手なことを言うか、お前は。こんな

とこまで来て、殺されかけているのに。この木

は、わしらの木ではないのじゃ。我々阿修羅の

身は、天の神々によって、罪を罰せられて、長

らくこの地で、これで楽器を作れば、素晴らし

い音のする木を守らされている、守り神、阿修

羅がわしらなのだ。だからここには阿修羅の仲

間が集う。他の普通の者は、絶対入れないよう

にしている。こんなところに近づくだけでもあ

りえないことなのに、お前は近づいてきた。木

を分けて欲しい？とんでもない。この木は、

ずっと、わしらが百年、いや、千年、育てて、

その報いとして、天の神々から、ほんの少しだ

け分けてもらう。あとは天の神様に捧げたり、

仏様に捧げたりするものや。お前らに分ける分

など、これっぽっちもないわ。今から食ってや

るから、覚悟せい！」

　と、まさに、かぶりつかれんとしたその時

に、天がにわかに真っ暗になって、雨がざーっ

と降って、風が吹いて嵐になって、天の神様が

現れるんです。美しい天人の女性が現れて、

「これこれ、阿修羅ちゃん。何を怒っている

の、あんたは」と言うてなだめるんです。「こ

の者は只者やないですよ。日本という国から来

た、素晴らしい才能を持った少年だから、あな

たたち、そんなに怒らないで、わたしが許すか

ら、わたしの命令で、あなたたちはこの木を

作っている私が許すから、この子に三十本ばか

り木を持って帰らせなさい」

　こう言うて、許すのですね。天の神様はその

ようにして、自分たちの支配者にそう言われた

ものですから、阿修羅もははーって言うことを

聞いて、「先程は失礼をいたしました」と言う

て、大変なもてなしをして、お土産に、楽器を

作るための木を三十束ほど持たして、送り届け

る。

　そして、もといたところへ着いたら、ちょう

ど日本へ行く船があるという情報が入ってです

ね、それで、俊蔭君は、その船に乗って、無事

に日本へ帰る。そしてその木で美しい琴を作っ
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て弾きますと、まさに、極楽浄土の音が響いて

くる。弾き手が弾かなくても響いてくるような

音がする。これが、阿修羅の琴なのだ、と。

　これが、『宇津保物語』の第一巻の始まりな

のです。ここから壮大な、全二十巻に及ぶ大ロ

マンが始まるわけです。全編、琴の物語。琴を

めぐる男と女の素敵な物語なのです。だから、

『宇津保物語』、大変なものですけれども、い

ずれまた、日本の文学全集で現代語訳が多分

出るはずです。簡単に読んでみたい人はです

ね、『宇津保物語』もつい最近、文庫本が出ま

した。今までこんなものはなかったのですけど

も、角川ソフィア文庫で『宇津保物語』を要約

してですね、一部を現代語訳して、全体を見事

に要約した、全巻を要約した文庫本が出ていま

すから、興味がある人は読んでみてください。

この最初の方に今言ったお話が出てきます。阿

修羅との出会い。

　つまり、阿修羅の琴と言うのは、阿修羅が

持っている琴やなしに、阿修羅が守らされてい

る、素晴らしい、それで作ったら素晴らしい音

のする、楽器ができる、その木のことを阿修羅

の琴と言っていたのですね。そういうものがも

とになって、阿修羅の琴の話ができた、という

ことがありますので、今日はそのお話で締め

くくって、阿修羅に関して、ほんのさらっとで

すが、そのバックグラウンドということに興味

持っていただけたらと思うのでございます。

どうも、ご清聴ありがとうございました。
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〜Cafe-Time〜

１．失われた宗教の教え

川浪：せっかく阿修羅のお話があったので、画

像を持ってきましたので、ちょっと見てい

ただきたいと思います。

　　　これが阿修羅でございます。三面六臂、

顔が三つで手が六つという、非常に変わっ

た像ですね。これは興福寺の仏さんなので

すけれども、本来ならば、興福寺には三つ

の金堂っていうものがありまして、東金

堂、中金堂、西金堂。まぁ、東と真ん中と

西にありまして、これは、阿修羅像は西の

金堂にありました。この西の金堂はです

ね、これを作られた方が、光明皇后という

お后様ですけれども、亡くなったお母さ

ん、橘三千代あるいは、色々、名前が、言

い方があるのですが。この人の菩提を弔う

ために建てられたお堂の中にあります。

　　　そこは、中央に、釈迦如来像というもの

がございまして、それをぐるっと取り囲む

ようなかたちで、色んな仏さんがおります

けれども、それを八部衆と言いまして、こ

れからちょっと像をお見せしますけれど

も、そのうちの一つです。

　　　で、他の八部衆の他の七人は、非常に、

おもしろい格好をしていますけれども、こ

の阿修羅だけはですね、非常にこの、菩薩

さんという分け方の仏さんに似ておられま

す。これ、見ていただいたら分かりますよ

うに、何かこう、華奢なですね、少年っぽ

い感じですね。腰に、裳裾の裳というも

のをつけておりますけれども、今のインド

人も巻きスカートをはいておりますけれど

も、それと同じですね。

　で、手をこういう風にしていますけれども、

　　この上には実は、色んな宝珠というものが

乗っていたのじゃないか、とか、正面で合

掌してはりますけれども、合掌したところ

にも何か持っていたんじゃないか、と言わ

れております。

　　　これが巻きスカートの部分で、お顔が三

つありまして、手が六つありまして、この

上に何か乗っていたのじゃないか、と言わ

れます。

　　　阿修羅像を始めとして、これは脱活乾漆

像と言いまして、これ何かね、麻布の上か

ら漆を塗って型抜きしたもので、非常に軽

いですね。軽いからこれ、何回も何回も、

この興福寺は焼けておるのですけれども、

そのたびに運び出されて、今の姿になって

いる。

　　　で、当時はもちろん、ここに彩色と言っ

て色を塗っておりましたので、もっときら

びやかな色をしておりますけれども、これ

が正面です。

　　　今回ですね、東京や九州で見ていただい

たら、僕らも、興福寺の、こういう宝物が

あるところへ行きますと、正面からしか、

今まで見れなかったのが、今は背面が見れ

るそうなのですね。これが、今回の特徴、

人気を呼んだところですね。普通は正面し

か見られなくて、僕もこの顔がどんな顔し

ているのかとか、後ろ、背中、いつもどな
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いなっとんのや、と気になるってたんです

が、今回この背面を公開したということで

話題になっております。

　　　これが正面のお顔ですね。非常にこの、

阿修羅を始めとして、眉間にしわを寄せて

おりますね。これは解説があったかどうか

分かりませんが、皆非常に憂いを含んだ、

ある種、ちょっと怒りを込めてですね、睨

み付けているような表情をしております。

　　　これがやっぱり、脇面の、右のお顔。

ちょっと正面のお顔とは、表情が違ってお

ります。

　　　これが左。非常に、唇をかみしめてです

ね、この表現が非常におもしろいと思いま

す。

　　　これは臂釧（ひせん）と読みますが、こ

の上腕部のところですね、手のこの辺に付

いている飾りであります。これは首のネッ

クレス。瓔珞（ようらく）と言います。

　　　これは洲浜座（すはまざ）っていう、こ

れは岩の一種なのですが、おもしろいの

は、サンダルみたいなものを履いてはりま

すね。板金剛と言うらしいですけども、今

もインド行くと、こういうサンダル履いて

いるインド人がたくさんいてはりますけど

も、他の八部衆の七人は、沓（くつ）と言

うですね、こんな素足で歩いておりません

けれど、この阿修羅だけが唯一、この肌を

露出して、足も素足でいらっしゃいます。

　　　他の七人をざっと見ましょう。

　　　五部浄さんっていうのは、この上半身し

か残っておりません。

　　　これが沙羯羅って、何かこう、童顔の、

可愛らしい顔をしておりますね。

　　　これが鳩槃荼って、すごい、この炎のよ

うな頭髪になっておりまして、恐ろしい顔

してはります。

　　　これは乾闥婆ですね。頭に獅子の被り物

をしておりますね。

　　　これは迦楼羅っていう、鳥の顔をしてお

りまして。こんなん、僕好きですね。非常

におもしろい顔。

　　　緊那羅さんですね。

　　　畢婆迦羅さん。これも、難しい字です

ね、これ。急いで覚えました。

　　　と、言うことで阿修羅像の解説でした。

あまり長くやると、もうこれだけで終わっ

てしまいますので、ここでおしまいです。

水内：私、大阪市大の都市研究プラザの水内で

す。一応、ここのお部屋を大学として、使

わさしていただいて。ちょっと軌道に乗っ

てきたっていうか、色んなことで使うよう

になってきました。で、今日、このように

非常にいい雰囲気の、昭和の始めの、小市

民的建物の中で、欄間もあり、ですね、

ちょっと蛍光灯も、こういう白熱の感じで

されて。

　　　そういう中で、今日はまた戸次さんのお

話をお聞きしてですね。もともとの知識が

ないものですから、全てが、こう、まだ吸

収されているっていう、小学生になった気

分でして、教えられることが全部新しいっ

ていうので、非常に、ただ、どっかに響く

ものがあってですね。これ、ずーっと聞い

てみたいなって。今日のお話でも、やっぱ

り途中で飛んでいるところがたくさんある

のじゃないかなっと思って。もっともっと

聞いていきたいなぁという風に思っており

ます。

　　　六道のお話が出てきましたが、確かに、

日本橋の電器屋の裏に六道ヶ辻っていう地

名が残っていて、ああ、あるなぁって思い

ながらですね。あれも、そういう由来のと

ころなのですかね。ありまして、色々と勉

強させていただきました。
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　　　これずっと続けてやっていきたいと思い

ますので、ずっと案内流させていただきま

すので。今日、最後に喋るべきでしたが最

初に喋ってしまいましたが、また今度とも

よろしくお願いいたします。

A：すみません、今日突然殴りこみにかけまし

た、Aと申しまして、僕もちょっと僧侶の

端っこにいまして、本職じゃないのですけ

ども。本職と言いがたい恥ずかしい話なの

ですけども、僧侶のちょっと端っこにいま

して。さっきの水内先生とは西成の楽塾

（らくじゅく）で一緒に勉強したり、教え

たり教えられたりというご縁で、彼とも

ご縁がありまして、本職は、他にも色々な

仕事を、四つ五つ仕事をしていますので。

一つは、今の皆さん大丈夫だと思いますけ

ども、心の病を持っている、そういう精神

障害の方の就労支援と言うか、社会にもう

一回挑戦したい方の応援を、今やっていま

す。皆さん、大丈夫ですか？　そういう時

はいい先生いますのでご紹介しますので。

自分一人で抱え込まないように。色々ご相

談もしますので。Aです、よろしくお願い

します。今日はどうもありがとうございま

した。

B：Bと言います。大阪市大の文学部地理の卒

業生で、今は会社員をしています。今日は

水内先生に声を掛けていただいたので、

ちょっとお話を聞きに来ました。

　　　印象深かったのは、仏像がギリシャの文

化と出会ってできた、みたいなことは聞い

たことがあったのですけど、その背景が、

お釈迦様と遠ざかっているのが悲しくて、

つくったのやっていう話が非常に特に印象

に残りました。今日はどうもありがとうご

ざいました。

C：先生、今日はありがとうございました。お

そらく私が一番、この中で年上ではないか

と。先生も含めて。と言うのは、私も大阪

市大の文学部を、これ言うと年が分かるの

ですが、昭和３２年に卒業しています。そ

れですでに、一番始めは新聞記者をやりま

して、その後はちょっとホテル関係の会社

へ行き、そして最後は大阪教育大学の理事

を４年ほどしました。色んな仕事をしてき

まして、今日ね、阿修羅像のお話が大変、

私かねがね興味がございまして。と言うの

は、我々くらいの年になるとね、本当にこ

の前のへんに、しわが寄っている人が。

年寄り皆そうです。皆とは言わないな。

いっぺんよく見てください。やっぱりこ

れは、その人の人生を表しているのとちゃ

うかな。つくづく、今日のお話聞いてい

て、やはり、笑い顔っていうのは、今の世

の中にない。これは日本の中だけやなくっ

て、世界の問題だろうと思うのですけれど

も。そんな感じが非常にしておりまして、

阿修羅っていうのは、ある意味では、我々

のこれまでの生き様をある意味で表現して

いるのではないかな、という気もしており

ます。ちょうど大阪市大の今の学長が、浄

土真宗。あの方、本願寺派の僧侶でござい

ます。実は私も、浄土真宗本願寺派の、一

応家がそれでございまして。お寺とは違い

ますよ、そんな高貴な生まれではございま

せんが。何も浄土真宗だけじゃなくって、

私、日本の仏教っていうものが、もういっ

ぺん、きちんとしたかたちになってほしい

なぁっていうことは常々思っております。

さっきもちょっと水内先生とお話しておっ

たのですけれども、四天王寺の前の官長の

出口さんっていうのは、私のちょっと後輩

になりますけれど、彼と話していました



72　Ⅱ . 宗教と非言語表現

浄
土
真
宗
入
門  

Ⅱ

ら、彼はやっぱり、日本の教育で足りんの

は宗教教育違うかっていうことを言ってお

りました。宗教教育が絶対ええ、とは言い

ませんけども、やはりそういう、何かこ

う、簡単に割り切れないものがいっぱい世

の中に、正直に言いますけど、７５年生き

てきましてね、割り切れんことはいっぱい

ある。それを最後救えるのは何や、言うた

ら、やっぱり私は宗教ではないかな、それ

もやっぱり仏教ではないかな。特に私、子

どもの頃からお寺へよくおばあちゃんに連

れられて行きましたもんですから、その感

が非常に深うございます。ぜひこれから

も、ひとつ先生どうぞ、そういう意味で

も、仏教をもう一度しっかりしたものに。

えらい説教がましいことを申し訳ありませ

ん、恐縮でございます、あんまり長くなっ

たらいけませんので、失礼いたします。

２．お地蔵さん辞めますという貼り紙

D：今月も来させていただきました、Dです。

ありがとうございます。一月ぶりに、この

おうちで、先生のお声、本当にいいお声で

すね。お話も楽しかったですけど、声を

ずっとこう聞いていると、何かすごくいい

気持ちになります。本当楽しいひとときで

した。

　　　川浪さんが、初めて賢そうなこと言うて

はるのを聞いて、ちょっと感激でした。い

つもはお店で会う時はそんな感じじゃない

ので、賢いことも言いはんのやなぁと思っ

て、感激新たにいたしました。

　　　また、私の知りたいのは、お祀りの仕

方っていうの、ちょっとまた教えていただ

きたいなっていうのがあります。ありがと

うございました。

E：北沢長衛という居酒屋を、立ち飲み屋を

やっているEと申します。今回も二回目、

参加していただきまして、ありがとうござ

います。同じく、川浪さんが今日は賢く見

えました。うちのお店で、わぁーって、い

つでもようやってはるような、いつもい

い、楽しいお酒で、色々お話を聞かせてい

ただいているのですけど、今回ちょっと、

阿修羅像の中に、お地蔵さんの話が、閻魔

様やっていうのを初めて知ったのですよ。

で、ああ、閻魔さんやったんや。周りの子

どもたちを守っているのがお地蔵さんなの

かなあと思っていたのが、閻魔様やったっ

ていうことなのですけども、私のこの近所

に何かの事情があったのだろうと思うので

すけども、お地蔵さんのところに一枚の紙

が貼られていたのです。それが、「お地蔵

さんやめます」っていう一枚の言葉書かれ

ていたのですね。で、お地蔵をやめるって

いう言葉がね、正直怒りを感じたのです

よ。地蔵をやめるなんて言葉、絶対ない。

何かの事情は多分あるのだろうとは思うの

ですけど、「お地蔵さんをやめます」って

いうことにすごい怒りを感じて、でもその

怒りを感じたことに、何の努力もできてい

なかった私にもっと怒りを感じたのですけ

ども。今日はこういうお話を聞いて、これ

から、何かそういうことがあったら、川浪

さんに相談をして、ちょっと色々動いてみ

ようかな、と思いました。ありがとうござ

いました。また、来月もよろしくお願いし

ます。

F：王子町でカンボジアカフェをしておりま

す、Fと申します。今日、映像とお話と聞

きまして、カンボジアでも阿修羅像見た

な、とか、今見た、鳥の顔した仏像見て、
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あ、ガルーダやな、とか、色々共通点、も

ちろんね、あちらの方から伝わってきてる

んで、共通点多いと。非常に興味深い話で

して、また機会がありましたら呼んでくだ

さい。

G：同じくカンボジア料理店の方で、料理を作

らせていただいているGと申します。やっ

ぱり川浪さんがすごく格好良く見えて、本

当にすごいなぁと思いました。初めて、あ

あサラサラと、難しい漢字を読んで、スラ

スラと進行されている姿を見ると、やっぱ

りすごい人なんやなぁと思ったわけなの

ですけれども、最近、宗教の成り立ちと

言うか、そういう歴史にすごく、何か興味

を持ち始めていた時に、川浪さんと出会っ

て、そしてここでこういう宗教の話をして

くれる会を持ってくれるということで、す

ごく行きたいなぁと思って、今日が初めて

なのですけれども、一番とっかかり易いと

いうか、阿修羅像とか、ぐっと気を引くよ

うなところからとっかかって、こうやって

お話聴かせていただいて、また何か、自分

で色々感じるところもあったので、また、

しっかりと勉強して、色々考えていこうと

思っています。ありがとうございます。

H：今回また、二回目参加させてもらいまし

た、Hと申します。私、阿修羅像がそんな

ブームになっているとかいうのも全然知ら

なかったのですけども、今日のお話聞い

て、阿修羅っていうのが神様なのだけど

も、その、怒りとか悲しみとかそういう思

いを抱えているっていうのを表現している

のが、親しみ持てるって言ったらおかしい

のですけども、そういうのがブームになっ

ているのに関わっているのかなって、そこ

らへん、私は感銘を受けました。ありがと

うございます。

 I：西成で、平均年齢が７８歳くらいのおじい

ちゃんたちがやっている、紙芝居のマネー

ジャーというか、私がお世話されているよ

うな感じなのですけど、やっているIと申

します。ちょっとアレンジ紙芝居劇みたい

な感じで、素人のおじいちゃんたちが、素

人丸出しでやっている感じの紙芝居で、

ちょっとずるい感じの紙芝居なのですけ

ど。

　　　今日は阿修羅っていうことで、うちの母

は私が子どもの頃から阿修羅のすごいファ

ンで、部屋にすごいポスター、多分ビジュ

アル的に好きなのだと思うのですけど、べ

たべたポスターとか貼っていて、私は子ど

もながらに時々、母の寝室にもぐりこん

で、こっそり阿修羅の顔を眺めたりして、

子ども心にちょっとこう、すごく切ない顔

だなぁと思っていたのを思い出しましたの

で、また今日の話を母に伝えたいと思いま

す。ありがとうございました。

 J：はじめまして。今日は初めて参加させてい

ただきました、Jと申します。色々な仕事

をしているのですけれども、一つには西成

市民館の相談員としても携わっております

ので、多分こちらにいらっしゃっている

方々で、色々とお世話になって、これから

先もお世話になることが多いと思いますの

で、よろしくお願いします。市民館と、あ

と、以前携わっていたホームレス支援の関

係で、川浪さんとはちょこちょこご縁が

あって、お会いする機会があったのです

けども、I さんに「同い年」でって言った

ら、川浪さん年齢不詳にされているそうで

すね。すみません。まだ私の年齢言ってな

いので。川浪さんと同い年なのですけど。
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　それはさて置いて、小学生の娘が、実家が

私、福岡で、この夏帰省した時に、娘だけ

大宰府の阿修羅像を見に行く機会がありま

して、私見に行けなかったので、早速です

ね、帰ってきたら、新聞紙とダンボールで

二つ顔を作って、新聞で顔を作って、手を

ダンボールで作ってくれて、うちにはまた

別の阿修羅像があるのですけれどもね、

けっこう娘自慢ですけども、目とかが、今

見せてもらったら、よくできているなって

こともあって。今日は帰ったら、娘に戸次

先生の、分かりやすかったので、それを解

説して伝えたいと思います。できたらここ

へ連れて来れば良かったなっていう風にも

思っています。本当に分かりやすくて楽し

いお話で、吸い込まれていきまして、あり

がとうございました。

３．日常の中にある宗教

平川：どうも、こんばんは。また引き続き、西

成の釜ヶ崎っていうところから来たのです

けれど、私、ココルームっていう、アート

ＮＰＯなのですけども、そこのスタッフを

していまして、釜ヶ崎では、西成のおっ

ちゃんたちとか、地域住民らと一緒に交流

するスペースを運営していたりします。こ

こに来たのも、やっぱり川浪さんと知り

合って、紹介してもらったのですけども、

やっぱり普段の川浪さんは、今日のように

真面目なところを見せることはほとんどな

いかなって。ついこの間は、マイク握って

ビートルズを熱く語って熱唱してくれたり

だとか、そんなとこばっかし見てたので、

今日は仏教の話っていうことで、色々本当

に勉強させてもらいました。

　　　で、特に僕の中で印象に残ったのは、阿

修羅が権力に対して色々な葛藤を繰り広げ

るのも、現代風にアメリカとアフガンとか

そういう風に説明してくださって、あ、こ

ういうことって他にもいっぱいあるなって

いう風に感じまして。僕、つい先日なので

すけれども、韓国の方に行きまして、韓

国行った時に、いわゆるバラックみたいな

ところが今でも残っていて、そこを立ち退

きさせるっていう、いわゆる行政の権力の

行使と、そこに立ち向かう住民たちってい

う構図を目の当たりにしたりだとか、日本

でも、特に釜ヶ崎なんかでも、そういった

権力構造なんていうのはあるんじゃないか

なって。こういうことを、仏教を通じてま

た再認識させられたっていう風に、本当に

勉強になりました。

　　　実は僕、仏教の高校に行っているのです

けど、こういった話聞くのは本当、初めて

のような感じなので、またちょっと勉強さ

せていただければと思いますので、よろし

くお願いいたします。

K：今回初めて、っていうのは、動機は不純

で、萌木星（ほうきぼし）さんのケーキが

好きで、昨日の晩にメール送って、慌てさ

せて申し訳なかったのですけども。それと

もう一つはね、ここの家が前から知ってい

まして、ああ、変わった家だなと思って

いて、一回入ってみたいなと思っておった

ので。家はすぐそこなのですけどね。だ

からただ単にそれだけの理由で、仏教の方

はね、そんなに興味があるかと言うたら、

まぁやっぱり日本に住んでいる限り、けっ

こうね、縁があるのですけど。家では、毎

朝４時半に起きては仏壇にちゃんとお仏飯

供えたり、神棚にも色々と供えたりしてい

るのですけども、拝むか、言うたら、拝ん

でないのですよね。単に置いているだけ、
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というね。その程度のことで。ただ、日本

人、お寺っていうのは非常に落ち着くか何

か知らないけど、行くことは多くて、た

だ、そしたら宗教心があるかと言うたら、

そんなに拝まないと。いうような、中途半

端な仏教との関わりなのですけど。

　　　それとあと、私、実は市大の土木出てお

りまして、今、都市政策、ある府下の市で

都市政策をやっていますので、それでま

た、近々市大の方にお世話になることもご

ざいますので、よろしくお願いいたしま

す。

　　　非常におもしろいお話だったので、次回

からも、ぜひとも来たいなと、思っており

ます。

　　　それとね、六という数字がよく出てき

て、あれは何か意味があるのですか。私は

山が好きでよく登るのですけど、大峰山

登ったことないのですけど、さっきの懺悔

やないですけど、懺悔さんげ、六根清浄言

うでしょ。六っていうのは何か意味がある

のかなぁ。

戸次：意味はあります、六とか七とか。・・・

また機会があったら。

川浪：はい、お願いします。

L：Lと申します。このケーキを出してくれて

いる萌木星さん行って、こんなんあるよっ

て言われて、フライヤーもらって見たら、

阿修羅像のなんたらかんたらって書いて

あったもんだから、まぁ行ってみよかっ

て、まぁそんなくらいの動機です。友だち

が、仏像に凝ってまして、三年くらい前

ですかね、京都行った時に、時間潰しに

三十三間堂へ連れて行かれたのですよ。

で、ずらっと千体ですかね、五分か十分く

らい、それ見て、すごいなって。その前か

ら京都は大好きで、お寺とか行っていたの

ですけども、その像っていうか仏像ってい

うのは、信仰じゃなくって、さっきの話

じゃないけど、美術品として見ておりまし

た。今でもそうなのですよね。今日お話を

聞いて、何か、うーんと思いながらも、右

から左っていう感じで半分抜けていってし

まっているのですけども、ほとんど抜けて

しまっていますけども、これからもね、

ちょっとどうなるか分かりませんけども、

どんどん、そういう仏像なんかを見てい

きたいなぁと思います。で、今日の話の中

で、六道珍皇寺ですか、っていう話もあり

ましたけれど、この春にちょっと行ってき

ました。行ってきましたけれども、何て

言ったらいいのか分からなかったですね。

そんなところで、これからもどんどん仏像

を見ていって、そこで何かを感じるかなぁ

ていうとこです。以上です。

M：大阪市立大の都市研究プラザの研究員のM

と申します。私は仏像が怖くて仕方なく

て、今日も阿修羅像の話でちょっと嫌だ

なって思いながら来たのですけど、なぜ怖

いかって言うと、やはり母が仏像を好き

で、写真集をいっぱい持っていて、本棚か

ら表紙が、恐らく阿修羅像だったと思う

のですけど、それがたまに覗くと、それが

怖くて仕方ないっていうのがあって。それ

が未だに続いていて、仏像は怖いのですけ

ど、磨崖仏は大丈夫なのですね。何か動き

そうっていう、そういうのも、恐怖として

あって。京都とか行ったり、最近仏像が流

行ってるっていうのでいっても、それが全

然理解できなかったっていうのが正直なと

ころなんですけど、今日、お話聞いて、半

分すごくやっぱり話としては怖かったんで

すね。やっぱりすごく恐怖っていう気持ち
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があって、でもやっぱり引き込まれるもの

もあって。やっぱり最近流行っているの

は、仏像を擬人化している。多分、みうら

じゅんとかはそういう形で書いていると思

うのですけど、ああ、そういう見方もある

のかなと思いながら、今まで恐怖の方が大

きかったのですけど、ちょっと親しみを持

てたかなっていう風に思いました。

　　　それと、私の名前は、漢数字の七に海と

書いて、ななみと読むのですけど、数字の

７の意味がラッキーセブンとかで、数字と

してはいい数字なのかなって思うのですけ

ど、仏教的にはどうなのかなっていうのが

ちょっと気になるところなのですけど。

戸次：満数ですよ。六を越えてね、七になる。

六から十まであるのですけど、七っていう

のは、仏教でも、お釈迦様が誕生して七歩

あゆみ、天上を指差して・・・六道を越え

たって意味があります。

M：安心しました。ありがとうございます。

戸次：完全という意味もあります。

M：分かりました。ありがとうございました。

N：今日初めて参加させていただきました、先

程のMさんと同じく、大阪市立大学の都市

研究プラザで研究をしています、Nと申し

ます。建築系の出身で、住宅の問題とかを

やっているのですけども、お寺とか行くの

は私も好きなのですが、建築出身だとどう

しても建物とかですね、庭とかを見る方が

好きで、あまり仏像はですね、最近ブーム

で人が集まっているのを横目に、いいじゃ

ん、建物の方が気持ちいいのにな、とか思

いながら見てたんですけども、今日お話

色々伺って、あ、きちっとそれなりに知識

を持って見方を覚えていくと、それはそれ

ですごい色んなものが見えてくるんだなっ

て感じがしました。その辺は今後勉強した

いと思っております。

　　　あと、今日、お話聞いていて一番思った

のは、語り口がすごく柔らかくて分かりや

すくて素晴らしいなぁと思って、それが感

銘を受けました。我々研究者というのは、

比較的何かこう話す時に、短い時間にどれ

だけ情報詰め込むか、みたいな感じで、

ぎゅうぎゅうに詰め込んじゃうのですけれ

ども、今日のお話はうまく間を置きなが

ら、分かりやすいように繰り返しながらと

か、やっぱりああいう語り口は我々も少し

勉強しなきゃなと思って、その辺も参考に

させていただきたいと思います。今日はあ

りがとうございました。

川口：前回に引き続いて、今日の会のスタッフ

をしております、川口夏希と申します。前

回来ていただいた方も、今回来ていただい

た方も、けっこうたくさんの人に来ていた

だいて、良かったなぁと思っているのです

けれども、前回もそうだったのですけど、

今回もお話が全然聞けていなくて、もしか

したら私はずっと、このレリジョンカフェ

の話が聞けないのじゃないかなぁと思っ

て、どうしようと思っているんですけど、

どうなるんですかね。次回からは、ちょっ

とずつでも参加できるように、していきた

いなあと思っています。次回も戸次先生と

いうことなので、何とか次回はって思って

います。またよろしくお願いします。

O：今回はこっちの運営の方でお手伝いさせて

いただいていました、大阪市立大学のＯ

ＧのOと申します。今は銀行員をしていま
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す。本日はお手伝いさせていただいていた

ので、師匠のお話、全然聞けなかったので

すけども、前回のお話の中でご紹介してい

ただいた、絵本とか本をちょっと読んでみ

たんけれども、すごくおもしろかったので

すけど、やっぱり、前のお話を聞いて、自

分の普段の生活の中で仏教っていうものは

どの辺に位置づけられているのかなって考

えたのですけれども、日常の生活を思い起

こしても、思い当たる節があまりなく、い

ただきますとか、ごちそうさまとかもなん

ですかね。そのくらいかなって思っていた

のですけれども、その絵本とか、『イマジ

ン』の詩とか読んでみて、自分が何か嫌な

ことを受けても、それをマイナスに捉える

だけじゃなくって、そこからどうしていく

かとか、色んな想像を働かせて行動したり

とか、他の人のことを考えたりとか、そう

いうことも、詳しくないので合っているか

分かんないのですけど、仏教精神とかに繋

がるのかなって思ったら、やっぱり普段嫌

なこととかしんどいこととかあっても、そ

れを発想の転換をしたりとかして、自分を

いい方向に向けていけられるのかな、とか

ちょっと考えたりしていました。それはあ

まり宗教宗教っていう感じではなくても、

自分の生きていく上では、すごいプラスに

なることやなって思ったんで、これからも

実践していきたいと思います。ありがとう

ございました。

４．危うい仏像ブーム

黒木：阿倍野レリジョンカフェの運営スタッフ

をしております黒木と申します。一応所属

は大阪市立大学の都市研究プラザで研究員

をしています。僕もなんですけれども、裏

方でドタバタしていて、一度も実は戸次先

生のお話を聞いたことがなくて、でも録画

をさせていただいているので、あとでゆっ

くりそちらを見ながら勉強させていただき

たいなと思っております。

　　　毎回色んな受付というか、参加申し込み

の方の対応もさせていただいているのです

けども、やはり最初は２、３人とかで、今

回どうなるのかなと思いつつも、やっぱり

最後にはこう、二十人くらい来ていただい

て、本当にありがとうございます。

　　　また、来月も戸次先生ということなので

すけれども、また知人の方とかお知り合い

の方も色々お誘い合いの上、また色んな人

に来ていただきたいと思いますので、よろ

しくお願いします。以上です。

P：水内俊雄の息子でございます。なんかね、

僕も川浪さんとのエピソードあったら喋れ

るのですけど、ないのでまた、次あったら

喋りたいな、と。

　　　今回ちゃんと聴かせてもらったのですけ

ど、阿修羅っていうのは僕全然知らなく

て、知っているのも、阿修羅の形と名前

と、それこそ興福寺っていう三つしか知ら

なかったのですけど、阿修羅像があって、

自分が見て、その二つで、阿修羅像ってい

うのはセットで完結しているのかなって、

今日のお話聞いて軽く思ったのですけど。

　　　あと、これちょっと脇道なのですけど、

他力本願って言葉をおっしゃられて。こ

れ、別の機会で思わされたのですけど、他

力本願って、僕らが使う意味と仏教用語の

他力も本願も全く全然違うのだなっていう

のも今日改めて思って。そういう仏教用語

と、今、自分たちが使っている言葉ってい

うものの乖離っていうのが、いっぱいある

なぁって、懺悔にしても、そう思いまし
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た。

　　　あとで疑問に思っているって思われた、

阿修羅像ブーム。僕もやっぱちょっと疑問

に思って。それこそ、ブルータスとかマガ

ジンハウスの、あれですよね。んで、これ

話すのは違うと思うのですけど、やっぱ、

みうらじゅんさん。おもしろいと思うので

すけど、あの人がやっていることは、いい

意味でアホな方。中年男子が仏像に関して

熱くアホみたいに語るっていうおもしろさ

だと僕は思うのですけど。それがどうも、

変てこな感じでブームになって。

　　　僕もサッカーやったので、2002年ワー

ルドカップの後のブームがあって、ちょっ

となんかサッカーおかしくなったな、みた

いなのがあったので。やっぱりこのブーム

の後、この仏像っていうのがちょっと変な

方向にフューチャリングされていくのじゃ

ないかなって、それがどうなんかなって、

思ってます。以上です。

川浪：私は砂糖壷を買いに行っていて、お話は

全く聞けてないので、どういう展開をされ

ているかちょっと分からないので、あとで

ゆっくり総括させていただきます。

　　　このレリジョンカフェでは、一つの宗教

につき、二回、もしくは三回でお話をして

いただいて、ということを考えておりま

す。一回だけではやはり、何となく消化不

良かなと思っていまして、三回くらい、ま

た前半後半っていう形でお話していただけ

ればいいなぁという風に私は思っておりま

すので。戸次さんの三回目っていうこと

で、お話をお伺いしたいのですが。どんな

感じでお話を進めましょうか。

　　　次のタイトルは「浄土真宗入門」という

風に書いているのですが、浄土真宗の話

は、あまり正面切って話していない。今

おっしゃったように、他力本願という言葉

が、いつも何かこう、他人任せっていう意

味で、マスメディアでやっぱり使われて、

いつもそのたびに西本願寺は抗議して、

「それ違うねん」って。何か人任せって使

い方は違うと抗議しています。

　　　西本願寺は抗議していますが、東本願寺

は抗議してないのです。「もう、ええや

ん」っていう感じで。なんですが、やっぱ

り、仏教の高校行かれても、おうちの宗旨

が浄土真宗でも、やっぱり全くと言ってい

いほど仏教のお話、あるいは浄土真宗のお

話も浸透していないですね。僕なんかよく

思うのは、全然勉強していないけれども、

実はキリスト教の方がやっぱり、何かこ

う、「狭き門より入れ」とかですね、何と

なくそういう聖書の言葉はいっぱい聞くの

ですよね。ところが仏教の方は、じゃあ何

を知ってんねん、って言ったら、全然皆知

らないっていう。で、こんな風に仏像ブー

ムでものすごい人が見に行きはんのに、

うーん、何で皆見に行きはんのかなぁと、

僕も非常に思ってまして。僕も、大体、仏

像は好きじゃないです、はっきり言って。

何でかって言うと、やっぱり小さい頃から

この近所で住んでましたから、私らの学校

ではほとんど近鉄線で遠足に行くんです

ね。そうしたらだいたい寺に行って仏像を

見る機会が多くて、これが仏さんやって言

われて。

　　　ここから何を学べって言うんよっていう

風に思ってましてね。おばあちゃんちに

行った時も、まずは、お仏壇へ手をあわせ

てっていう話になるんですけど、何にも分

からんもんに対して、こう、何か拝めって

言われても、何にもありがたくもなんとも

無くて。で、二十代の頃にようやく仏教の

勉強をし出して、ああ、こんなことが教え



　79　Ⅱ . 宗教と非言語表現

浄
土
真
宗
入
門  

Ⅱ

られていたのか、という風に納得した時で

すね、やっぱり、子どもの時見ていた仏像

とか、おばあちゃんに教えられた仏壇の前

で手を合わせるっていうことが、ほとんど

乖離しているんですね。

　　　で、やっぱり、うちの家の宗旨のお坊さ

んなんか、おばあちゃんの法事で来た時

に、うちらのおじやおばも、お話をお伺い

した時に、おばあちゃんのためにどんな供

養をしていただけますかって言うたら、熱

いお茶を一杯そえたら、それが一番の供養

になる、とか言われてね。またこんな、あ

いまいな話やなあ、とか思うのですけど

ね。

　　　だから、しっかりとやっぱり、最後は

オーソドックスに、浄土真宗の開祖が親鸞

であるとかですね、ご本尊が阿弥陀如来、

と言うか、本当は南無阿弥陀仏というので

すけれどね。と言うものであるとかです

ね、本願寺はなぜ東と西に分かれているか

とか。そういう非常にシンプルな、ベー

シックな。先程Nさんは、短い間にどっと

情報を入れな きゃいけないっていう風に

おっしゃいましたけど、僕も何となく、普

通に喋る時はどっと 情報を入れたいなっ

て思っていましたけれども、皆さんがベー

シックな部分に仏教がないといわはるの

で、そういうお話を最後はお伺いしてとい

うことにしたいなぁと思っておりますん

で。次回はもうオーソドックスに。

 戸次：分かりました。では、浄土真宗入門と

いうことで。それとさっきも出ていまし

た、そういう中で、仏事作法の話とか、

さっきも質問出ていました、数字六とか七

の意味とかですね、それから生活の中で、

いただきます、ごちそうさまみたいなこと

しかないのか、みたいなことから。本当

は、違うのです。私たちが普段ちょっと交

わす挨拶にしても、実は全部そういう仏教

儀式が絡んでいるのです。

　　　それこそベーシックに。そういう話と、

興味深いところでは、本願寺がなぜ東と西

に分かれたのか、今もなぜ、すごく張り

合っているのか、っていうようなことを歴

史的に尋ねてみたいと思います。お楽しみ

にしてください。
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１．ゴスペルとは

川浪：どうも、皆さん、こんばんは。定刻を5

分過ぎましたけれども。第5回のレリジョ

ンカフェでございます。今日は、春を思わ

せるような陽気になっておりますので、そ

れで、京都から藤林いざや先生をお招きし

ております。今日は初めてプロジェクター

を使いますので、私の前説が長々とあるよ

りも、早速、先生にお話していただきたい

と思います。それでは、よろしくお願いし

ます。

藤林：皆さん、こんばんは。藤林と申します。

私は、京都で牧師をしておりまして、今回

ですね、こうしてご縁をいただきましたの

は、白波瀬先生とひょんなことからお知り

合いになったということで、と言います

か、向こうが私を知ってくださったという

ことで、お声かけをいただいて、今日、お

伺いできたことを嬉しく思っております。

　　　私は、今、専門としては同志社大学の方

で私のルーツでもあります、ペンテコステ

運動というものがアメリカで展開したので

すけれども、その歴史を研究しておりま

す。

２．ゴスペルの歴史的展開

　今回、ゴスペルの歴史ということで、特にア

メリカで展開しているゴスペルを取り上げさせ

ていただきまして、それが日本との関わりや、

また、日本にどういうふうに入ってきているの

かとか、そういったことも少し触れながら、お

題としては、「ゴスペルの歴史と現代における

展開」ということでいただきましたので、一応

そういう基本で進めさせていただけたら、と

思っております。

　せっかくですので、ゴスペル自体も、多少味

わっていただけたらと思いまして、今日は私の

教会のメンバーであり、また、ゴスペルクワ

イヤーのメンバー3人ですね、連れて参りまし

た。よろしくお願いいたします。後ほど、ちょ

うど真ん中くらいで、ブレイクをしながらです

ね、一番メジャーと言われている歌『アメージ

ング・グレース』を皆さんと一緒に歌ってみた

いな、と思っております。

　クリスチャンであるとかクリスチャンでない

「ゴスペルの歴史と現代における展開」
2010.2.24（水）　18:30〜21:00

■講師：藤林いざやさん
1964年、京都市生まれ。1989年、同志社大学文学部卒業。2003年、同志社大学神学研究科
博士課程前期終了、修士（神学）。歴史神学専攻。現在、京都中央チャペルの牧師をつとめる。
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とか、キリスト教を知っている、知っていない

に関わらず、『アメージング・グレース』のメ

ロディーはよくよくご存知じゃないかと思いま

すし、日本のゴスペルクワイヤーの中でも、最

もよく歌われている歌の一つでありますので、

この機会に味わっていただけたら、それは一つ

の体験としたら素敵なものになるのじゃないか

な、と思っております。どうぞよろしくお願い

いたします。

　まず、ゴスペルとは、ということで、今回の

レジュメをお渡ししまして、パワーポイントの

四角い中を説明しながらお話をさせていただこ

うと思っております。

　ゴスペルっていうのは、どんな意味がある

のかっていうことは色んな言い方をするので

すが、「God Spell」とか「Good Spell」とか、

「神様からの良い知らせ」とかいう意味から、

基本的には「Good News」「良い知らせ」とい

う意味合いでよく用いられております。一体、

何が良い知らせなのか、と言いますと、いわゆ

る人生には色んな苦しみがありますけれども、

そういったものから、日本的に言いますと解脱

すること。苦しみから抜け出すことですね。そ

して、抜け出しただけではなくて、その後、幸

せに生きられますよ。そういうお話。それが、

良い知らせとして、一番、メッセージの中心に

ある、ということでございます。

　　　

　ですから、ゴスペルっていうのは、歌ではあ

るのですけれども、どっちかと言いますと、音

楽はある意味で何でもいいと言いますか。その

文脈に合わせて、その時代に合わせて、その国

の色んな民族音楽でも構わないわけでありまし

て、要は中身に、「あなたが苦しみから解放さ

れて幸せに生きられますよ」そういう、知らせ

が盛り込まれておれば、基本的には何でもゴス

ペルになる。そういう具合に考えられてもよろ

しいかと思います。

　ですから、よくゴスペルと言いますと、ブ

ラック・ゴスペルっていうようなイメージで、

特に黒人の方がノリノリで歌うっていうのが、

ゴスペル。それ以外はまがいもの、みたいに考

えていらっしゃる方も時としておられるんです

けれども、実際のところは、そのスタイルとい

うのは一様ではありませんで、特に良い知らせ

を明かすと言いましょうか。ご紹介する、お伝

えしていこう、そんな意図が常にゴスペルの中

にはあるということは、まず一つ押さえていた

だけたら感謝だと思います。

　今回、歴史的展開ということもございまし

て、何があるかな、と思って色々考えたのです

が、その中で我々平たい感じではございます

が、ざっとまとめとして、適当なものとして、

塩谷達也さんの『ゴスペルの本』ということ

で、特に日本のゴスペルブームから、また各地

にクワイヤーがありますけれども、そういった

クワイヤーの方々にアンケートを取ったりした

ものをまとめていらっしゃるものがございまし

て、これが軽いタッチではありますけれども、

割合、網羅的な、大づかみをしていただくには

いい本ではないかと思いまして、今回はこれを

踏まえながらご紹介をさせていただこうと思っ

ております。

　

　もう一枚、こうしてお渡ししたのが、ゴスペ

ルのトゥリーということで、過去の歴史から現

在に至るまでの、だいたいの主だったゴスペル

の内容がまとめられております。これは74か

ら75ページからのものでございます。

　まずですね、ゴスペルを考える上で、どうし

ても避けることのできないのは、黒人霊歌であ
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るということでございます。いわゆる、ニグ

ロ・スピリチュアルと言われているものでござ

いまして、ご存知の通りアメリカに西アフリカ

から黒人たちが連れてこられまして、奴隷とし

て使われるようになりました。

その中で彼らが、苦しみに耐えていくために、

アメリカで体験したキリスト信仰ですね。特

に、大覚醒運動というのが18世紀、19世紀に

起こってきますけれども、その大覚醒運動の中

で、黒人たちもキリスト教徒にしよう、という

動きがありまして、キリスト信仰というものが

そこで増えていきます。

　そういう中で、特に、黒人の人たちが最も深

く感銘を受け、そして自らにも重ね合わせるか

たちで、よく味わっていたのが、皆さんもご存

知の『十戒』という映画にもなっております

が、モーセによる、出エジプトの出来事です。

ご存知の方もいらっしゃるかもしれませんが、

いわゆるイスラエルの民が、カナンの地に住ん

でおりました者が、その後エジプトに行きまし

て、そこで代が変わった時に、奴隷になってし

まった。その苦しみの中で、神に助けを求めて

叫んでおりましたら、神がモーセを起こして、

そして指導者として立てて、イスラエルの民

は、カナンの地へもう一度連れ戻していく。奴

隷からの解放ということを起こしていくのが、

出エジプトという出来事でございます。チャー

ルトン・ヘストンの有名な映画もありますの

で、ご覧になった方もいるかもしれません。

　　　

　実はそういうような中で、奴隷ということで

非常に深く共鳴するところがあったんでござい

ましょう。黒人の方々は、この出エジプトの出

来事、この物語に、やはり自らを重ねあわして

いってですね、そのようなかたちで希望を見出

していこうとしました。そういう中で、イメー

ジ的には、当時歌われていた賛美歌に、西アフ

リカから持ち込んできた、いわゆる自分たちの

音楽というものをミックスするようなかたち

で、歌を作り出していったわけでございます。

　　　

　ですから、このモーセという人物は、ニグ

ロ・スピリチュアルの中でも解放者としてよ

く取り上げられる人物でありますし、また、

一番古い部類にあります歌がございますが、

『ゴー・ダウン・モーセ』という歌がございま

す。その歌詞を少しご紹介しておきたいと思い

ます。この中には、実は訳が色々あります。

インターネットでも見ましたら色々あるのです

が、多少物足りない気がしましたので、今回、

私が適当に訳をつけました。適当に、というの

は、いい加減に、というのではなくて、少し言

葉を足して、訳をつけておきました。ですか

ら、いわゆる訳詞として、歌う歌詞ではござい

ませんので、この点はご了承いただけたらと思

います。

　この意図するところはですね、イスラエルの

民がエジプトにいた。その時、主が語られた。

「我が民を去らせなさい」奴隷の苦役は余りに

厳しく、我が民は耐えられない。そこで主が語

られた。「我が民を去らせよ」そしてサビの部

分に入りまして、「さあ、行け！モーセよ！エ

ジプトに下って行け！年老いたファラオに告げ

よ。我が民を去らせよ！」と言うのだ。そうい

う歌詞がついています。

　二番になりますと、有名なこの10の災いと

いうものがありまして、その一番最後に来るの

が、天使が下りてきまして、エジプトの国々を

巡ります。イスラエルの民の家だけは、柱と鴨

居に血を塗りまして印しとしましたので、その

前を天使は通り過ぎるんですけれど、血を塗っ

ていないエジプトの家庭には天使たちが入りま

して、そこの長男を打って、殺してしまう。そ

ういう災いがエジプトに起こります。これにも
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う耐えかねて、最後、ファラオは、もう出エジ

プトして良い、という具合に、心を動かす。

そういう出来事が起こるのですが、こうして主

はモーセに語られた。それに勇気を得たモーセ

は、王の前に行って、我が民を去らせよ、と語

ります。もし去らさなかったら、お前たちの初

子、長子は皆死ぬだろう。だから、私の民、イ

スラエルを去らせなさい。という具合に語って

いきます。

　こういう10の災いを織り込みながら歌って

いくわけです。そして、途中に段々とその事柄

を繰り返しながら、同じように、今度はモーセ

を通してファラオに語られた。さあ、今こそ我

が民を去らせよ、と。非常に切迫した雰囲気に

持って行きまして、お前たちの長男が死ぬか

ら、今こそ去らして行きなさい。そういうこと

を歌い入れて、17節、全部で25節ある歌でご

ざいますが、17節になりますと、ついに黒人

の方々がイスラエルの民に自らを重ね合わせて

いくようなイメージになっていきます。

　さあ、今度は我々の番だ、と。我々が苦役か

ら自由になる時が来た。主が語られる。我が民

を自由にせよ、と。そして、キリストにあっ

て、私たちは自由なのだ。だから、主は語られ

る。我が民を自由にしなさい。

　ここにはもう、黒人たちが自分たちの存在

を、重ね合わせながら語っている。そんな部分

が読み取れるわけです。そして、25節の最後

になりましたら、私は、もうまごうことなく、

信じる。主の語りかけは実現する。主は、我が

民、黒人たちを自由になさるのだ。クリスチャ

ンには、叫ぶ権利がある。自由だ、と叫ぶ権利

がある。そして、我が民を去らせよ、と主の語

りかけを自ら持って、生きることができる。

　こういう具合に、白人の主人から解放される

イメージをエジプトの民の解放の物語と重ね合

わせながら歌っていきました。

　実はこの19世紀のあたりは、アンダーグラ

ンド・レイルロードと言いまして、いわゆる地

下鉄道と言われているものですが、カナダと

か、北部へ、奴隷たちが逃亡するのを援助する

組織がありまして、その指導者は、いわゆる逃

亡奴隷を集めるために、この歌を歌いながら、

それを合図にしながら集めていた、ということ

も伝え聞いております。

３．ペンテコステ運動とのかかわり

　そういう中で、段々と黒人霊歌というものが

広がっていくわけでありますが、一番突破口と

して良く言われているのが、フィスク・ジュビ

リー・シンガーズというのが非常に活躍してき

ます。実は、19世紀の半ば過ぎに黒人学校が

できまして、それがフィスク・スクールという

名前でありました。でも、非常に資金が足らず

ですね、集めなきゃならない。そういう必要性

がありました時に、実はその中の学生たちを歌

い手として磨きまして、ツアーを起こしていき

ましたら、大変、あちこちで寄付金が集まっ

て、非常に好評を博した。

　そしてついに、オハイオ州のオベリン大学

で、初めて白人の聴衆の前で歌う。そういう機

会を通して非常に好評を得たものですから、つ

いには、グラント大統領に招かれまして、ホワ

イトハウスでも歌う。そういう形で段々、黒人

の歌が広くアメリカ社会にも認知されるように

なっていくわけです。しまいには、ヨーロッパ

ツアーで15万ドルも集めてくるような成果も

得たということでございます。

　こういう中で、このシンガーズたちが生み

出したのは、いわゆる9名のメンバーなのです

が、合唱を基本としながら、そこにリードボー
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カルと言いますか、シンガーが立ちまして、掛

け合うようにしながら歌っていくような形でご

ざいます。そして、この時期に非常によく歌わ

れた歌が、『アメージング・グレース』でござ

いました。

　なぜ『アメージング・グレース』がよく歌わ

れたか。これはもうご存知かもしれませんが、

この歌詞をつくりましたジョン・ニュートンと

いう方が、元々、奴隷商人でいまして、西アフ

リカから黒人たちをアメリカへ運ぶ、または

ヨーロッパへ運ぶ、そういう船の船長をしてお

りました。しかし、大嵐に遭って、彼自身が、

神様、助けて、と願いを持った時、そして命が

助かった時、ああ、私はこんなことをしていて

はいけない、ということで、最終的に彼は奴隷

船を下りまして、そして牧師になりました。そ

して、キリストの教えを伝える、というような

ことになった時に、自分のような、本当にひど

い人間が、神によって許されて生きるというこ

とは、自分の努力とか修行とかをはるかに超え

た恵み以外の何物でもない。しかも、驚くべき

恵みだ。ということで、『アメージング・グ

レース』という、こういう歌詞をつくって歌に

していったようです。作曲者が誰かは、よく分

かっていないようでございますが、やはりそ

ういう奴隷商人であった人が、人生が変わって

大きな展開を見た、というのは、やはり黒人の

方々にとっても非常に心惹かれる歌になった一

つの理由ではないかと考えられます。

　黒人霊歌というのは基本的には、隠れ家の中

で皆、声をひそめて歌い始めたという成り立ち

がございますから、あまり露出度の高いもので

はありませんでしたが、こういうシンガーズの

活躍を通して、次第に世間にも歌が広がってい

くようになります。

　　　

　そういう中で、段々と、世間で音楽性を持っ

ている人たちが、やはりその歌を歌うのですけ

れど、かつて世間で歌っていた音楽の歌い方で

あるとか、スタイル、また楽器ですね。そう

いったものを段々取り込んできて歌うようにな

ります。それが世俗音楽との出会い、と言う

ことができると思います。1900年くらいから

1930年くらいまでの間の流れでございます。

　そういう中で、これが段々と広がっていく、

浸透していく中で、また実際に確立していくに

は、一つベースとなるような舞台がいります

ね。実はそれが、チャーチ・オブ・ゴッド・イ

ン・クライスト（Church of God in Christ）と

いう教派でございます。これは後でご説明しま

すが、黒人系のいわゆるホーリネスの背景を

持ったペンテコステ教派で、最大のものです

ね。

　ですから、黒人の人たちが非常にそこに入る

わけですが、この辺で、私もゴスペルについて

話させていただくので、非常に親近感を持った

わけです。というのは、私がメインにしており

ます研究の中で、ペンテコステ運動というのは

大きなものでありますし、その白人系と黒人系

の流れが大きくアメリカにありまして、実はそ

の黒人系の中に非常に深く根ざした、こういう

音楽的展開がゴスペルの中にあったということ

でございまして、ゴスペルはある意味でペンテ

コステのブラック系の中で、非常に確立して

いったということが見えまして、大変参考にな

りました。そういう意味で、今回準備させてい

ただいたのは、大変、私的に表現させていただ

きますと、神のお計らいであった、ということ

でございまして、感謝している次第でございま

す。

　　　

　そういう中で、このチャーチ・オブ・ゴッ

ド・イン・クライストはペンテコステ系という
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ことで。ペンテコステ系とは何かと申します

と、要は、霊のはたらきをダイレクトに体験す

るということを重視します。ですから、目に見

えない神様が、霊として私たちにはたらく。そ

こに色んな現象が起こるということを素直に受

け止めていくのですね。ですから、いわゆるト

ランス状態になったり、いわゆる陶酔状態とか

言われることを普通に受け止めていくようなメ

ンタリティーが強くございまして、これが黒人

の方々が日常的に培っている民族性なんかも非

常にシンクロしながら広がった、ということな

んですね。

　　　

　そういう黒人の文化の中には、ジャズである

とか、ブルースということがありますけれど、

そういうものが、この賛美歌と融合するような

かたちになってまいりまして、初めて、1930

年代にゴスペル・ソングという表現が出てまい

ります。それを生み出した人が、トーマス・

ドーシーという方でございまして、そのトーマ

ス・ドーシーを通して、ゴスペル・ソングとい

う表現が使われだしたようでございます。

　　　

　1930年代、これはアメリカでは大変な、深

刻な大恐慌の後でございますから、人々が失意

の中に落ち込んでいたわけでありますね。そう

いう中で、やはり、人々を励まして、希望を

持って生きていく力を湧き立たせたい、そんな

願いからですね、やはりブルースのスタイルと

リズムを用いながら、歌詞の中身は、この賛美

歌を基調としますから、神を讃えながら、人生

は必ず開けてくる、というようなメッセージ性

を乗せて、生活苦、現実のしんどさ、そういっ

たものを乗り越えていこう。そういうような歌

として確立していったわけでございます。

　　　

　先程少し触れました、チャーチ・オブ・ゴッ

ド・イン・クライストは、実は19世紀の終

わりに、C.H.メイソンという方がもう一人、

C.P.ジョーンズという方と一緒に始めた教派で

ございまして、1906年にアズサ・ストリート

というところがロサンゼルスにあるのですが、

そこで聖霊体験をした黒人の指導者がおりまし

て、ウィリアム・シーモアという方がおられま

すが、そういう噂を聞いてですね、同じ黒人と

いうこともありまして、このメイソンはわざわ

ざロサンゼルスまで参ります。

　そして、そのロサンゼルスで聖霊体験をし

て、いわゆる異言という神の霊によって語らせ

られる言葉。ペンテコステ系の一番の特徴とも

言われてきたものでございますが、いわゆる

お祈りをしておりましたら、段々舌がもつれ

てきましてですね、最初はハレルヤ、ハレル

ヤと言っていたのが、ハルレヤハレションダ

ラ・・・こういう感じで、別の言葉になってい

く。そして、ハッタラベカラショッタラビカラ

バカラシャンダ・・・という感じで、何の言語

かよく分からないけれど、何か言葉のように出

てくる。それが最終的には、人とコミュニケー

トする言葉ではありませんで、神との交わり

を、深く魂の奥底の部分で体感する。そんな祈

りとして確立していきますが、そういう体験を

メイソンはいたしまして、ジョーンズという方

と別れまして、このチャーチ・オブ・ゴッド・

イン・クライストがペンテコステ派に鞍替えし

ていきます。

　そして、このペンテコステ派の中でも、黒人

たちが拠点とするような、ベースとなるような

ところになりまして。有名な話ですが、公民権

運動の指導者であります、マーティン・ルー

サー・キングも、各地のチャーチ・オブ・ゴッ

ド・イン・クライストの教会で公演しました

し、彼が暗殺される前の晩も、メイソンズ・テ

ンプルと言いまして、本部教会で、山の頂上に

立っているという有名な演説がありますよね。

あのスピーチをして、彼は翌日亡くなる。そん
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なことでございます。同じ黒人ということもあ

りますので、公民権運動も力を入れて支援した

流れになっております。

４．ゴスペルの社会的認知

　そして、次第にゴスペルが、色んなシンガー

やシンガーズが合唱でハモる、ということを

段々始めていきます。カルテットが生まれまし

て、そこにリードシンガーが入る、というスタ

イルで、ハモりを非常に重視する流れが出て

まいります。これが、40年代から50年代に広

がったものでございます。後で歌ってもらうの

も、ハモりますけれども、今では普通に使いま

すし、私たちの教会なんかは、礼拝の中でサイ

ドヴォーカルが入ったりするんですけれど、司

会者とサイドヴォーカルがハモったりするとい

うのが、よく起こります。

　ハモるっていうのは、きれいですよね。単声

よりは豊かになります。色々と合いの手を入れ

たりするのですね。こぶしと言われたり、フェ

イクと言われたりする部分でありますけれど、

語りがぽっと入ったりですね。歌のフレーズを

自然な形でぱっと出したり、繰り返したり、要

は印象付けていく。そんな形で何を狙っている

かと言うと、簡単に言うと、聞いている人たち

が高揚していくように方向付けをしている、と

言ったらいいでしょうか。

ですから、聞いている人たちの琴線にぱっと触

れるようなフレーズが良く出る人は、それが非

常に効果的に出来ますから、その人が歌う、と

いう時にはやはり、人々がその高揚感を求めて

よく集まる、ということになっていくわけで

す。

　そういうような中で、黒人の歌手の中では非

常にメジャーになりました女性のシンガーで、

マヘリア・ジャクソンという方がいらっしゃい

ます。この方も50年代にヨーロッパツアーを

しまして、特に黒人がそれまでの社会では到底

メジャーのレーベルから歌を出すことができな

かったのですが、この方が初めて、コロンビア

社に契約を取ったということで、時代を画する

方になりました。60年代には公民権運動にも

参加してよく歌って、72年に60歳の若さで召

されていきます。

そういうような中で、彼女はこのように表現し

ているのですね。ブルースはやはり、絶望を歌

うのだ、と。ああ、本当にダメだ、っていうよ

うに歌うんだ、と。しかし、ゴスペルは希望を

歌うんだ。自分は時として、絶望に堕ちようと

するような状況によく遭遇する。しかし、その

時にブルースに入る誘惑に負けないで、ゴスペ

ルを歌うのだ。そして本当に希望に溢れて生き

ていくのだ。そんなことが、言葉として残って

おります。『アイム・ゴーイン・トゥ・リブ・

ザ・ライフ・アイ・シング・アバウト・イン・

マイ・ソング』というのは、そういうような意

味でございまして、歌っている歌が希望に溢れ

ているから、やはりどんな状況でも、希望に溢

れて私は生きていく。そんなことを残している

方でございます。歌を聴かれると、もしかする

と何かの音楽の流れの中で、あ、聴いたことあ

るな、という方かもしれません。割合、よく知

られている方でございます。

　60年代に入ってきますと、ソウル・ミュー

ジックと融合していきます。ソウル音楽がメ

ジャーの中に広がった時期でございますが、そ

ういうものとゴスペルが融合するようなかたち

で展開してまいります。

　先程の歴史の年表の中には出ておりますが、

アレサ・フランクリンという女性の方がいらっ
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しゃいまして、この方がポップス界に60年代

にデビューしてから、最終的にはクイーン・オ

ブ・ソウルと言われるくらい、ソウルの女王と

言われるくらい大活躍をしていきます。

　有名な牧師様の、またゴスペル・シンガーの

娘さんとしてお生まれになったのですけれど、

家庭ではお母さんが家を出てしまうとか、あま

り幸せ感がなかったようでございまして、大変

内気な生い立ちであったようでございますが、

その中で、自分自身を解き放ってくれる、そう

いう歌、というイメージでソウル音楽に入って

いかれて、人生の中の辛さとか、悲しさ、そう

いったものをよく味わった方ならではの歌だ、

ということで、聴く人の魂を非常に揺さぶる

歌を歌い上げていかれます。それが最終的に

は、自分が育った教会の中で馴染み知ったゴス

ペル・ミュージックも80年代になりましたら

歌っていく。

　そして、こういうゴスペルとかソウルとい

うような流れから、また近々来る(来日する)ホ

イットニー・ヒューストンなんかが出てくるよ

うな流れに繋がっていきます。ホイットニーは

大阪公演をやった時に、東京に移動する途中、

旦那さんと喧嘩して結婚指輪を窓から放り出し

たとかいう話がありまして。それ以来、彼女は

離婚してズタズタになりまして、薬物に大分は

まったようですが、こうやって戻ってきたとこ

ろを見ると、抜け出したようでございますね。

　アメリカの歌い手さんと言うと、非常に振幅

が大きいですね。売れた時には莫大なお金が

入ってくるので、自分を見失ってしまうことが

多いようでございまして、それで奈落の底に落

ちるのですけれど、もう一回そこで立ち上がろ

うとする時に、このゴスペルの福音の中で、も

う一回やり直そう、という転回があるというわ

けでございまして、そういう絶頂から奈落へ、

そしてもう一回這い上がってきた、というよう

な、こういうパターンは何人も見ております。

　ソウル音楽との融合で、エドウィン・ホーキ

ンスという方が、この方も先程のチャーチ・オ

ブ・ゴッド・イン・クライストで育ってこられ

たので、非常にペンテコスタルな歌ですね。聖

霊に満たされて、自由に崩しながら歌ってい

く。

　黒人だから崩す、というような言い方もある

のですけれど、私自身なんかの、内側で体感し

ている部分でいきますと、ある意味で聖霊体験

というものがリアルに感じられる状態の中では

色んなひらめきが生まれてくるのですね。それ

で、もうちょっとこういう風に歌ってみたいと

か、こういうメロディーの中でこんなのを入れ

たらきれいだ、とか、そういうものがピカピカ

くるわけですね。それを歌ってみると、それが

非常にはまる、ということがよくありまして、

ある意味で私たちの命の部分が活性化するよう

な感覚ですね。それで生きているっていうこと

は本当に感謝だなぁっていう思いが溢れてきた

時に、思わずそれを実感として、生きているっ

ていいなーって思ったら、ああーって、言いた

くなりますよね。そんな感覚ですね。そうい

う、思わず心から沸き出でるような喜びとか感

嘆とかいうものを、こぶしと呼んでいるのだろ

うと、いう具合に思います。

　ですから、実感の部分で、ああ、本当に生き

ているって感謝だなぁ、嬉しいって、それが感

覚ですね。これが非常に重要なところだと思い

ますし、単にそれは人種とか、民族性っていう

ものだけで止まらないものがあるのではないか

な、という具合に、私なんかは思っておりま

す。

　それを、より自由にやっていいのだよ、とい

うプラットフォームを開いてくれたのが、ペン

テコステ系の教会でありまして、そこは基本的
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には何でもありですから、倒れようが転げ回ろ

うが、独楽みたいに回転しようが、走り回ろう

が、跳んだり跳ねたり、叫ぼうが自由、という

ようなものであって、それは聖書の中では御霊

は自由、というところからもきておりまして、

その表現方法は本当に豊かに受け止めていくよ

うな素地がありました。

　そういうような中で、『オー・ハッピー・デ

イ』を作ったホーキンスも育ってきたというこ

とです。『オー・ハッピー・デイ』も『アメー

ジング・グレース』と並んで多分、日本のゴス

ペル・クワイヤーの中で歌わないクワイヤーは

ないのではないか、と言うくらい、有名な歌に

なりました。シンプルな歌ですね。「♪オー　

ハッピーデー」という歌ですね。「♪オー　

ハッピーデー」という感じの崩し方があります

けれど。何て幸せな日だろう、と。「♪ジーザ

ス　カム」キリストが私に来てくださった。そ

れによって幸せな日になった。ただこれだけの

フレーズで、これを延々と繰り返しながらいく

わけですけど、こういう喜びとか、そういった

ものを非常に端的に表現している歌として売れ

ました。例に漏れず、エドウィン・ホーキンス

も、大ヒットした後、2年後くらいには奈落の

底に落ちまして、ナイト・クラブを転々としな

がら、キリストに救われて感謝だ、と歌ってい

た人が、2年後には酒場で歌っている、という

ようなところを通るんです。

　ところが、チャーチ・オブ・ゴッド・イン・

クライストの牧師さんの一人に、彼の一番下の

弟がなっておりまして、兄貴はこんなんじゃい

かん、ということで、もう一回立ち直らせてい

く、というようなところを通って、今度はゴス

ペルで表舞台に出てくる、というようなところ

が出てまいります。

　こういうように考えてきますと、一番下のラ

インですね、ここはちょっとアンダーラインで

もしておいてもらったらいいと思うのですが、

ゴスペルというのは、常に時代と融合すると言

いましょうか。その時代で最も華やいでいる音

楽性とミックスしていく。こういう性質がござ

います。それは一体なぜか、ということは、最

初にちょっと触れたこととリンクして、最後に

まとめをしたいと思います。

５．ゴスペルとクワイヤー

　さあ、ここでちょっと。ちょうど20分くら

い経ちましたかね。もっと経ってる？あ、大分

経ってますね。テキパキと喋ったつもりなので

すけれど。少しブレイクということで、今日、

参りました、うちのクワイヤーのメンバーで、

教会のメンバーでございますが、3名の方に2

曲ほどゴスペルを歌っていただきたいと思いま

す。じゃあ、こちらに出てきてください。

♪

　もう1曲歌わせてください。『ジーザス・イ

ズ・アンサー』という曲です。

♪
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　ありがとうございました。と、いうような感

じでございまして、お楽しみいただけたでしょ

うか。

　ずっと、ハモりなども今も継続して用いてい

るものでありますけれども、その時代、その時

代に生きている人たちが一番響く音楽性を活か

しながら、取り込んで、ゴスペルというものは

育ってきたことは、少し押さえておいていただ

きたいと思います。

　80年代に入りまして、マス・クワイヤーが

非常に隆盛する時期になります。50人から

100人くらいの大規模な合唱団が一緒に歌うと

いうスタイルが確立します。その中でも有名

なクワイヤーが各地に色々とできるのですけ

れど、こういうスタイルを確立した一人が、

ジェームス・クリーヴランドという牧師さん

でございまして、牧師でありながら非常に歌が

上手なのですね。ですから、説教しながら、最

後、段々後半になりましたら、バンドのセッ

ションも反応し始めて、語りながら歌に入って

いっちゃう、という流れが出てきまして、そ

こにはクワイヤーが後ろに控えていて、一緒に

関わってくる、というようなかたちでございま

す。

　そして、特に私どもが影響を受けている一つ

は、ブルックリン・タバナクルという教会があ

ります。ニューヨークのブルックリンという、

非常に治安の悪いところに教会が建っておりま

して。ニューヨークというのは一番、人種的に

融合されたところでありますから、色んな背景

の方がいらっしゃいます。社会層もまちまちで

ありますし、経済的にも格差が非常にひどい場

所であります。

　そういう中で、色々な方々が共に集って、そ

してクワイヤーとして歌う。表現としたら、弁

護士とかホームレスとか看護師とかクラック中

毒者が歌う、というふうによく語られるのです

が、厳密に言いますと、「元」ホームレスであ

り、「元」クラック中毒者です。

　そして、このクワイヤーのすごいところは、

全部と言っていいくらい、「元」素人さんで

す。あんまり、プロとしてトレーニングを受け

た方が入るようなクワイヤーではありません

で、普通の一般の方が色々な信仰体験をして教

会に加わりますね。その方々の中で、オーディ

ションはありますけれど、それに加わってい

く。

　そんなかたちで、実はこの教会のクワイヤー

はグラミー賞を5回も取っているという、大変

有名なクワイヤーになりました。ただ、「元」

ホームレスとか、「元」クラック中毒者ってい

うのは、実際にどうやって生まれるかと言う

と、支援施設のようなものを持っておりまし

て、そこで例えば就業支援であるとか、教育支

援なんかもしております。

　ですから教会がNPOのような働き、または

社会福祉の穴を埋めるような部分の働きをして

おりまして、実際にそういう中で人生自体が変

わった。そういう喜びですね。単に心が救われ

て、気分が良くなった、とかですね、ちょっと

憂さが晴れたから嬉しい、というようなことで

はなくて、本当に、自分の人生、生き方そのも

のが変わったのだ、という喜びがこの中には満

ち満ちているかな、と思います。

　ですから、立ち場は違うんですけれど、共通

のコアとして持っているところとしては、そう

いう人生の変化というものを喜ぶ、というよう

な部分でしょうかね。これが非常に端的に出て

いるクワイヤーだな、という具合に見ておりま

す。

　最近になりましたら、コンテンポラリーです
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ね。現代にはR&Bやヒップホップの要素が非常

に大きくなりまして、ゴスペルの市場も巨大化

していきます。500億を超える市場規模になっ

ておりまして、今はもう1兆円とかいうくらい

になってきているようでございます。

　その中で一人、カーク・フランクリンという

方が、時代を画するような働きをしました。彼

はメジャー音楽家で、洗練された方なのですが

ぱっと見たら、非常に背が低いのですね。160

センチくらいでありまして、生い立ちを見まし

ても、そのことを大変気に掛けて育っているこ

とは確かなようです。

　彼はお父さんがどこにいるか分からない。そ

してお母さんは育児を放棄しましたので、おば

あちゃんの養子として育つような、家庭環境に

あまり恵まれない中で生育をしました。そし

て、実際、社会人になっても、経済的にはあま

り恵まれずに過ごして、養育のためにピアノを

セールスするような仕事に就いていた時期もあ

るようでございます。

　そういう中で、彼自身が神様の体験をベース

にしながら、自分が本当に一番好きなのは音楽

で、それを持ってクワイヤーを編成しながらゴ

スペルを歌い始めた時に、実は、彼のアルバム

の一発目が大ヒットになりまして、200万枚を

超えるようなセールスになりました。その中に

ありますのが、『マイ・ライフ・イズ・イン・

ユア・ハンズ』という大変有名な歌でございま

して、私の人生はあなたの手の中にある、とい

う賛美はあちこちで歌われている曲になりまし

た。

　彼自身が時代を変えた、と言われている要素

は、93年に黒人系のグラミー賞みたいなもの

と、それから白人系のクリスチャン・ミュー

ジックのグラミー賞を受賞しました。簡単に言

うと、黒人系と白人系の音楽が、ミックスダウ

ンされるような状況をつくり出していったので

すね。大体、時期的にはマイケル・ジャクソ

ンが『ブラック・オア・ホワイト』を出した頃

ですね。ですから、アメリカ社会の中で、黒人

がいわゆる社会の上層に入ってきたり、白人の

人が黒人の人に対して、嫌悪感を強く感じなく

なってくる時代かな、という感じです。1980

年代の後半くらいから、そういう雰囲気は出て

きますし、それに非常に大きな影響を与えたの

がマイケル・ジャクソンではないかと、私は勝

手に思っていますが、やっぱりそういうことは

ゴスペルでも言えるのであって、カール・フラ

ンクリンは正しくゴスペルの中で融合させてい

く流れをつくった人です。

　そしてもう一人、1900年代の後半から21世

紀、今、非常に活躍している人に、ドニー・マ

クラーキンという人がいます。この方はアンド

レ・クラウチにも師事された方でございまし

て、非常にペンテコステの生い育ちやなあ、と

いうことを実感する方でございます。

実は、私は96年に神戸でベニー・ヒンという

方の大会をしまして、伝道者で有名な方なので

すが、実はゲストとしてこの方を呼んできたの

ですね。要はデビュー間なしの頃ですから、ま

だそんなに忙しくなくて、来てくれました。こ

の方が歌った時に、私は、いわゆるアカペラ

で、身体全体が総毛立つという歌を初めて体感

しました。それだけじゃなくて、大体5500人

くらい集まっていたのですけど、神戸のワール

ド記念ホールの人たちが、うわあーっとなるよ

うな、何と言いますか、歓喜の思いと言った

らいいんですかね。そんなものが、皆からふわ

あーっと湧き出てくる、そういう鳥肌ものの瞬

間を、私は舞台で司会をしておりまして、彼自

身を紹介して歌ってもらったんですが、こんな

すごい人がおるんや、と思いましたが、その時

はそんなにすごくなかったんですけど、間もな

く21世紀になってから大ブレイクしまして、
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今はそんな近くに寄れないような人になってし

まいました。

　『鹿のように』、という歌があるのですけれ

ど、「♪谷川の流れを慕う鹿のように ｰ」とい

う歌があるんですが、これを日本語で歌ってく

れました。だから日本人はメロメロになりまし

た。ただ、ローマ字読みで書きますと、アメリ

カ人は発音ができないのですね。英語が堪能な

私の友だちが、例えば主という言葉がありま

すけれど、靴のシューズのシュをね、当てると

か。そうするとちゃんと日本語音になりまし

て、この時に彼の日本語の歌で涙を流して感動

した人は数知れずおりました。彼は味をしめた

ようで、実はその日本語の歌を世界各地のコン

サートで歌っています。日本語の歌、という

ことで。日本語で歌うのです。この前、アメ

リカのゴスペルを聴いておりましたら、いきな

りね、「♪愛します　愛します　救い主　助け

主　主よ ｰ」これ、ドニー・マクラーキン違う

か、と思ったんですけれど、神戸で覚えて帰っ

た歌を、未だに使ってはります。

　何でそんなことを申しますかと言いますと、

ゴスペルというものが日本に根付くために、必

要なところ。最後にやっぱり、日本語で歌える

か、というところかな、ということを実感させ

られた。そして、アメリカの歌手で力のある人

が日本語で歌うと、それは、僕らがちょっと一

生懸命練習して歌うのとはまた違う、凄まじい

パワーがあるということを実感した、お人でご

ざいまして、今日は、つい、出してしまいまし

た。

　そんなことで、ゴスペルをずっと見てまいり

ましたら、色々な流れがありますが、白人系と

黒人系と、色々あります。そういうものが、や

はりゴスペルの多様性として出てまいりまし

て、そういう系譜は色々あるのですけれど、そ

の中の受賞する人たちがそれぞれ融合してきて

いるのが現実でございます。

６．ゴスペルの爆発的人気

　さあ、そして現代日本における展開というこ

とで、やはり忘れてはいけないのが、『天使に

ラブソングを2』で、爆発的人気を、このゴス

ペルが博します。1993年でござまして、これ

以降、各地でゴスペルクワイヤーというものが

開かれるようになりました。キリスト教会が主

催するものもありますが、カルチャースクール

とか、宗教色の薄いものもたくさんございまし

て、いわゆる、聖歌隊で最初おどおどして、歌

えなかった女の子が、段々上手になって、ある

瞬間ブレイクして、ものすごいリードボーカル

になっていく、という、あれに憧れて歌いまし

た、という方は非常にたくさんいらっしゃる

し、音が取れずに、不協和音だらけの、そうい

うクワイヤーが段々上手になっていく。しか

も、年齢がいった方も、歌っているうちに上手

になっていくっていう、そういう希望を持った

方がいらっしゃって、私も歌ってみたい、とい

うかたちで来られる方が増えたようでございま

す。

　ゴスペルを楽しむ日本人で、先程の塩谷さん

のアンケートを見ますと、大体7割くらいがク

リスチャンではない方々が歌っていらっしゃる

ということでございます。何で歌うのですか？

と、シンプルな問いで、答えは明快でしたね。

元気をもらいたい。癒されたい。ストレスから

解放されたい。でも、これは非常に、ゴスペル

の生い立ちとか展開とか、色々見ますと、まさ

しく、今でこそ奴隷制度はありませんし、別に

誰かの奴隷になっているわけじゃないけれど、

会社に擬似奴隷、ではないですけれど、ちょっ

とそういう、自分の思いに任せない現実ね、し
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んどさを抱えている現実がある。また、家庭の

中で身動きがとれないとか、色々なことで縛ら

れている感覚を持っている方々が、やはりゴス

ペルを歌う中で、そういうものから解放される

実感を抱かれるということは多いようでござい

ます。

　また、癒し、ということも非常に多かったで

すね。そして、何より元気になる、というのは

良いことだな、と思います。実は聖霊のバプテ

スマ体験というものの、聖霊が働いて何が起こ

りますか。一言で言うと、元気になる、という

ことですね。華やぎが溢れてくる。そして、

シャイで内気で、あまり人前で何かやること

が億劫だっていう方々が、大胆にできるように

なる、みたいなことがよく語られますけど、や

はりそういったことが、クリスチャンであると

か、ないとかを問わずに、ゴスペルを歌ってい

ると実感されるということは、音楽性の中に、

キリスト教的に言うと、聖霊の働きが如実にあ

る、というようなことになるわけでございまし

て、そのことがやはり、人間というのは神様の

被造物としての作品、というメッセージが聖書

には強うございますから、それが宗派としてキ

リスト教徒になっているかどうかは別として、

神の前には、そういう人間に恵みを与えたいと

いう思いが強くなる、一つの間口と言います

か、そんなものとしてゴスペルが用いられてい

るかな、ということを思います。

　そして、私どもの教会は実は、京都ミラクル

ズ・クワイヤーと名乗っております。奇跡の

数々が詰まったクワイヤーといった、そんなイ

メージでございまして、簡単に言うと、クワイ

ヤーで歌う方々が色々な体験をしていらっしゃ

るのですけれど、ちょっと尋常では考えられな

い変化というものを体験していらっしゃる方も

たくさんいらっしゃるものですから、そういっ

たかたちで名前が付いているわけでございま

す。

　こだわっていることはいくつかございまし

て、一つは、プライスレスな内容なので、でき

るだけ安く、ということですね。値段を付けた

ら、べらぼうに高いものになる、価値ある内容

を分かち合うので、だから、無料なのです。と

いうような言い方をしますけれど、私どもは、

その会場費だけいただいているようなことでご

ざいまして、実際に教えるとか、一緒に歌う経

費とか、そういったことには、ほとんど負担を

していただいておりません。それで、割合お金

があまりない、という方も気楽に入っていただ

いております。

　あと、ゴスペルの多様性ということで、今ま

でのジャンルは色々ありましたけれども、歴史

の流れのステップがありましたけれども、そう

いった系譜や歴史的な展開の中でゴスペルにも

色々なものがあるので、やはりブラック・ゴス

ペルだけに限っておりません。バラード調のよ

うなものもよく取り込みますし、できるだけバ

ランスを取った内容にしたい、というふうに

思っております。

　そして、最後は、先程もお聞きいただいたよ

うに、あの曲は元々、英語です。でも、私ども

が訳をつけたり、訳のあるものを使ったりしな

がら、できるだけ日本人として素直に聞いてい

て分かるように。それを目指しております。そ

して現代に生きていますから、現代の方に響

くような訳になるように、ということを心が

けております。そういうことは、つまり、ゴス

ペルを体感していただくことが大変重要なこと

だな、ということを実感しているからなのです

ね。

　バッハの『マタイ受難曲』ってありますね。



　　Ⅱ . 宗教と非言語表現

ゴ
ス
ペ
ル
の
歴
史
と
現
代
に
お
け
る
展
開

　95　

あれもドイツ語で歌いますね。私はいつも思う

のです。あれは本当にしみじみ良く分かる日本

人はどれくらいいるのだろうか。2000人とか

集まっているコンサートがありますけれど、こ

の中に本当にドイツ語がよくよく分かってね、

ああ、本当にすごい、って思っている人はど

れくらいいるかな、って思うのですね。私なん

かが聞きますと、ドイツ語じゃなくて、音です

ね。音として何か心地よい、とか、そんな感覚

的なものにやっぱり止まる。内容が非常に豊

かなものであるにも関わらず、そうやって言語

が違うだけで、分からないっていうことはもっ

たいない、ということがありまして、実は私は

バッハの『マタイ受難曲』にコラールとアリア

だけを抜粋したものに、歌えるように聖書朗読

を入れて、その場面場面を聖書朗読してから

歌ってもらう、というような試みなんかもして

おります。いつか、イースターの劇を入れなが

ら、その劇中の人にマリアとかを置いておいて

ですね、そのマリアがアリアで歌うとか、やれ

たらいいな、という具合に思ったりもしており

ます。やれることはたくさんあるわけですが、

特に良い内容もお伝えしたいというところに

は、日本語にするということは、とても重要な

ことだろうと思っております。

７．アイデンティティーの新しい形成

　あと、以下の写真は私どもの教会の可愛らし

い子どもたちから青年たち、色々ございます。

　下は幼稚園の年中くらいから歌い始めており

ますので、皆でスイングしたら確実に反対にい

くとかですね、見ていたら微笑ましい感じもい

たします。

次はユースですね。中高生がメインでございま

して。ちょっと写真を縦にひっぱりすぎまし

て、こんなに足は長くありませんね。ちょっと

間延びした感じになってすみません。

　子どもたちは、できるだけ楽器もできるよう

に、ということで、バンドにもしております。

やっぱり、歌って弾ける、ということはこれか

ら重要かな、ということで。真ん中の、歌いな

がらベースを弾いている女の子が私の長女で

す。中３でございまして、受験の時でございま

す。

　そして、次が大人のクワイヤーですね。私ど

もも、後ろにこういうようにクワイヤーが並ん

で、リードボーカルが絡むというようなスタイ

ルをとっておりまして、一番影響を受けており

ますのが、先程のブルックリン・タバナクルの

クワイヤーでございます。

　そして、次はクワイヤーのバンドですね。大

体キーボード2台、一つはピアノ、そしてもう

一つはシンセサイザーとして使いまして、一番

右端がエレキギター、そして左端がベース、そ

して真ん中にドラム。こんな感じです。これが

基本のセッションで、あとはここにパーカッ

ションが入ったり、ギターをもういっちょ入れ

たりとか、そういう感じでバランスを取ったり

増やしたり豊かにしたりしております。

　あと、クワイヤーで非常に重要なのは、ノリ

ですね。一般にノリと言われているもので、

ちょっと興奮してんちゃうか、というくらいで

すね、燃えてきます。実はこれ、場所はどこか

と言うと、京都コンサートホールでございまし

てね、あのホールでこんだけ激しい歌は我々以

外歌ったことはないのではないか、というく

らい、普段はクラシックの静かな感じの歌うと

ころで、手拍子を入れ、時には飛び跳ねながら

歌っております。

　そして、クリスマスなんかには、生誕劇との

コラボレーションをしながらゴスペルをお出し

する。子どもたちにクリスマスページェントを
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してもらってですね、幼稚園のちっちゃい子な

んかは、羊さんの役でね、めぇーとか言った

ら、皆本当にキュンとなる、可愛らしい雰囲気

でありますが、ゴスペルの歌と、場面を重ね合

わせながら、クリスマスの歌がたくさんありま

すから、こういう劇と一緒にコラボレーション

したりしております。

　私どものクワイヤーで非常に大事にしている

のは、説教ですね。けっこう、喜んで楽しそう

に歌います。私です、これは。こんな感じでい

つも話をするのですが、何が嬉しいのか。これ

はお伝えする必要がありますし、また、聖書と

いうものと現代に生きる人たちと結び付けてい

く。その一つのポイントがこの説教になりま

す。

　そして、最終的に会場に来ていただいた方

や、ゴスペルに触れられる方々に体験してほし

い。リアリティですね。やはり、生き方として

日本人に掴んでほしい。そういうメッセージが

あります。それは、人が変われるという可能性

の話ですね。そして、それが本当に良い知らせ

としてあるのですよ、その中身をご提示してい

るのが三つのポイントです。

　一つが、洗礼という体験ですね。これが、

ローマ書によりますと、キリストの十字架体験

でありまして、死と葬りと復活にあやかる体験

として洗礼があります。こういう中で、私たち

が色々な人生の中で生きてきた過去と、一つ区

切りをつけるのですね。そのポイントとして洗

礼を体験することができますよ、ということ。

　そして、そこから新しい復活をした後、神の

子として生きる。これは、新しいセルフ・イ

メージをつくると言ってもいいと思いますね。

日本人で、一番、私は現実問題として格闘して

いるのはセルフ・イメージの低さですね。自分

が素晴らしい存在だと思えないという方が大半

である、ということでございまして。いや、私

は素晴らしいのですよ、と強がって言う方は別

としまして、素直に、本当に自分のことを素敵

だな、と思って生きている人がどれだけいるだ

ろうか。これは、私が現実にお話して実感する

ところです。そういう中で、神の子という新し

いアイデンティティーを置き換えて生きる。だ

から、これを親換えと言ったり、自分のアイデ

ンティティーの新しい形成と言ったりします。

　そして、それでも前に向いて生きるために

は、どうしても過去と切れなければいけませ

ん。いや、私はああいうことがあったし、許せ

ないし、みたいなことを引きずっておったら、

足に重しを付けて歩くようなものなので、あな

たはもう死んだんですから、さよならできたん

ですよ、という体験で、過去とさよならして生

きる。

　そういう変化というものを、人生で体験でき

るということが良い知らせでありまして、そう

いうことを考えますと、先程出てきました、

『アメージング・グレース』をつくりました、

ジョン・ニュートンは正しくそういう人生を生

きたと言っていいと思います。彼自身、新しい

セルフ・イメージを持って、そして過去を引

きずったら、彼は決して人前に立って堂々と話

をすることはできません。「お前、元奴隷船の

船長やろ。そんなお前が、どうして人前でそん

なに偉そうに人の道を説けるんじゃ」、という

ことを言われたら、多分もう、口を閉じて、は

い、すみませんと下りざるを得ない。

　しかし、彼がどうして大胆に立っていられた

か、と言うと、そういう私は、過去に縛られな

いで生きることができる。過去からさよならし

て、今、本当に神様の前で生きていいのだ、と

いうリアリティを掴んだので、牧師としても働

くこともできたし、それからの人生、元気に輝

いて生きることができた。そういうことになり

ます。

　ですから、そういう体験というものを、ゴス
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ペルのリアリティとしてお分ちしていきたい、

というのが私どもの実践でありますし、また色

んなクワイヤーの方々が最終的に目指してい

らっしゃるのが、そういった部分の共有とか、

そして一体感の中でそういったものを掴んでも

らう。そんなことになっているようでございま

す。

　日本はあまり、皆が一体感を常時持てる舞台

というのはそうそう、現代にはありませんね。

だからそういう中で、ちょっとコミュニティー

的な、親しい交わりの中で、一つになって声を

ミックスしながら、ハーモニーをつくりなが

ら、自分もその一部として機能する、という感

覚を満たしている。これが、ゴスペル・クワイ

ヤーが根強く日本にも残っている理由であろう

かな、と思います。

８．『アメージング・グレース』

　そんなことで、長々と話してまいりました

が、最後、皆さんと一緒に、『アメージング・

グレース』を歌ってみたいと思います。英語の

歌詞を見ながらお聞きいただいてもいいです

し、せっかくですから皆さんも、メロディーは

ご存知じゃないかと思いますので、真珠の宝石

店のCMとかにもよく使われておりますね。ご

一緒に歌っていただいたら感謝でございます。

　実は、7番まであったのですね。今回は全部

歌ってみようと思いますので、長うございま

す。そしておまけに、日本語はこんな歌詞で

す、というのをつけておきましたから、合計

11番までございますので、最後に「ハレルヤ

ハレルヤ」とありますね。これは、『アメージ

ング・グレース』のメロディーで、「♪ハレル

ヤハレルヤ ｰ」という歌があるのですね。「♪

ハレルヤアーメン ｰ」という具合にはめていき

ます。この時は、今回はせっかくでございます

ので、ちょっと手を挙げて歌うとかね、けっこ

うかと思いますね。「♪ハレルヤハレルヤ ｰ」

という感じでやりますと、ああ、心も晴れ晴

れ、という感じでございますね。

　キリスト教って、雨の日も晴れの日も、うま

くいくようになっているんですね。晴れの日は

ハレルヤ、雨の日はアーメン。そういうことで

ございまして、一緒にやってみたいと思いま

す。最後はおっさんになってしまいました。そ

れでは、『アメージング・グレース』ですね。

途中で、長うございますので、半音ずつ上げて

いきますけど、それは付いてきてください。う

まくいくかどうか、というよりは、楽しんでい

ただけたら一番幸いでございます。じゃあ、お

願いします。キーはFで。

♪　Amazing grace
    how sweet the sound
    That saved a wretch like me.
    I once was lost but now am found,
    Was blind but now I see.

    ‘Twas grace that taught my heart to fear,
    And grace my fears relieved,
    How precious did that grace appear,
    The hour I first believed.

    Thought many dangers, toils and snares
    I have already come.
    ‘Tis grace hath brought me safe far,
    And grace will lead me home.

    The Lord has promised good to me,
    His Word my hope secures;
    He will my shield and portion be
    As long as life endures.
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    Yes, when this heart and flesh shall fail,
    And mortal life shall cease,
    I shall possess within the veil,
    A life of joy and peace.

    The earth shall soon dissolve like snow,
    The sun forbears to shine;
    But God, Who called me here below,
          Will be forever mine.

　　When we’ve been there ten thousand 　
　　　　years,
　 　Bright shining as the sun,
　　We’ve no less days to sing God’s praise
　　Than when we’d first begun.

　　　　驚くばかりの

　　　　恵みなりき

　　　　この身の汚れを

　　　　知れる我に

　　　　恵みは我が身の

　　　　恐れを消し

　　　　任する心を

　　　　起こさせたり

　　　　危険をも罠をも

　　　　避け得たるは

　　　　恵みの御業と

　　　　言う他なし

　　　　御国に着く朝

　　　　いよいよ高く

　　　　恵みの御神を

　　　　たたえまつらん

　　　　ハレルヤハレルヤ

　　　　ハレルヤアーメン

　　　　ハレルヤハレルヤ

　　　　ハレルヤアーメン 

どうもありがとうございました。

これで終わらせていただきます。どうもありが

とうございました。
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〜Cafe-Time〜
１．日本人のノリ

白波瀬：せっかく良いお話、貴重なお話をいた

だきましたので、皆さんの方から藤林先生

の方に質問等あれば、ここで質疑応答の時

間とさせていただきたいのですけれども、

いかがでしょうか。

　　　どうぞ。そしたら、お名前と。

A：Aと言います。ちょっと歌をやったり、バ

ンドをやったりしています。

　　　神秘主義とか、そういう主義もあるので

すか。例えば、神から降りてきたインスピ

レーションが、とか言ったら引く人もいる

と思うのですけど。そういうところに、引

くかなーみたいな、けっこうないですか。

私は信じているのですけど。人によると思

うのですけど。そういう、不思議な。神

様からインスピレーションが降りてきて、

それが歌になるのだよ、みたいな。言った

ら、引く人がいるのじゃないかな。ちょっ

とカルトかな、と思う人もいるかもしれな

いですけど。そういう抵抗はないですか。

藤林：アメリカでゴスペル歌っている人はよ

く、そういうことを語っていますけどね。

そういうことを喋っているのですけど、日

本に来てコンサートされて、日本人で引い

ている人はあまりいないですね。誰も分か

らないのかな、と思います。日本語で言う

と、皆引くかもしれないけど、日本ではあ

まりそういうことを、アメリカのゴスペル

の人で引いているところを見たことない。

逆に、ノリで、ハレルヤー！とか、アーメ

ン！とか言って答えるのですけどね。そう

いうのはよく言いますね。

　　　でも、我々が教会でそういうことをや

るっていうのは、うちの教会の方々は知っ

ていますけど、初めて来られた方はびっく

りしますよね。そして、引くっていうこと

は当然ありますよね。だから、あんまり激

しいのを、日曜日の朝の礼拝ではしません

ね。どっちかって言うと、祈祷会とか、会

員だけが集まるとか、そういう時間帯に

そういうのは自由にどうぞ。礼拝はもう

ちょっと、抑え気味と言うか。それも、良

し悪しだな、と最近思っていまして。抑え

気味にいくと、日本人の性質は、どっちか

と言うと大人しいのですよ。静かになる。

もうちょっと激しくてもいいかな、と最近

思っていますね。

　　　今回、ゴスペルの勉強をしながら、もう

ちょっと激しくいこうかな、と思ったくら

いですね。後は、ハーモニーですね。最

近、イベントとかでも、メロディーと一緒

にやるのです。だから、音楽が流れている

中で、さっきのようなイベントみたいな歌

も歌うのですよ。祈りの言葉なのですけ

ど、歌うみたいにして。さっきのアメージ

ング・グレイスのメロディーみたいに、♪ 

ｰ ｰ ｰ ｰみたいな感じで、要はメロディーみ

たいになってくる、と。そうすると、案外
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受け入れられやすいですね。逆に、牧師さ

ん、さっき言うてはったあれ、格好良かっ

たです、とかって言う人もいました。要

は、出し方もあるのかな、と思っていま

す。

白波瀬：よろしいですか。後でまたつっこんだ

質問をしていただけたらと思います。他は

なにかありますでしょうか。

B：皆さん、どんな感じで歌われているのか

な。

藤林：あまり一辺倒じゃないですね。激しい一

辺倒でもないし。要は川の流れみたいなイ

メージですね。歌の流れは。だから、急流

のところもあれば、緩く流れるところもあ

るし。そういう一つのストーリーみたいな

感じで、全体になるように、手拍子を入れ

たりする歌もあれば、しっとりと歌い上げ

る歌もあるし、というような感じには、一

応しています。

　　　そりゃあ、年齢を重ねた方が、あんまり

激しいのばっかりするのは、歌えないって

いうことになるので。

白波瀬：よろしいですか。そしたら、他、何か

あります？せっかくなので。はい、どう

ぞ。お名前をお願いします。

B：場所とかに融合するようなもの、ゴスペル

とかっていうお話があったと思うのですけ

れども、日本である場合、例えば日本独自

のゴスペルとか、そういうのをやられるの

ですか。

藤林：はい。日本の演歌は多分、アメリカのブ

ルースかなっていう感じがしますね。酒と

女と溜め息とか。ああ、人生って何でうま

くいかないのだよ、とか、ずっと歌われま

すよね。ブルースの中身も、やっぱり酒と

女と、人生暗くて、基本は。やっぱり日本

の、そういった意味ではゴスペル演歌っ

ていうのはいいよなって思っているのです

ね。こぶしの入ったですね。

　　　だから、最初に申し上げたように、ゴス

ペルっていうのは、メッセージ性がありま

すので、どういうコンテンツかが大事です

から、スタイルは自由にいけますし、ゴス

ペル演歌を一生懸命やっている人もおられ

ます。

　　　

　　　それから、三味線で歌うとか、和太鼓を

コンサートに取り入れたりね。それとか、

獅子舞をやろうと思って、止められた人が

一人いましたけど。日本的な情緒という部

分になるものは全然いいのではないかな、

という具合には確かに思いますけどね。よ

くやるのは、賛美歌とかのゴスペルの歌

は、お琴を七奏くらい並べてやるとか、と

いうのはよくやりますね。

B：分かりました。ありがとうございます。

２．長屋でのゴスペル体験

白波瀬：よろしいですか。他、何かあります

か。

　　　一言二言で結構です。今日のお話をどの

ように受け止めたかとか、あるいはどうい

うふうに感じたかとかですね。あるいはそ

こで質問を出されてもけっこうです。皆さ

んから簡単な自己紹介をお願いします。そ

したら、一番奥の方からお願いします。
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C：Cと言います。今日、こちらに初めて来ま

して、非常に素敵な場所でびっくりしまし

た。ちょっと裏方の仕事でゴスペルのお話

はちょこっとしか聞けなかったんですけ

ど、一つ質問として、こういう長屋で歌わ

れるのも、なかなか珍しいと思うのですけ

れど、他に、どこか、ゴスペルっぽくない

場所で歌われた経験などありましたら、お

教えください。

藤林：ゴスペルっぽくない場所。

白波瀬：質問は、後で。

D：カンボジア料理のお店をやっています、D

と申します。

　　　今回、こういうのに行くねん、というこ

とをクリスチャンの友だちにお話すると、

先生の名前をがーっと指差して、ああー、

知ってるー！みたいな感じなので、そして

また、偶然が繋がって、更に今日行くのが

楽しみで、来ました。そして、すごく素敵

な歌も、ゴスペルも聞かせていただいて、

知っている歌も自分が歌って、とても気持

ち良かったです。ありがとうございます。

E：はじめまして。近所のおっさんでございま

す。Eと申します。すぐ近所のおっさんで

すので。

　　　も非常におもしろいのですけれど、興味

としては、キリスト教的な組織化の仕方で

すね。一つ間違ったら、霊感商法と間違う

ような、歌で人を陶酔させるという、その

危うさっていうのが非常におもしろいな、

というので。

　　　僕も日本ではとりあえずは宗教家を名

乗っていますけども、そういうところは非

常に勉強になりますね。世界を制覇してき

たというテクニックのすごさっていうの

は、敬服する限りです。以上です。

F：Fと申します。大阪市立大学の院生です。

韓国人の留学生です。

　　　自分は、おじさんが二人いて、二人とも

牧師なんですけど、それで、もともとキリ

スト教の家では、韓国の法事とかはしない

ようにしているんですが、うちでは、法事

をする時には、ちょっと小さい礼拝みたい

なものをやって、こういった歌を一緒に

歌ったりしてたんですけれど、こういう空

間でゴスペルを聞いていたら、その法事の

ことをすごく思い出して。何かやらないと

いけないかな、という気もしつつ、アーメ

ンとか、こういうふうにしたりするのです

けど、そういうのを思い出して。

　　　自分はキリスト教徒ではないのですけれ

ど、やっぱりゴスペルを歌っていると、そ

こに入っているのは、スピリチュアルとい

うか、そういうのを感じて皆で歌ったりす

るのがすごいことだな、と思ったりしま

す。そういうような感想です。ありがとう

ございました。

G：Gと申します。大阪市大の院生をしていま

す。

　　　私は、キリスト教とちょっとは縁があっ

て、ずっとクリスチャンスクールに行って

いたっていうことと、その時に歌うのが好

きなので、よく歌っていたっていうこと

と、あと私は長くアメリカにいたんですけ

ども、アメリカでもちょっと縁があって、

ギリシャ正教会にずっと行っていたんで

す。ギリシャ系アメリカ人が行くギリシャ

正教会と、あとはアンティオキャン、アラ

ブ系の人たちが行く正教会に縁があって

行っていて、たまに歌わせてもらう。
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　　　普通、正教会ってコーラスがないのです

けれど、アメリカにある正教会はすごくア

メリカの教会の影響を受けていて、コーラ

スがないといけないような気がしてコーラ

スを作っていて、歌うのが好きだったの

で、参加していたのですけれど。それはし

ばらく前のことなのですけれど。今日、来

てみてすごく懐かしいな、と思って聞いて

いました。

　　　あと、ゴスペルとかのことについて、歴

史とか、語源とかもほとんど知らなかった

ので、今日お話をしていただけて、すごく

勉強になりました。すごく興味深かったで

す。ありがとうございました。

H：今回、クワイヤーメンバーとして来させて

いただきました、Hと申します。大阪市立

大のセミナーっていうふうに聞いて、最初

はもっとものすごくフォーマルな、正式な

ものをイメージしていて、緊張していたん

ですが、こういうフランクな、いい意味で

緊張感のない、と言うか、ものすごく気楽

にできる、こういう場で歌わせてもらった

ことを、とてもありがたく思います。あり

がとうございました。

I：同じく、クワイヤーで今日参加させていた

だきました、Iです。本当に、このような

ほっこりとした場所でゴスペルを歌うこと

ができたことを、すごくありがたく思いま

す。すごく楽しい時間を過ごさせていただ

きました。ありがとうございました。

J：こんばんは。感謝します。今回、いざや先

生から、一緒にゴスペルを歌うためについ

て来てください、ということで、どういう

感じの場所で、どういう人たちの前で、ど

こに行くのか、っていうのは、大阪ってい

うことしか聞いてなかったので、しかも近

づくにつれて、町屋風カフェという感じで

聞いていたので、京都の町屋風カフェとイ

メージが違って、本当におうちな感じで、

素朴なところで賛美をさせていただいて、

感謝です。とっても緊張してしまいました

が、聞いてくださって感謝します。

　　　私は、ゴスペルクワイヤーでアルトをし

ているのですが、礼拝の時には、サイド

ヴォーカルっていう奉仕もさせていただい

て、特にアルトで歌っているので、ハモる

のが好きです。高い音が出ないので、ハモ

ります。平日は保育士として働いていま

す。ありがとうございました。

３．ゴスペルの響き

K：今日はどうもありがとうございました。宗

教家をやっています、Kと言います。金光

教という宗教の教師をしています。レリ

ジョン・カフェの雰囲気が好きで、前も参

加していたのですけど、今回も参加して。

　　　ゴスペルとか、キリスト教の背景ってい

うのは全然詳しくなかったのですけれど

も、自分がぼんやりとしたイメージで持っ

ていた、キリスト教だったりゴスペルだっ

たり、そういうものが、本当にかちかちか

ちっと組み合わさっていくような、そうい

う楽しさをずっと感じながら聞かせても

らっていました。

　　　ついつい、私自身、宗教家ですので、抑

圧からの解放とか、魂が助かるんだ、とい

うふうなことの観点で見てしまうんですけ

れど、それには神様ありがとう、とか、単

純にもっと表現していいんだな、というの

が、今日は勇気付けられたような気がしま

した。ありがとうございました。
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黒木：研究員をしています、黒木と言います。

このレリジョン・カフェのスタッフとし

て、毎回参加させていただいているのです

けれど、この時間が僕にとって一番辛く

て、毎回準備でなかなかじっくり聞けなく

て、毎回記録したビデオを後でブログに

アップするんですけれど、その時にやっ

と、大体の内容が分かるという感じなんで

す。

　　　一階で色々と準備していたのですけど

も、皆さんでハモられた時に、ハモりって

やっぱりすごいなって思いながら。別に、

キリスト教を信仰しているとか信仰してい

ないとか、関わらず、歌うことを共にする

ことで、通じ合うものがあったりとか、そ

ういう素敵さがあるのかな、と思いながら

準備をしながら感じておりました。今日は

どうもありがとうございました。

L：Lと申します。教員をしております。宗教

関係のことを勉強しているのですけれど。

　　　ゴスペルと言うと、皆さんは多分ご存知

ないかもしれませんが、私の学生時代でし

たから、クラダウォードシンガーズとい

う、黒人のおばちゃんの4人組くらいの、

太ったおばちゃんのコーラスがあって。私

はテレビなんかでそれを見て、びっくりし

たと言うか、歌の域を超えていると言いま

しょうかね。大地から湧き上がってくるよ

うな、そういうふうな感じの音楽で。その

時はそれで、びっくりした、くらいのとこ

ろで終わってしまって、そのことを今日、

お話伺って思い出したりしました。

　　

　　　実は、色々と宗教のことを学生に指導し

たり、研究、勉強のことですね。別に信仰

者っていうわけではないのですけれど。例

えば、卒業論文を書く時に、「先生、宗教

はちょっとうまく書けないので、音楽につ

いて卒業論文を書きたいのだ」っていう、

そういう学生がけっこうおるのですね。

学生にとっては、自己表現とメッセージと

言うかな、自由に自己表現ができるという

ことと、メッセージを託せるっていうこと

と、音楽っていうのは結びつくのだけど、

それと宗教っていうのは実はあんまり結び

つかないところがあって、ある意味ではゴ

スペルっていうのはそれを結び付けてい

るっていうことなのでしょうけど、それ

が、どういうかたちで結びついていくのか

とか、結びつかないのかっていうことを

色々と考えてみたいな、というふうなです

ね、課題を与えられたようなお話でありま

した。どうもありがとうございました。

A：Aと言います。今日は色々と楽しく体験さ

せてもらって。

　　　日本語でゴスペルって初めてで、賛美歌

のイメージが強かったのですけれど、また

新しいイメージなので、またそういう目で

色々見てみようかな、とか。アレサ・フラ

ンクリンとかは聞いたことあったのですけ

れども、昔のゴスペルの人は聞いたことが

ないので、カーク・フランクリンさんだと

か、また聞いてみたいです。ありがとうご

ざいました。

M：看護学生をしています、Mと申します。私

も、キリスト教とかほとんどイメージがほ

とんどなくて、周りにキリスト教を信仰し

ている友だちも別にいないし、ゴスペルに

ついても、それこそ、「天使にラブソング

を」くらいのイメージしかなくて今日来た

ので、非常に興味深くお話を聞かせていた

だきました。どうもありがとうございまし

た。クワイヤーの皆さんも、素敵な歌を聞
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かせていただいて、ありがとうございまし

た。

　　　一つ質問があったのですけれど、日本に

ゴスペルが入ってきた、日本のゴスペルの

歴史は、同時多発的に関係のある教会から

入ってきたのか、何かきっかけがあって

入ってきたのか、どういうふうな感じで今

みたいになっているのかなっていうのが、

お話聞きながら気になった部分だったので

すけど。今日は本当にありがとうございま

した。

４．日本の宗教音楽

水内：大阪市立大学の水内と申します。

　この阿倍野プラザも含めてですが、私のとこ

ろ、都市研究プラザというものを大阪市立

大学でつくっておりまして。普通の大学の

組織というよりは、全学組織であって、か

つ、市内に飛び回るというか、あるいは世

界に飛び回るというか、あちこちで現場に

近づいて調査や研究をしていこうという

ことで、主に、社会的な排除を受けた人を

社会的に包摂するとかですね。文化や宗教

やアートを用いながらクリエイティブな仕

組みづくりをソフトに考えていこう、なん

てことをやっているところです。そういう

理念でやっておりますので、今日も何人か

研究員の方がおられますけども、世界から

50何人くらい来ておりまして、その親方

をしているというか、何でしょうね、仕切

りをしているような役をしております。こ

のような、現場プラザという名前を使って

ですね、大阪市内に5箇所くらい持ってお

ります。それぞれかたちが違うのですけど

も。

　　　北の方では、この長屋よりはもうちょっ

と母屋風の、大きな、豊崎の方に、中津と

いうか天六の方にあるのですけれど。そこ

は建築の学生さんが入って、長屋のコン

バージョンとなっていてですね、7つくら

い賞をもらっているっていうすごいところ

でございまして。こちらは、物理的にあま

りお金が足らへんものですから、直してな

いということで、照明とか机とか、そうい

うものは一応大阪市立大学のお金を投じな

がらやっている、というですね。

　　　ここのコンセプトっていうのは、このス

ペースを時々使用させていただいて、色々

な、単にイベントだけやなくて、つながり

づくりというか、いったん顔を合わすとで

すね、次に色んなことでつながって、新た

な知恵が湧いてくる、というような。そこ

に大学がそっと入って、どっちもウィン

ウィンで得をするような関係をつくりたい

なぁ、というふうに思ってやっておりま

す。そのキーとなる川浪さんも宗教家です

ので、レリジョンというか、宗教というの

と、カフェ、というので、食べながら、と

いうかたちで、企画をということで、この

レリジョンカフェが5回目になっておりま

す。僕も全然レリジョンに関係ない、空気

のような仏教を信じている、真言宗なもの

で、お経も分からんでええもんやと思って

ましたので。浄土真宗はちょっと分かるの

ですよね。ちょっと日本語に近いな、と聞

いていたり、それくらいのことしか分かり

ませんが。

　　　今、ホームレス支援ということで、研

究、調査の中心をやっていますので、やっ

ぱり、キリスト教系さんの運動っていう

のが8割くらい占められているのかなぁ、

と。今日もね、日本の新宗教、仏教もがん
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ばらなあかん、ということで川浪さんやE

さん、それから金光教さんも一生懸命やら

れていますけども。

　　　現場で、歌って何かこう、盛り上げてい

るっていうシェルターとか、どっちかと

言ったら釜ヶ崎の方にあるのですけれど、

いわゆる、ホームレス支援でゆっくりとア

パートに住んで、元野宿やった人が地域で

住んでいるっていう時に、声を出して、日

常の生活の元気付けをするっていう場面

を、あんまり僕は見たことがなかったの

で。今日のお話の中でも、ホームレスの方

とかアメリカの方では確かにそういうかた

ちで歌ったり、何かすることによりなが

ら、自分の人生というのが、生き様ってい

うのをですね、少しでも心穏やかという

か、快適にしていくっていう効果があるの

かな。もうちょっと、こういうのもあっ

てもいいのかな、と思いますけども、この

辺はちょっと、質問なのですけども、シェ

ルターとか、色んな中間施設的なところ

で、ゴスペルみたいなもので発声をして、

ええ気分になって、これがけっこう、その

後の生活にプラスの効果が出ているのかど

うか、あるいは、それやったけども、全

然効果がなかったのかとかですね、効果が

なかった人もあったのか、とかですね。そ

の辺、ゴスペルというものと、社会包摂み

たいな、福祉っていう言葉で語るには語れ

ないんですけども、そういうものに対する

一定の効能、効果というか、そんなのも

ちょっとお聞かせいただければ、ありがた

いなと思っております。どうも本日はあり

がとうございました。

川浪：川浪と申します。司会をやりつつ、裏方

のコーヒーも淹れつつということをやって

いるので、前半のお話は聞けたのですが、

後半の歌の方に参加できなくて残念やな、

というふうに思っております。

　　　

　　　私も浄土真宗の僧侶なのですが、浄土真

宗には、昔は節談説教というものがありま

して、歌うがごとく語るがごとく、と言い

まして、説教しながら途中で感極まると、

それで節がついて、浪曲のようなうたのよ

うなことをやる、という、そういう芸能が

あったのですが、明治以降に廃れてしまっ

たのですね。明治になって学者さんたち

が、ああいうのは前近代的で、時代遅れだ

から、やめよう、って言ってやめちゃった

のですけれども、関山和夫っていう仏教大

学の学者さんが、説教の歴史的研究という

ものを書いて、ああいう情念に訴えること

こそが大事なんや、いくら知的理解で宗教

が分かったって、情に訴えなければまった

く広まれへんで、と言って、ほんまに仏教

は衰退の兆しが見えます。

　　　

　　　私、八王子でお坊さんをやったことがあ

るのですが、その時、霊園のところで法事

をやっていたのですね。20分ごとにどん

どん法事をするのですが、そこは別に、仏

教のお墓ばっかりやないので、後ろにキリ

スト教のお墓があって、そこで法事がかち

合ったのですね。後ろの人らは、牧師さん

が聖書の言葉を朗読してそれについて皆が

聖書を読み出す。そしてさらに賛美歌をや

りだす。私、一人お経で対抗していたんで

すが、やっぱり負けてる、ということがあ

りまして。うちの師匠がですね、この第1

回目で喋ってたんですが、現代語日本語訳

でお経を、法事をお勤めする、という試み

をやってるんで、なんとか盛り返そうと

思っているんですが、まだまだ歴史は浅く

て、あと200年かかるかな、というふうに
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考えております。

　　

　　　明治以降に、仏教讃歌もつくったのです

が、なかなかこれが普及しないのですね。

お経の意味不明な方がありがたい、という

おばあちゃんがたくさんおられまして、あ

んただけお経あげときなはれや、と言われ

て、皆、歌を歌わないんですね。そういう

ふうにして、仏教の歴史から音楽性がどん

どん遠のいちゃって、言葉としても理解で

きないし、音楽としても一緒に歌えない、

ということがあって。私なんか、嫌やから

違うことをやっている、というようなこと

なのですけれども。

　　　

　　　僕が17、8の頃は、教会に行って、そ

れこそ賛美歌を歌って、そこにゴスペル

フォークやゴスペルロックと言うて、皆が

勝手に、普通の集会が終わった後にエレキ

ベース持って来てびっくりしたことがあっ

て、ドラム叩いて、ドンジャカジャカジャ

カやりはって。ああいうふうに、僕らお

寺っていうのは、やっぱり世襲制で家がお

寺の子が継いで、更に家の宗旨としてどん

どん継いでいてですね、自ら仏教徒だと

言って、自分たちが教えに遇った喜びを創

作に向けるっていうことがなくて、その時

は自分が取り残されたような気がずっとし

ているんですが。未だにですね、先程も言

うてはりましたアレサ・フランクリンと

か、僕も大好きですね、マヘリア・ジャク

ソンも大好きなんですが、これを皆神様は

阿弥陀さんに替えて歌っているというよう

な、そんな人生でございます。

N：Nと申します。大阪市大の仕事を今やって

まして、ここのスタッフのPさん、今日は

いらっしゃらないですけど、の紹介で、二

週間くらい前でしたっけ。川浪さんを紹介

していただいて、今日初めてここでのイベ

ントに参加させていただいたのですけど。

ゴスペルって、やっぱり映画の影響もあって、

一つの音楽ジャンルだと思っていたのです

けど、今日のお話でそうじゃない、という

ことが分かって、すごくおもしろかったで

す。僕は４年前まで、アメリカに長いこと

いたのですけど、一回もゴスペルを聞く機

会を持てなくて、一回くらい聞いておけば

良かったと今日思いました。そんなところ

です。

平川：どうも、大阪市立大学の研究員の平川で

す。今日は、この後、黒木さんだとか、ス

タッフが見れていない今回の会を記録し

て、見て、また振り返れられるように、ビ

デオをずっと握っていたんですけれども。

　　　僕の家は仏教なので、ゴスペルっていう

のは実は初めて。生で聞くのは初めてで、

どうも本当にありがとうございました。た

だ、歌を歌うのが好きだ、と言うよりも、

皆と一緒に何かすることが好きなので、釜

凹バンドというバンドの、メンバーという

か、名付け親になっちゃったのでメンバー

に入っているのですけれども、釜ヶ崎っ

て、すぐ側にある日雇い労働者の街の人た

ちが気軽に参加できるようなバンド、歌を

歌ったりとか、一緒に楽しんだりする場が

あったらいいよな、ということで、今釜凹

バンドをやっています。

　　　こういうのって、ゴスペルのリアリティ

体験とか、その場の一体感を楽しむという

ところと、けっこうつながっているのじゃ

ないかな、と思って。やっぱり皆、歌はへ

たくそなのですよね。皆、好き好きに楽器

を持って、がんがん鳴らして、歌いたいや
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つは歌って、とか、そんな感じなのだけ

ど、なぜかその場の一体感はすごく感じら

れるようなグループをつくれていたりもし

ます。

　　　こういうのって、何が要因と言うのか

な、どういうところが作用しているのか

な。特にゴスペルだったら、こういうハー

モニーとか、色々あったと思うのですけど

も、人をつなげて、こういうふうにしてい

くゴスペルの力っていうのはすごく神秘的

でもあり、すごくいいなあ、参考にしたい

な、と思ったりもしました。今日はどうも

ありがとうございました。

５．韓国での宗教音楽

O：大阪市立大学のOと申します。もうちょっ

と早く来たかったのですが、明日から韓

国に行くことになっていて、いきなり。

ちょっと遅くなりました。

　　　実は、私は韓国から、生まれた時から

ずっと教会に通っていて、中学校頃からゴ

スペルや聖歌隊とか。今も大阪の、純福音

教会っていう教会も通っていまして、そこ

でも賛美チームとか聖歌隊とかで奉仕して

います。そういうところで、ちょうど黒木

さんから、今日のテーマがゴスペルだって

いうことを聞いて、すごく興味深くて、ぜ

ひ参加する、ということで来たのですが、

遅くなって最後に話をすることになって。

　　　やっぱり韓国はゴスペルっていうこと

が、中学や高校の時から教会で、さっき

言ったドラムとかエレキとか、そういうの

を組んで、自分なりのコンサートみたい

に、ライブみたいに曲をばんばんやってい

ますよね。それで、高校生とか、そういう

人たちに、人と交流している、パートとし

ても広がっているし、若い人が教会に集ま

る機会にもなっていて、教会の中でも聖歌

隊やゴスペルっていう力が強かったです。

今はどんどん落ちているのですけども。そ

れで、ぜひ、日本人の方や、色々な話を、

日本での話を聞きたかったのですが、ちょ

うど終わったところで来てしまったことが

本当に残念で、個人的にも機会があったら

聞きたいな、というふうに思っておりま

す。遅く来てすみません。

水内：韓国のゴスペルってすごいんですか。

O：すごいですね。生まれた時からずっと。教

会の幼稚園で育っていて、教会からゴスペ

ルっていうものは自分の人生の中でも大好

きなことだし、今でも家でキーボードとか

弾きながら、たまに歌っているのですけど

も。

　　　中学校の頃も、教会にいたら、韓国は日

本に比べて、あまりクラブというか部活っ

ていうものが、中学校とか高校の時にない

のですよね。日本と比べて、そうだと思い

ます。そういう人が、音楽をしたいってい

う人とかが、ドラムをどこでやるという

と、教会へ行けばあります。エレキとかギ

ターとかも全部あるし、そういう音楽に情

熱がある人が集まって、しかも男女共に

やっているということが。今は違うのです

けれど、前はけっこう、男性高校、中学校

とか、そういう意味もあるのですけど、そ

ういう交流の場としていっぱいあって、多

分、賛美の教科書みたいな、音楽集がある

のですけど、皆どんどんつくって、ゴスペ

ル歌手とかも増えたり。

　　　今も、インターネットが韓国でけっこう

はやっていまして、そういうインターネッ

トのCCM(Contemporary Christian Music)
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とか色んなサイトがあります。CCMと

言って、ゴスペルを専門とした、ゴスペル

が集まっている音楽サイトがあるのです。

そのサイトで一日ずっと音楽を聞きながら

勉強していたり。

　　　韓国は30パーセントくらいがクリス

チャンであり、アジアの中ではクリスチャ

ンがすごく多い国でありまして、そういう

こともあると思うのですけど、やっぱりそ

ういう面では違うな、と思いますね。

白波瀬：最後になります、白波瀬と申します。

大阪市立大学の都市研究プラザの研究員を

しております。今回、藤林先生にお話いた

だくということで、色々アポイント等も取

らせていただきました。ゴスペルっていう

お題を川浪さんからいただきまして、誰か

適任者はいないか、ということで、私の方

で色々、誰がいいかな、と思って思案して

いたのですが、ちょうど学会で藤林先生の

研究発表を聞くことがあって、それこそゴ

スペルチックな学会発表でしてね。この人

の話はすごいな、と。非常にお話がお上手

で、しかも聞く人を魅了する力があると言

うか。やっぱり学会発表となると、どうし

ても淡々とね、ぼくとつとした語りになっ

て、途中で席外そうかな、と思ったりする

のですが、興味のないテーマであったとし

ても、人をずっと20分、30分キープでき

る力を持っているっていうことは、これは

すごく言葉の力とか、パワーがある方だ

な、と思って、何年か前だったのですけれ

ど、ずっと頭に残っていたのですね。それ

で、藤林先生しかいないな、と思って。特

別の面識はなかったのですけど、連絡を取

らせていただいて、こういう機会を設けさ

せていただきました。本当にありがとうご

ざいました。

　　　僕自身は、ずっと黒人音楽がすごく好き

で、どちらかと言うとセキュラーな音楽

ですよね。いわゆるR&Bとか、ヒップポッ

プとか、あるいは70年代のソウルミュー

ジックとか、こういったものがずっと好き

で。70年代とかっていうのは、僕は現役

じゃないんで、79年生まれなんですが、

90年代にR&Bとかが非常にはやってたん

ですね。そういったR&Bとかの歌手が一線

退いて何をしているのっていったら、けっ

こうゴスペルの領域で活躍していたりす

るのですね。またR&Bの領域に戻ってきた

り、とみたいな感じで。いわゆるポピュ

ラーなミュージックの領域と、もうちょっ

とキリスト教のミュージックの領域と、

行ったり来たりするっていうのがあって。

こういう関係というのは非常におもしろ

い。そして日本にはあまりないことやな、

と思って、ずっと関心を持っていたんです

ね。ただ、掘り下げて色々調べたりするこ

ともなかったので、今日は歴史的に色々と

お話いただけてですね、ゴスペルってこう

いうふうにしてアメリカの中で展開されて

きたのだな、ということが分かって非常に

良かったです。ありがとうございました。

６．キリスト教と音楽

藤林：ありがとうございます。しっかり色々と

聞いていただいてですね、私もお伺いした

甲斐があったな、と本当に嬉しく思ってお

ります。ありがとうございました。

　　　まずは、Cさんでしたかね。ゴスペルっ

ぽくないところで、どこかで歌ったことが

ありますか、ということですが。ゴスペ

ルっぽいのかぽくないのか、っていうのは
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よく分かりませんが、鴨川の三角州で歌っ

たとかですね。公園というか、鴨川と高

野川が合流している地点があるのですが、

そのちょうど三角州に野外ステージを組ん

で、発電機をつけてコンサートをしたりし

たことはあります。

　　　もっとおもしろいな、と思うのは、今年

の8月ですけど、JAYE公山っていう人が、

ゴスペルをやっているんですが、浪速ゴス

ペルの主催者。彼が下賀茂神社の境内でや

りますね。今度ね。8月29日やったかな。

8日やったかな。ですね。そして、その翌

日は東大寺の大仏さんの前でやるという。

これは非常にゴスペルっぽくないところで

やっているな、ということで。京都の時は

手伝え、と言われたので、今度手伝うこと

にして。私も下賀茂神社にゴスペルを歌い

に入るのは初めてですね。遊びに行ったの

はいくらでもありますし、いたずらもした

ことありますが。あ、残るところに残して

はいけません。詳しいことは言いません

が、とりあえず、そういうことで、ちょっ

とおもしろいかな、と思っています。

　　　あと、Kさんでしたかね。神様ありがと

う、と単純に言えばいいのか、と思って、

励まされましたとおっしゃいましてね。大

変光栄でございます、大変。なんか嬉しい

ですね。とっても嬉しいな、と思いまし

た。感動しました。それだけ、お伝えした

かったです。

　　　それから、Mさんですね。日本のゴスペ

ルで、ばーっと広がる、そのきっかけと言

いますかね。やはり一番大きいのは、日本

の音楽、教会のキリスト教音楽を一番大き

く変えたのは、小坂忠ですね。小坂忠って

いう方が「HORO」っていうアルバムを出

したり、マニアックな人たちに人気のあっ

た人です。昔の細野晴臣とかと一緒に組ん

でやったり、奥さんが高叡華と言うんです

が、彼女がプロデュースして彼が歌う、み

たいなことをやっていた人ですが。70年

代の半ばに娘さんの事故を通して教会に駆

け込んで、それで信仰を持ったのですね。

76年くらいですかね。ミクタムレコード

というものを出しまして。特に日本のクリ

スチャンの音楽が非常に、一般の音楽レベ

ルからいくと、はるかに遅れている、と。

未だにパプパプオルガンでね、賛美をして

いるのが賛美やとか、ギターを使ったこと

がない教会は山ほどあった時代ですね。だ

から、ピアノくらいは入っている教会はそ

こそこありましたけど、それもペンテコス

テ系とか、特殊なところであって、いわゆ

る日本キリスト教団はまだ足踏みオルガン

で賛美をしている、という。

　　　そういうのに衝撃を受けて、キリスト教

界の音楽を変えよう、ということで80年

代以降はずっと、ミュージック・セミナー

をやってくれたり。ミュージック・セミ

ナーというのは、要は楽器の奏楽とかだけ

じゃなくて、舞台をつくって、演出をどう

するかとか、光をどうするかとか、設えた

舞台装置をどうするか。それから、PAで

すね。PAを実際に触ったことのない人が

ほとんどだったので、そういうセミナーを

やってくれたのですね。これが、ものすご

く大きなヘルプになりましたですね。こ

の10数年の下積みがあったので、そうい

う中でちょうど私が大学に入ったのが80

年代半ばくらいで、セミナーに行きまし

て、実際うちの教会は翌年に会堂を建てる

ことになって。その時に、会堂のいわゆ

るPA。今までそんなもの見たことないよ

うなPAを入れて、それからスピーカーを
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BOSEのものをどんどん、と入れたり、配

線をやったりね。予算は1000万円くらい

上がったのですけど、絶対要る！とか言っ

てですね、訴えたもので、入りまして。そ

うしたら、コンサートができるようになっ

た。そういうことが、私たちだけじゃなく

て周りの教会でも起こっていくようになり

ました。でも、これは小坂忠さんが本当に

よく頑張ってくれたおかげです。

　　　そして、特にゴスペルにつながる流れと

しては、ジェリコジャパンという、クリス

チャンが集まって賛美集会をしよう、とい

う大仕掛けの企画ですね。それを始めてく

れました。その前に、全国で20箇所くら

いかな。出会いのコンサートというものを

ずっとやっていまして、京都も大阪も、名

古屋も色んなところで。そこでネットワー

クができますよね。友の会員になった人た

ちに声をかけて、日本全体から結集して、

賛美集会をしよう、ということを、80年

代の終わりから始めまして、7年間やりま

した。ジェリコというのは、要はエリコの

城壁っていう聖書の記事からきていて、7

年目は7箇所でやる、とか言ってですね、

やっていましたけど。それで、数千人から

一万人が集まって歌うっていうようなこ

と。それから、クワイヤーも、マスクワイ

ヤーを初めて体験したのは、あれが最初

じゃないですかね。僕も入りましたけど、

1000人のクワイヤーに入って歌う。やっ

ぱり、これ、ちょっと感動なんですよね。

そういう規模の教会がまず日本にないし、

小さい教会が多いわけですから、たくさん

で歌うこと自体がすごく興奮することだけ

れど、クワイヤーだけで1000人っていう

のは、もう、ちょっと想像を超えているも

ので。それで京都から40人50人連れて、

有明コロシアムに行ってですね、金曜日の

夜、徹夜で走って行って、午後から夜まで

歌って、土曜日徹夜で走って帰って、日曜

日礼拝に出るというようなことも何回もや

りましたけども。

　　　彼が中心になりながら、そこにアー

サー・ホーランドとか関わって、ちょっと

人目を引く人たちが中心になったので、賛

美がすごく盛り上がっていたっていうのは

あります。そして、それを引き継いだの

は、甲子園ミッションをやりました、日本

リバイバルクルセードという流れで、そう

いう人たちが甲子園で集会ができたりした

のも、やっぱり忠さんたちの下積みがあっ

た、ということは非常に大きいです。

　甲子園ミッションは93年にあるのですけ

ど、91年くらいから2年かけて、日本全国

津々浦々の教会に行って、決起大会をす

る、というのをやったのです。決起大会と

いうのは、お金はいりません。招いてくれ

たら、どこにでも行きます、と。本部がお

金を持っている。そのチームを送ります、

というスタンスでやったので、それはそれ

は、離島で5人くらいしかいないところに

も行ってくれた。でも、行ってくれた時に

必ず、そこそこの規模であれば、30人40

人くらいであれば、必ずPAチームも行く

んですよ。それでバンドを組んだりして、

賛美リードをして、それで集会をする。そ

れをね、本当に今まで体験したことのない

教会が一番体験した機会になったのじゃな

いかと思います。

　　　そういうのが下ごしらえにあって、ゴス

ペルというものに興味を持つ人たちがクリ

スチャンの中でもゴスペルを歌いたいって

いう人が増えてきて。クワイヤーっていう
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のも、マスクワイヤーを体現した以後、各

地で始まっていたのですね。そこが、ゴス

ペルブームとちょうとリンクした、とい

う感じが、ブレイクしていく大体の流れか

な、という具合に思います。そういう流れ

に、私はどっぷり浸かって大きくなりま

した。私が生まれ育った曲はPAなんて、

本当に置いてあるだけので、会場アナウ

ンスみたいなPAでした。私の小学校時代

は。中学でもそうでしたね。大学に入る時

に、ちょうど、その会堂を建てるという話

になったので、本式のPAシステムが入っ

たっていうのが、やっぱり私なんかは人生

変わりましたね。それから、グループサウ

ンズで一緒にバンドやったりしていたの

が、私の音楽の、同時にクリスチャンとし

ての生きる人生の始まりにもなりました

し。全体を見ても、その辺で大きく流れが

変わったかな、と思います。

　　　先の行き来の話ですけど、忠さんもここ

7,8年前かな。もう一回セキュラーでやっ

てみようか、ということで、戻って、牧師

なのですけど、一般向けのコンサートも始

めて。7年くらいですかね。機関車という

新しい歌をつくって。それは、細野さんと

かと一緒にコラボレーションしてアルバム

をつくったのだと思います。そうすると、

尾崎亜美とかね。忠さんが好き、っていう

人がミュージシャンの中にもいるのですけ

ど、そういう人たちも一緒にコンサートを

するとか、ということも最近は起こってい

ます。何で日本に行き来がないかと言った

ら、あんまり売れた人がいないっていう

ことです。それで、知られていないので、

行き来どころか、こっちに来ているだけ、

という感じではありますね。ってな感じで

しょうか。よろしいでしょうか。

　　　それから、ゴスペルの効力ですね。先

程、水内先生がおっしゃってくださった部

分もあるのですが、キリスト教的な部分で

いくと、礼拝で、常に賛美というものはあ

るので、ゴスペルクワイヤーとしての、と

いうところまではいっていないかもしれま

せんけれども、歌で気分が晴れるというよ

うなことは、確かに起こっているようであ

りますけれども、あまり私は、そういった

感じでは見ておらなかったので。ブルック

リン・タバナクルは実際、クワイヤーで大

きくなった教会なのですね。特徴は、社会

的に見ても、経済的に見ても、非常に最下

層であったり、ダメージを受けて堕ちて

しまった人が回復して、それを証として

歌う、みたいなことで人々が集まってく

る、っていう展開なので、非常に特徴的な

教会のクワイヤーのあり方だと思いますけ

れど。

　　　先だって、白波瀬先生がおっしゃったお

話の中には、教会がそうやって社会復帰

や、実際の働きをしているということは聞

いたことがありますけれど、アメリカには

そういうのはけっこう多いかな、と。やっ

ているところはけっこう多いなっていう印

象はあります。ブルックリンはちょっと特

徴的なところだ、ということですね。

　　　あと、川浪さんが、現代語、日本語訳の

お経ですか。いいですね。楽しみにしてお

ります。よく分からないですよね、本当

に。お坊さんのお経はよく分からない。仏

教の葬儀に行くと、空しさを覚えることが

多くて、一体この人はどういう人で、どう

いう人生を送って、どう死んだのか全然分

からないで、終わる、と。あとは世間話し

して、会った人と久しぶりですなぁと言っ
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て、話す。という、何か非常に悲しいなぁ

というのがあって、御葬儀がもうちょっと

改革できないかしら、と。別に何も考えな

くていいのですけど、勝手に思っていま

す。やっぱり御葬儀なんかやると、キリス

ト式だと経歴がちゃんと話されたり、死の

意味とか分かちますよね。だから、そうい

う機会は仏教の部分が日本はよほど多いわ

けですから、やっぱり死への備えとか、死

というものをどのように授与していくかと

か、そういった事柄がお葬式で語られるだ

けで、まったく入り方が違うんとちゃうか

な、と常日頃思っておりまして、何かそう

いう試みをしようとなさっているとか、あ

と、音楽があったんですね。とても素敵で

すね。ぜひ、聞かせてください。

　　　私は実は日本語でキリストの十字架を語

る時には、どうしても仏教用語を使わなく

てはなりません。というか、仏教用語が日

本語のリアリティを物語っているのはもの

すごくすごいな、と感動していまして。簡

単に言うと、仏教用語だったものが日本語

になったと言った方が正確ですかね。です

から、結局、キリストの十字架を語る時に

どうしても仏教の話をすることが最近やっ

ぱり多いのです。仏教用語で話すと、日本

人の方はやっぱりよく分かるので、いける

ところまで仏教用語のお話で、仏教の宗教

性を使わせていただいて、キリスト教のユ

ニークさって、やっぱり十字架なので、十

字架の体験とか、そこら辺になった時に、

これは置き換えるものが仏教にないので、

やむなくキリスト教用語でお話する、と。

それをできるだけ心がけるようになってか

ら、割合、日本人の方にキリストの十字架

が分かりやすくなった、という実感があり

ます。私も語っていて、しっくりくるよう

になったというか。ああ、やっぱり日本人

やな、としみじみ思います。だから、外国

の方が持ってきたキリスト教の救いの話が

あるのです。全部、神から入るのですよ。

でも、社会の中で神というものが当たり前

の前提となっている人たちのマインドには

訴えるのですけど、日本だと八百万の神だ

し、仏教的な背景もありますから、神様が

おられて、というと、何の神や、という話

になりますので、天地宇宙をつくられた神

様で、と言っても、そんなの聞いたことあ

らへんで、というのが現実ですから、そう

いうアプローチというのはやっぱり全然通

用しないな、と思っていまして。そこを本

当に見直す時に、宗教性として仏教という

のは卓越したものを持っていますから、そ

ういったあたりを踏まえた時に、ああ、な

んだ、キリスト教って伝えやすくなった

な、っていうのがすごくありまして。その

辺の実感があるものですから、お話は大変

興味が湧きまして、また、お聞かせいただ

いたら感謝でございます。

　　　あと、Oさん。チョン・デウォン（鄭大

垣）先生の教会ですね。去年やったかな。

純福音学校で教えていました。日本のキリ

スト教史を教えておりましたけれど。純福

音教会は最近、私もずいぶん親しくなりま

して、お付き合いが増えておりますので、

感謝しています。また、何かの機会にお会

いしたいと思います。

　　　これで一応、網羅しておりますでしょう

か。ありがとうございました。

川浪：それでは、最後に二人来てはりますけれ

ども、時間がないので、後から来られたの

が大阪市立大学のＰさんとＱさんというこ
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とだけで。今晩はこれでお開きということ

で。

　　　どうも今日は、藤林先生ありがとうござ

いました。京都から来ていただいたお三人

さんの、素晴らしいお歌も聞かせていただ

きました。

　　　次回、3月31日水曜日に、次のレリジョ

ン・カフェはもう決まっておりまして、神

田神父ですね。阪神淡路大震災から今年で

15年経ったのですけれども、非常に壊滅

的打撃を受けたカトリックの教会を復興さ

せられたたかとり教会の元神父さんをお呼

びしてですね。またまたキリスト教シリー

ズはどんどん続くということで。

　　　またご縁がありましたら、お会いしま

しょう。それでは、今日はありがとうござ

いました。




